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孝
道
は
支
那
の
國
本
で
、
又
そ
の
國
粹
で
あ
る
。
故
に
支
那
を
對
象
と
す
る
研
究
に
は
、
先
づ
そ
の
孝
道
を

闡
明
理
會
せ
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
。
既
に
米
國
の H

eadland 

も
、
孝
道
が
支
那
人
の
家
族
的
・
社
會
的
・
宗
教

的
乃
至
政
治
的
生
活
の
根
據
を
な
せ
る
事
實
を
牢
記
せ
ね
ば
、
支
那
及
び
支
那
人
の
眞
相
は
、
到
底
理
會
す
る

こ
と
が
出
來
ぬ
と
明
言
し
て
居
る
（H

om
e Life in C

hina. p. 154

）
。
然
る
に
近
時
我
が
國
に
於
け
る
支
那

學
研
究
は
、
哲
學
・
歴
史
・
文
學
の
各
方
面
に
亙
つ
て
、
長
足
の
發
展
を
な
せ
る
に
拘
ら
ず
、
獨
り
支
那
の
孝

道
に
關
す
る
徹
底
し
た
研
究
が
、
未
だ
發
表
さ
れ
て
居
ら
ぬ
の
は
、
大
な
る
遺
憾
と
申
さ
ね
ば
な
ら
ぬ
。
若
し

私
の
こ
の
論
文
が
、
そ
の
缺
陷
の
萬
一
を
補
足
し
得
ば
幸
甚
と
思
ふ
。

　
今
よ
り
約
百
五
十
年
前
に
、
久
し
く
支
那
に
布
教
し
て
居
つ
た
、
フ
ラ
ン
ス
の
宣
教
師
の C

ibot 

韓
國
英
が
、

「
孝
道
に
關
す
る
支
那
人
の
教
理
」
と
題
す
る
一
大
論
文
を
發
表
し
た
。
彼
は
上
は
經
傳
か
ら
、
下
は
俗
諺
に

至
る
ま
で
、
す
べ
て
支
那
の
孝
道
に
關
す
る
記
録
を
譯
出
し
て
、
當
時
と
し
て
は
驚
く
べ
き
程
詳
細
に
、
支
那

の
孝
道
を
歐
洲
へ
紹
介
し
た
。
そ
の C

ibot 

が
支
那
に
於
け
る
孝
道
の
感
化
の
廣
大
無
邊
な
る
こ
と
に
就
い
て
、

次
の
如
く
述
べ
て
居
る
。

　
三
千
五
百
年
前
の
古
代
か
ら
今
日
ま
で
、
支
那
人
の
孝
道
を
尚
ぶ
心
持
は
、
丁
度
ス
パ
ル
タ
人
（
〔Lace'd

e'm
one

〕
）
が
自
由
を
愛
し
、
ロ
ー
マ
人
が
祖
國
を
愛
す
る
そ
れ
と
同
一
で
あ
る
。
…
…
孝
道
は
今
日
で
も
猶
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ほ
【
古
代
と
同
樣
に
、
支
那
國
内
の
】
す
べ
て
の
階
級
、
す
べ
て
の
地
位
、
す
べ
て
の
性
（Sexes

）
、
す
べ

て
の
年
齡
の
人
々
の
、
最
高
の
道
徳
で
あ
り
、
又
【
支
那
國
内
の
】
各
方
面
に
關
係
し
、
各
方
面
に
影
響
し
、

又
各
方
面
に
【
最
大
の
】
勢
力
を
も
つ
て
居
る
。
か
く
て
王
座
（
〔Tro^ne

〕
）
も
【
孝
道
の
】
足
下
に
立
ち
、

…
…
法
廷
【
の
裁
判
】
も
【
孝
道
に
】
導
か
れ
、
學
問
の
殿
堂
も
【
孝
道
に
】
支
配
さ
れ
、
…
…
宮
廷
に
於
て

も
家
庭
に
於
て
も
、
【
孝
道
が
】
中
心
と
な
り
、
…
…
あ
ら
ゆ
る
一
切
の
も
の
は
、
す
べ
て
【
孝
道
の
前
に
】

屈
服
す
る
。
…
…
孝
道
は
實
に
支
那
人
の
國
民
的
道
徳
で
あ
る
。
一
言
で
も
孝
道
に
攻
撃
【
非
難
】
を
加
へ
る

な
ら
ば
、
そ
れ
は
【
支
那
全
國
民
に
對
し
て
】
戰
鬪
（C

om
bat

）
の
一
合
圖
と
な
る
で
あ
ら
う
。
支
那
國
民

は
擧
つ
て
そ
の
復
讎
の
爲
に
、
武
器
を
執
つ
て
起
ち
、
女
性
や
子
供
さ
へ
も
、
こ
の
爭
の
爲
に
生
命
を
惜
ま
ぬ

で
あ
ら
う
（
〔D

octrine
desC

hinoissurla
Pie'te'filiale

〕
【
〔M

e'm
oiresconcernantl'H

istoire,lesScien

ces,etc.desC
hinois.Tom

e
IV

,1779
〕
】.pp.1-3

）
。

　C
ibot

の
後
百
年
を
經
て
、
今
よ
り
約
五
十
年
前
に
、
フ
ラ
ン
ス
の
領
事
で
同
時
に
支
那
學
者
と
し
て
聞
え

たThiersant

は
、
『
百
孝
圖
説
』
の
中
か
ら
、
二
十
五
人
の
孝
子
の
事
蹟
を
譯
出
し
て
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
に
紹
介

し
た
。
彼
は
そ
の
序
論
に
、
支
那
の
孝
道
に
就
い
て
、
左
の
如
く
記
し
て
居
る
。

　
誰
人
で
も
支
那
の
歴
史
を
通
覽
す
る
時
は
、
先
づ
第
一
に
こ
の
尨
大
な
る
帝
國
が
、
他
の
如
何
な
る
民
族
の

　
助
力
を
も
受
け
ず
に
、
全
く
獨
力
で
到
達
し
得
た
、
【
高
き
】
文
化
（C

ivilisation

）
の
程
度
に
驚
嘆
す
る

　
の
で
あ
る
。
然
し
【
そ
れ
に
も
増
し
て
】
更
に
驚
く
べ
き
こ
と
は
、
こ
の
文
化
が
【
同
一
の
状
態
の
儘
で
】

　
極
め
て
古
代
に
ま
で
溯
つ
て
居
つ
て
、
こ
の
異
常
な
る
【
支
那
】
國
民
の
過
去
の
裡
に
、
原
始
時
代
の
痕
跡
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を
見
出
す
こ
と
が
、
困
難
で
あ
る
と
い
ふ
事
實
で
あ
る
。

　
【
支
那
以
外
の
】
何
れ
の
民
族
で
も
、
發
生
し
成
長
し
、
而
し
て
滅
亡
す
る
。
所
が
支
那
の
み
は
、
殆
ど
絶

　
對
的
に
不
動
（
〔Im

m
obilite'

〕
）
で
あ
つ
て
、
宛
も
【
榮
枯
の
】
運
命
を
無
視
す
る
が
如
き
觀
が
あ
る
。

　
然
ら
ば
支
那
は
、
ど
こ
か
ら
か
か
る
【
不
變
不
斷
の
】
生
活
力
を
も
ち
來
り
つ
つ
あ
る
か
。
そ
は
【
支
那
民

　
族
と
い
ふ
】
こ
の
尨
大
な
る
人
間
の
集
團
を
運
轉
さ
す
、
あ
ら
ゆ
る
機
關
の
唯
一
の
樞
軸
と
な
る
べ
き
、
一

　
の
原
理
（Principe
）
か
ら
生
じ
て
來
る
。
即
ち
【
支
那
の
】
最
初
の
立
法
者
達
が
、
こ
の
帝
國
の
存
在
及

　
び
社
會
の
幸
福
の
た
よ
り
と
な
る
べ
き
、
最
も
鞏
固
な
る
基
礎
と
し
て
制
定
し
公
布
し
た
、
孝
【
道
】
と
い

　
ふ
教
義
（D

ogm
e

）
か
ら
生
じ
て
來
る
（
〔La Pie'te' filiale en C

hine

〕 

【
〔B

ibliothe`que O
rientale El

　ze'virienne. X
V

I, 1877

〕
】. pp. 1-2

）
。

　
支
那
の
文
化
や
社
會
が
、Thiersant 
の
い
へ
る
如
く
、
し
か
く
不
變
不
動
で
あ
る
や
否
や
は
、
し
ば
ら
く

別
問
題
と
し
て
、
あ
ら
ゆ
る
支
那
の
原
動
力
の
中
樞
が
孝
道
で
あ
つ
て
、
孝
道
は
支
那
に
於
け
る
國
家
の
存
在
、

社
會
の
安
寧
、
家
族
の
平
和
、
文
化
の
維
持
の
基
礎
を
な
せ
る
事
實
は
、
正
し
く C

ibot 

や Thiersant 

の
所
説

の
如
く
で
あ
る
。
從
つ
て
孝
道
を
理
會
せ
ず
に
は
、
支
那
の
國
體
を
も
、
社
會
を
も
、
家
庭
を
も
、
文
化
を
も
、

【
少
く
と
も
過
去
の
支
那
を
】
正
し
く
理
會
す
る
こ
と
が
出
來
ぬ
。
然
ら
ば
如
何
に
し
て
孝
道
と
い
ふ
教
義
が
、

支
那
で
し
か
く
重
要
な
位
地
を
占
む
る
に
至
つ
た
か
。
そ
は
畢
竟
夙
に
支
那
で
發
達
し
た
、
家
族
制
度
を
維
持

す
る
必
要
に
本
づ
く
も
の
か
と
思
ふ
。

　
支
那
で
は
上
古
か
ら
家
族
制
度
が
發
達
し
て
居
る
。
否
支
那
に
限
ら
ず
、
古
代
に
於
て
は
何
れ
の
國
で
も
、
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家
族
制
度
が
行
は
れ
た
も
の
で
、
今
日
個
人
主
義
の
盛
ん
に
行
は
れ
る
西
洋
諸
國
で
も
、
そ
の
古
代
に
溯
る
と
、

家
族
制
度
が
相
當
發
達
し
て
、
社
會
の
單
位
は
實
に
家
族
で
あ
つ
た
（M

aine;The
A

ncientLaw
.p.88

）
。

但
西
洋
諸
國
で
は
、
種
々
の
事
情
に
よ
つ
て
、
家
族
制
度
が
崩
壞
さ
れ
行
く
間
に
、
獨
り
支
那
　
　
支
那
を
中

心
と
す
る
東
亞
諸
國
を
も
含
め
て
　
　
で
は
、
古
代
の
儘
に
、
若
く
ば
古
代
と
大
差
な
き
状
態
に
、
家
族
制
度

を
最
近
ま
で
維
持
し
得
た
の
で
あ
る
。
か
く
て
今
日
で
は
、
支
那
と
西
洋
諸
國
と
の
顯
著
な
る
相
違
點
の
一
つ

と
し
て
、
支
那
で
は
家
族
が
社
會
の
單
位
と
な
り
、
西
洋
で
は
個
人
が
社
會
の
單
位
と
認
め
ら
れ
て
居
る
（S

m
ith

;The
C

hinese
C

haracteristics.p.226

）
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
二

　
家
族
制
度
の
發
達
せ
る
國
々
で
は
、
一
般
に
父
母
の
孝
養
や
祖
先
の
崇
拜
が
盛
で
、
又
そ
の
家
族
制
度
を
維

持
す
る
爲
に
は
、
必
ず
父
母
の
孝
養
と
祖
先
の
崇
拜
と
を
奬
勵
せ
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
。
行
孝
と
い
ひ
祭
祖
と
い

ひ
、
事
柄
は
二
に
し
て
精
神
は
一
で
あ
る
。
孝
養
と
い
ひ
孝
享
　
　
祖
先
の
廟
に
供
物
を
し
て
祭
る
　
　
と
い

ひ
、
對
象
に
生
と
死
と
の
別
あ
る
の
み
で
、
精
神
は
一
で
あ
る
。
何
れ
も
報
本
反
始
の
情
に
本
づ
く
の
で
あ
る
。

家
族
制
度
の
尤
も
發
達
せ
る
支
那
で
、
同
時
に
孝
道
も
祭
祖
も
、
他
の
諸
外
國
に
比
し
て
、
格
段
の
發
達
を
見

得
た
の
は
何
等
の
不
思
議
が
な
い
。

　
支
那
で
は
古
代
か
ら
祖
先
の
祭
を
行
ふ
に
鄭
重
を
極
め
た
。
身
分
あ
る
者
は
、
家
屋
を
造
る
際
に
、
先
づ
祖
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先
を
奉
安
す
べ
き
宗
廟
か
ら
着
手
す
る
（
『
禮
記
』
曲
禮
下
）
。
家
具
を
造
る
時
に
は
、
第
一
に
祖
先
を
祭
る

時
に
要
す
る
祭
具
か
ら
着
手
す
る
（
同
上
）
。
宗
廟
に
供
へ
る
穀
物
は
、
天
子
・
諸
侯
と
雖
ど
も
皆
自
身
で
耕

作
す
る
（
『
穀
梁
傳
』
桓
公
十
四
年
）
。
宗
廟
に
奉
仕
す
る
祭
服
は
、
王
后
・
夫
人
の
手
で
親
し
く
紡
織
す
る

（
同
上
）
。
四
時
の
新
味
は
先
づ
祖
先
の
廟
に
嘗



め
（
『
禮
記
』
少
儀
）
、
一
家
の
大
事
は
必
ず
祖
先
の
廟
に

告
げ
る
。
婚
姻
の
如
き
も
、
新
婦
が
廟
見
を
終
へ
ざ
る
間
は
、
成
立
し
た
も
の
と
認
め
ぬ
（
１
）
。
要
す
る
に

家
族
に
と
つ
て
は
、
そ
の
祖
廟
が
中
心
で
、
そ
の
祖
廟
を
祭
る
祭
祖
と
い
ふ
こ
と
が
、
一
番
重
大
事
と
見
做
さ

れ
て
居
つ
た
。
故
に
嫡
長
子
が
父
に
繼
い
で
戸
主
と
な
つ
て
、
祖
先
の
祭
を
行
ふ
こ
と
を
、
父
よ
り
は
傳
重
と

い
ひ
（
『
儀
禮
』
喪
服
）
、
子
よ
り
は
承
重
と
い
ふ
。
我
が
『
令
義
解
』
（
繼
嗣
令
）
に
承
重
の
二
字
に
就
い

て
、
「
謂
繼
父
承
祭
。
祭
事
尤
重
。
故
云
承
重
」
と
解
釋
を
加
へ
て
あ
る
。
こ
の
解
釋
は
支
那
の
傳
統
的
解
釋

に
本
づ
く
こ
と
申
す
迄
も
な
い
。

　
支
那
で
は
後
く
も
周
時
代
か
ら
宗
法
が
出
來
て
、
同
一
祖
先
よ
り
出
た
一
族
の
結
合
和
親
を
目
的
と
し
て
居

る
。
而
し
て
こ
の
宗
法
の
中
心
は
祖
先
崇
拜
に
在
る
。
故
に
歳
時
に
宗
家
は
祖
先
の
廟
に
一
族
を
會
し
て
祭
を

行
ひ
、
族
人
は
宗
家
に
集
つ
て
祭
を
助
け
、
か
く
て
一
族
の
親
睦
を
圖
り
、
長
幼
を
序
す
る
（
大
正
二
年
一
月

『
東
洋
學
報
』
所
載
、
服
部
博
士
「
宗
法
考
」
參
看
）
。
宗
法
の
形
式
は
次
第
に
崩
壞
し
た
け
れ
ど
、
そ
の
精

神
は
後
世
ま
で
傳
統
し
て
、
餘
り
相
違
が
な
い
。
現
今
で
も
支
那
の
世
族
舊
家
の
多
く
は
、
一
家
毎
に
家
廟
を

設
け
、
一
族
毎
に
宗
祠
を
建
て
、
共
同
の
墓
地
や
祭
田
を
も
つ
て
居
る
。
生
き
て
は
一
族
と
共
に
、
宗
祠
の
祭

に
列
し
、
死
し
て
は
一
族
と
共
に
、
同
じ
塋
域
に
葬
ら
れ
る
の
が
、
支
那
人
に
と
つ
て
終
生
の
願
望
で
あ
る
。
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不
道
徳
な
族
人
や
、
不
謹
愼
な
族
人
は
、
同
族
者
か
ら
懲
罰
と
し
て
、
一
年
間
一
族
の
宗
祠
の
祭
に
列
す
る
こ

と
を
禁
ぜ
ら
れ
、
所
謂
停
胙
一
年
の
懲
罰
を
受
け
る
。
更
に
情
状
重
き
者
は
出
族
と
稱
し
て
、
一
族
か
ら
除
外

さ
れ
、
死
後
一
族
共
同
の
墓
地
に
葬
る
こ
と
を
禁
ぜ
ら
れ
る
。
か
か
る
懲
罰
は
、
支
那
人
に
と
つ
て
、
大
な
る

恥
辱
た
る
と
同
時
に
、
大
な
る
苦
痛
で
、
殆
ど
社
會
に
生
存
す
る
こ
と
が
六
ヶ
敷
い
。
情
状
最
重
の
極
惡
人
に

對
し
て
は
、
一
族
の
者
が
淹
死
（
溺
殺
）
又
は
活
埋
（
生
埋
）
の
如
き
、
嚴
酷
な
る
私
刑
を
さ
へ
加
へ
る
と
い

ふ
（M

oellendorff;Le
D

roitde
Fam

ille
C

hinois.p.74

）
。

　
北
宋
の
中
世
に
出
た
包
拯
（
包
孝
肅
）
は
、
名
高
い
廉
剛
の
官
吏
で
あ
つ
た
が
、
そ
の
子
孫
に
、

　
　
後
世
子
孫
仕
宦
有
犯
贓
者
。
不
得
放
歸
本
家
。
死
不
得
葬
大
塋
中
。
不
從
吾
志
。
非
吾
子
若
孫
也
（
『
宋

史
』
卷
三
百
十
六
）
。

と
遺
命
し
て
居
る
。
浙
江
の
鄞
縣
の
范
氏
は
、
支
那
著
名
の
藏
書
家
で
あ
る
が
、
そ
の
天
一
閣
の
藏
書
散
佚
に

對
す
る
防
備
嚴
重
で
、
勝
手
に
閣
書
を
帶
出
し
、
又
は
典
鬻
し
た
者
は
、
同
族
の
決
議
に
よ
り
、
そ
の
情
状
の

輕
重
に
照
ら
し
て
、
一
年
三
年
若
く
ば
永
年
、
祠
堂
に
參
列
す
る
こ
と
を
禁
止
す
べ
く
規
定
し
て
あ
る
（
『
天

一
閣
藏
書
總
目
』
卷
首
所
載
、
清
の
阮
元
「
范
氏
天
一
閣
書
目
序
」
參
看
）
。
清
の
曾
國
藩
が
囘
天
中
興
の
偉

勳
を
建
て
、
聲
威
赫
々
と
な
る
と
、
彼
の
郷
里
の
湘
郷
に
在
る
一
族
の
子
弟
は
、
曾
國
藩
を
笠
に
不
法
を
行
ひ
、

知
縣
は
制
御
す
る
こ
と
が
出
來
ぬ
。
兩
江
總
督
と
し
て
南
京
に
駐
箚
し
て
居
つ
た
曾
國
藩
は
、
そ
の
事
實
を
知

る
と
、
夫
人
を
彼
の
代
理
と
し
て
湘
郷
に
還
へ
し
た
。
夫
人
は
一
族
の
宗
祠
に
族
人
を
會
同
し
、
祖
先
の
神
靈

の
前
で
、
不
法
な
子
弟
を
捕
縛
し
て
之
に
杖
數
百
を
加
へ
、
更
に
知
縣
の
手
許
に
交
付
し
て
懲
治
せ
し
め
た
。
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之
に
懲
り
て
爾
後
曾
國
藩
一
族
の
子
弟
は
、
皆
拘
謹
身
を
持
し
た
と
い
ふ
（
民
國
の
柴
萼
『
梵
天
廬
叢
録
』
卷

四
、
曾
文
正
公
二
十
六
則
の
條
）
。

　
祖
先
を
同
く
す
る
一
族
は
、
多
く
宗
約
や
宗
規
を
作
り
、
不
道
徳
な
族
人
の
制
裁
の
み
で
な
く
、
一
族
の
間

に
起
る
爭
議
・
災
厄
や
、
一
族
の
教
育
・
救
恤
等
一
切
の
事
件
を
處
置
し
解
決
す
る
（
清
の
張
仲
嘉
『
齊
家
寶

要
』
卷
上
、
廣
池
博
士
『
東
洋
法
制
史
本
論
』
二
八
五
　
二
九
六
頁
、M

artin ; The W
orship of A

ncestors

【R
edords of the general C

onference of the Protestant M
issionaries of C

hina,1890

】. pp. 622-624 

參
看

）
。
こ
の
宗
族
の
結
合
力
に
よ
つ
て
支
那
國
内
の
治
安
が
、
如
何
程
維
持
さ
れ
て
居
る
か
は
設
想
に
難
く
な
い
。

而
し
て
宗
族
の
結
合
力
は
、
祖
先
の
崇
拜
を
中
心
と
す
る
か
ら
、
支
那
歴
代
の
政
府
は
、
努
め
て
祭
祖
の
風
俗

を
奬
勵
も
し
保
護
も
す
る
。
「
凡
治
人
之
道
。
…
…
莫
重
於
祭
」
（
『
禮
記
』
祭
統
）
と
い
ひ
、
「
修
宗
廟
。

敬
祀
事
。
教
民
追
孝
也
」
（
『
禮
記
』
坊
記
）
と
い
ひ
、
「
愼
終
追
遠
。
民
徳
歸
厚
矣
」
（
『
論
語
』
學
而
）

と
い
ふ
は
、
皆
こ
の
道
理
を
述
べ
た
も
の
に
過
ぎ
ぬ
。
近
く
清
の
雍
正
帝
は
そ
の
『
聖
諭
廣
訓
』
中
に
、
立
家

廟
篤
宗
族
を
以
て
、
天
下
太
平
の
本
源
と
斷
定
し
て
居
る
。
か
く
て
支
那
で
は
、
古
代
か
ら
祭
器
や
墓
地
の
賣

買
を
許
さ
ぬ
（
『
禮
記
』
王
制
、
『
孟
子
』
參
看
）
。
元
時
代
に
は
祖
先
の
墓
地
や
墳
墓
の
樹
木
（
丘
木
）
の

賣
買
を
嚴
禁
し
た
（
『
元
典
章
』
卷
五
十
、
發
塚
の
項
參
看
）
。
更
に
清
時
代
に
は
、
宗
祠
を
建
置
せ
る
土
地

や
、
宗
祠
の
費
用
を
供
す
べ
き
田
地
を
も
、
決
し
て
賣
買
を
許
可
せ
ぬ
。
情
状
を
知
悉
し
な
が
ら
買
取
つ
た
者

は
、
そ
の
土
地
又
は
田
地
を
原
所
有
者
に
返
還
し
、
支
拂
金
は
官
憲
に
沒
收
さ
れ
る
（
『
清
國
行
政
法
』
卷
二
、

二
六
九
頁
）
。
か
か
る
規
定
は
、
墳
墓
や
宗
祠
の
神
聖
を
保
つ
宗
教
上
の
目
的
も
あ
ら
う
が
、
寧
ろ
祭
祖
の
風

9



は
國
體
上
・
社
會
上
、
之
を
維
持
せ
ざ
る
べ
か
ら
ず
と
い
ふ
、
政
治
上
の
目
的
に
由
る
も
の
と
想
ふ
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
三

　
父
母
は
現
實
の
祖
先
で
あ
る
。
祖
先
を
し
か
く
崇
拜
す
る
支
那
人
は
、
勿
論
父
母
に
孝
養
を
怠
ら
ぬ
。
孝
道

第
一
の
儒
教
の
勢
力
と
、
孝
治
主
義
の
歴
代
政
府
の
方
針
と
は
、
愈
〻
こ
の
風
を
助
長
さ
せ
た
。
子
は
如
何
な

る
場
合
で
も
、
父
母
に
絶
對
的
服
從
を
要
す
る
。
こ
れ
が
支
那
人
の
孝
道
で
あ
る
。
た
と
ひ
父
母
が
非
理
で
も

不
道
で
も
、
子
の
立
場
と
し
て
は
之
に
違
背
し
て
な
ら
ぬ
。
舜
が
頑
嚚
な
父
母
に
事
へ
た
事
蹟
　
　
勿
論
そ
の

大
部
分
は
、
後
世
の
附
會
・
修
飾
と
し
て
も
　
　
が
、
子
の
父
母
に
對
す
る
手
本
で
あ
る
。
父
母
に
孝
順
と
い

ふ
教
訓
は
、
上
は
天
子
よ
り
下
は
庶
人
に
至
る
迄
、
必
ず
遵
奉
さ
る
べ
き
教
訓
で
あ
る
。
如
何
な
る
事
情
が
あ

つ
て
も
、
子
と
し
て
父
母
に
反
抗
す
る
な
ど
は
、
支
那
人
の
道
徳
と
し
て
、
考
へ
得
ざ
る
こ
と
で
あ
る
。
萬
一

父
母
に
從
順
を
缺
き
、
反
抗
を
敢
て
す
る
者
は
、
如
何
な
る
位
置
の
人
で
も
、
支
那
の
社
會
に
存
在
す
る
こ
と

が
出
來
ぬ
（
２
）
。

　
支
那
人
は
庭
訓
に
笞
の
用
意
を
忘
れ
ぬ
。
父
の
字
は
篆
文
に
に
作
り
、
『
説
文
解
字
』
（
卷
三
下
）
に
手
に

杖
を
擧
ぐ
る
に
象
る
と
解
釋
し
て
あ
る
。
人
の
父
た
る
者
は
、
子
に
對
す
る
折
檻
の
杖
を
忘
れ
て
は
な
ら
ぬ
。

嚴
父
慈
母
と
い
ふ
の
が
。
支
那
傳
統
の
熟
語
で
あ
る
が
、
父
の
死
後
は
母
が
代
つ
て
、
折
檻
の
杖
を
揮
ふ
こ
と

も
稀
有
で
な
い
。
か
か
る
場
合
に
支
那
人
は
、
如
何
に
立
身
し
て
居
つ
て
も
、
如
何
に
老
成
に
な
つ
て
居
つ
て
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も
、
將
た
又
如
何
に
無
教
育
な
下
賤
の
者
で
も
、
從
順
に
父
母
の
折
檻
の
楚
撻
を
受
け
る
。
梁
時
代
の
王
僧
辯

の
如
き
は
、
當
代
の
名
臣
で
あ
つ
た
が
、
年
四
十
を
踰
え
、
官
將
軍
に
至
つ
て
も
、
猶
ほ
そ
の
母
魏
氏
の
機
嫌

を
損
じ
た
時
は
、
從
順
に
そ
の
笞
を
受
け
た
（
北
齊
の
顏
之
推
『
顏
氏
家
訓
』
教
子
）
。

　
唐
時
代
に
浙
西
の
觀
察
使
と
な
つ
た
李
景
讓
は
、
部
下
の
將
校
を
虐
待
し
た
と
い
ふ
の
で
、
部
下
の
軍
隊
の

感
情
を
害
し
、
部
下
が
一
致
し
て
之
に
反
抗
し
、
將
に
一
大
事
變
が
突
發
せ
ん
と
し
た
。
李
景
讓
の
老
母
鄭
氏

は
事
急
な
り
と
見
て
、
李
景
讓
を
呼
び
寄
せ
て
、
そ
の
不
謹
愼
な
る
行
爲
を
譴
責
し
、
庭
前
に
跪
座
せ
る
彼
の

衣
を
剥
ぎ
取
り
、
楚
撻
を
加
へ
ん
と
し
た
か
ら
、
四
周
環
視
の
軍
士
達
も
之
に
感
動
し
て
、
事
な
く
落
著
し
た

と
い
ふ
（
３
）
。
王
僧
辯
や
李
景
讓
は
、
老
成
の
達
官
で
も
、
親
の
笞
を
從
順
に
受
け
る
例
證
で
あ
る
。

　
清
初
の
功
臣
洪
承
疇
の
如
き
も
、
王
僧
辯
や
李
景
讓
と
同
樣
に
、
そ
の
母
の
笞
を
受
け
て
居
る
。
洪
承
疇
は

も
と
明
の
總
督
と
し
て
遼
東
を
防
禦
し
た
が
、
戰
敗
し
て
俘
虜
と
な
り
、
遂
に
清
に
降
參
し
た
。
彼
は
呉
三
桂

に
つ
ぐ
漢
人
の
功
臣
と
し
て
、
清
廷
か
ら
大
に
優
遇
を
受
け
た
。
か
く
て
彼
は
郷
里
の
福
建
か
ら
、
老
母
を
北

京
に
迎
へ
取
つ
て
、
孝
養
を
盡
さ
ん
と
し
た
が
、
老
母
は
北
京
に
入
り
來
り
、
彼
と
對
面
匆
々
、
彼
が
明
に
背

き
清
に
降
つ
た
不
忠
不
義
を
責
め
て
、
散
々
に
杖
撃
を
加
へ
た
と
い
ふ
（
清
の
劉
獻
廷
『
廣
陽
雜
記
』
卷
一
）
。

母
の
折
檻
の
例
の
み
を
擧
げ
た
の
は
、
父
の
折
檻
は
普
通
で
あ
る
か
ら
、
之
を
略
し
た
結
果
に
過
ぎ
ぬ
。

　
英
國
の
宣
教
師G

ray

は
廣
東
地
方
で
目
撃
し
た
事
實
と
し
て
、
船
乘
り
の
青
年
が
賭
博
に
負
け
て
、
老
母

に
そ
の
尻
拭
ひ
を
さ
せ
た
爲
め
、
老
母
の
怒
に
觸
れ
、
怒
れ
る
老
母
は
、
そ
の
青
年
を
船
か
ら
河
中
に
突
き
沈

め
、
浮
び
上
る
と
又
突
き
沈
め
、
再
三
繰
り
返
へ
し
た
が
、
こ
の
青
年
は
決
し
て
反
抗
せ
な
か
つ
た
事
實
や
、
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又
杭
州
地
方
で
目
撃
し
た
事
實
と
し
て
、
三
十
歳
の
男
子
が
母
親
の
臍
繰
り
を
盜
み
出
し
て
は
、
酒
を
飮
み
廻

つ
て
居
た
が
、
或
る
日
泥
醉
し
て
家
に
歸
る
所
を
、
老
母
に
見
付
け
ら
れ
、
六
十
歳
の
老
母
は
、
片
手
で
そ
の

子
の
辮
髮
を
掴
み
、
片
手
で
激
し
く
之
を
亂
打
し
た
が
、
泥
醉
者
は
羊
の
如
く
柔
順
に
、
老
母
の
爲
す
儘
に
身

を
委
ね
た
事
實
を
傳
へ
て
居
る
（C

hina.V
ol.I,pp.234-235

）
。
高
位
大
官
と
い
は
ず
、
田
夫
野
人
と
い
は

ず
、
一
律
に
父
母
に
絶
對
的
服
從
を
行
ふ
こ
と
が
、
支
那
の
特
色
で
、
又
支
那
の
國
粹
で
あ
る
。

　
支
那
の
政
治
組
織
は
、
一
種
の
家
長
政
治
（Patriarchy

）
で
あ
る
。
家
族
は
天
下
の
原
型
（Prototype

）
で

あ
る
。
支
那
人
の
所
信
に
據
る
と
、
天
下
は
大
な
る
家
族
で
、
家
族
は
小
な
る
天
下
で
あ
る
。
故
に
國
を
國
家

と
い
ひ
、
天
下
を
天
家
と
い
ひ
、
又
天
下
一
家
と
も
い
ふ
。
こ
の
國
家
や
天
家
と
い
ふ
成
語
の
中
に
、
家
を
國

や
天
下
の
原
型
と
す
る
思
想
が
、
よ
く
見



は
れ
て
居
る
（
４
）
。

　
天
下
と
家
族
と
は
、
た
だ
範
圍
の
廣
狹
の
差
あ
る
の
み
で
、
實
質
に
は
何
等
の
相
違
が
な
い
。
小
天
下
の
君

が
父
で
、
大
家
族
の
父
が
天
子
で
あ
る
。
故
に
天
子
を
民
父
母
と
い
ひ
（
『
書
經
』
洪
範
）
、
人
民
を
【
天
子

の
】
赤
子
と
い
ふ
（
『
書
經
』
康
誥
）
（
５
）
。
一
家
の
中
で
父
に
孝
を
盡
く
す
心
が
、
そ
の
儘
天
子
に
對
す

る
忠
の
心
で
あ
る
。
忠
と
孝
と
は
實
質
同
一
で
あ
る
。
故
に
『
禮
記
』
に
「
忠
臣
以
事
其
君
。
孝
子
以
事
其
親
。

其
本
一
也
」
（
祭
統
篇
）
と
述
べ
て
あ
る
。
親
に
孝
を
盡
く
す
者
は
、
自
然
天
下
の
父
母
た
る
天
子
に
も
孝
を

盡
く
す
。
そ
れ
が
即
ち
忠
で
あ
る
。
孝
の
外
に
別
に
忠
を
勸
め
る
必
要
が
な
い
。
こ
れ
が
『
禮
記
』
に
「
孝
以

事
君
」
（
坊
記
）
と
い
ひ
、
『
孝
經
』
に
「
君
子
之
事
親
孝
。
故
忠
可
移
於
君
」
（
廣
揚
名
章
）
と
い
ひ
、

「
以
孝
事
君
則
忠
」
（
士
章
）
と
い
ひ
、
『
戰
國
策
』
に
「
父
之
孝
子
。
君
之
忠
臣
也
」
（
趙
策
）
と
い
ひ
、
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更
に
『
孝
經
緯
』
に
「
求
忠
臣
必
於
孝
子
之
門
」
（
『
後
漢
書
』
韋
彪
傳
所
引
）
と
い
ふ
諺
が
、
支
那
人
の
間

に
、
不
動
不
變
の
眞
理
と
し
て
服
膺
さ
れ
る
所
以
で
あ
る
。

　
支
那
は
古
來
君
主
專
制
の
國
で
あ
つ
た
。
從
つ
て
勿
論
忠
君
に
も
重
き
を
置
く
が
、
孝
行
と
は
比
較
出
來
ぬ
。

忠
孝
と
並
べ
て
も
、
支
那
で
は
多
く
の
場
合
、
孝
が
第
一
に
置
か
れ
る
。
孝
と
い
ふ
字
は
、
子
の
親
に
對
す
る

道
徳
の
み
を
表
は
す
が
、
忠
の
字
は
必
ず
し
も
臣
の
君
に
對
す
る
道
徳
の
み
に
限
ら
ぬ
。
『
説
文
解
字
』
に
孝

の
字
を
解
し
て
、
「
善
事
父
母
者
。
从
老
省
。
从
子
承
老
也
」
（
卷
八
上
）
と
あ
る
。
即
ち
孝
と
は
子
と
老
と

の
二
字
か
ら
成
る
會
意
文
字
で
、
子
が
上
に
老
親
を
頂
き
、
之
に
從
順
な
る
を
意
味
す
べ
き
文
字
で
あ
る
。
南

宋
の
王
遂
は
「
學
者



學
乎
孝
。
教
者



教
乎
孝
。
故
皆
從
孝
字
」
（
南
宋
の
王
應
麟
『
困
學
記
聞
』
卷
七
）
と
解

釋
し
て
居
る
。
こ
の
解
釋
は
附
會
に
過
ぎ
て
、
そ
の
儘
に
は
信
憑
し
難
い
が
（
清
の
錢
大
昕
『
養
新
録
』
卷
四
、

宋
人
不
講
六
書
の
條
參
看
）
、
か
か
る
附
會
の
説
も
畢
竟
は
支
那
の
學
問
と
い
ひ
教
育
と
い
ひ
、
す
べ
て
孝
道

を
第
一
と
す
る
所
か
ら
起
つ
た
結
果
か
と
思
ふ
。

　
忠
の
字
は
中
と
心
と
の
二
字
か
ら
合
成
し
た
文
字
で
、
心
の
一
方
に
偏
私
す
る
な
き
を
い
ふ
。
『
説
文
解
字
』

（
卷
十
下
）
に
忠
敬
也
と
解
釋
し
て
あ
る
が
、
そ
れ
よ
り
も
『
左
傳
』
（
成
公
九
年
）
に
無
私
忠
也
と
あ
る
の

が
、
忠
の
字
の
本
義
で
あ
ら
ね
ば
な
ら
ぬ
。
故
に
古
く
は
忠
信
と
並
べ
稱
す
る
の
が
普
通
で
あ
つ
た
。
此
の
如

く
忠
と
は
汎
く
他
人
に
對
し
て
眞
心
を
盡
く
す
こ
と
で
、
（
一
）
朋
友
に
對
し
て
眞
心
を
盡
く
す
を
も
、
忠
と

い
ふ
べ
く
、
（
二
）
君
上
に
對
し
て
眞
心
を
盡
く
す
を
も
、
忠
と
い
ふ
べ
く
、
（
三
）
臣
民
に
對
し
て
眞
心
を

盡
く
す
を
も
、
等
し
く
忠
と
稱
す
る
こ
と
が
出
來
る
。
『
論
語
』
（
學
而
）
に
爲
人
謀
而
不
忠
乎
と
あ
る
は
、
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同
輩
に
對
す
る
忠
を
い
ひ
、
『
左
傳
』
（
僖
公
廿
三
年
）
に
「
子
之
能
仕
。
父
教
之
忠
」
と
あ
る
は
、
君
上
に

對
す
る
忠
を
い
ひ
、
同
じ
く
『
左
傳
』
（
桓
公
六
年
）
に
上
思
利
民
忠
也
と
あ
る
は
、
君
上
の
臣
民
に
對
す
る

忠
を
い
ふ
。
か
く
て
支
那
の
古
代
に
は
、
君
に
對
し
て
盡
く
す
べ
き
義
務
を
説
い
た
特
別
の
文
字
が
な
か
つ
た
。

忠
を
主
と
し
て
忠
君
の
意
味
に
解
す
る
樣
に
な
つ
た
の
は
、
後
世
の
こ
と
で
、
恐
ら
く
戰
國
の
頃
か
ら
秦
漢
に

か
け
て
の
こ
と
で
、
之
と
共
に
忠
が
孝
に
配
し
て
、
忠
孝
と
並
べ
稱
せ
ら
る
る
に
至
つ
た
か
と
想
ふ
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
四

　
支
那
歴
代
の
天
子
は
、
以
孝
治
天
下
（
『
孝
經
』
孝
治
章
）
と
い
ふ
金
言
を
奉
じ
、
孝
道
奬
勵
を
以
て
、
政

治
の
第
一
要
諦
と
す
る
。
孝
行
の
者
に
は
、
或
は
官
爵
を
與
へ
、
或
は
旌
表
を
加
へ
、
或
は
賦
租
を
免
じ
て
奬

勵
す
る
。
あ
ら
ゆ
る
經
書
の
中
で
も
、
特
に
『
孝
經
』
の
講
習
を
勸
進
す
る
。
か
く
て
東
晉
の
元
帝
に
『
孝
經

傳
』
が
あ
り
、
孝
武
帝
に
『
孝
經
講
義
』
が
あ
つ
た
と
い
ふ
（
『
欽
定
四
庫
全
書
總
目
』
卷
卅
二
參
看
）
。
ま

た
梁
の
武
帝
は
『
孝
經
義
疏
』
を
作
り
、
簡
文
帝
も
亦
『
孝
經
義
疏
』
を
作
つ
た
（
『
隋
書
』
經
籍
志
參
看
）
。

唐
に
は
玄
宗
の
『
御
注
孝
經
』
が
あ
り
、
清
に
は
順
治
帝
の
『
御
注
孝
經
』
が
あ
り
、
康
煕
帝
の
『
孝
經
衍
義
』

が
あ
り
、
更
に
雍
正
帝
の
『
御
纂
孝
經
集
注
』
が
あ
る
（
『
欽
定
四
庫
全
書
總
目
』
卷
卅
二
及
び
『
聖
諭
廣
訓
』

參
看
）
。
『
孝
經
』
に
限
つ
て
し
か
く
疊
次
に
、
天
子
が
親
し
く
注
解
を
加
へ
ら
れ
る
所
以
は
、
畢
竟
孝
治
の

主
意
を
、
臣
民
に
宣
諭
す
る
爲
め
に
外
な
ら
ぬ
（
６
）
。
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漢
時
代
に
諸
州
に
孝
經
師
を
置
い
た
（
『
後
漢
書
』
百
官
志
四
）
。
孝
經
師
と
は
丁
度
わ
が
國
の
府
縣
の
視

學
官
の
如
く
一
州
の
教
育
を
掌
ど
る
役
人
で
あ
る
。
そ
の
役
人
を
孝
經
師
と
稱
す
る
の
が
、
即
ち
當
時
の
教
育

は
『
孝
經
』
の
講
習
を
第
一
に
置
く
證
據
で
あ
る
。
東
漢
の
末
期
に
涼
州
地
方
に
寇
叛
絶
え
ざ
る
を
憂
ひ
、
該

地
方
の
家
毎
に
『
孝
經
』
を
講
習
せ
し
め
て
、
人
心
を
緩
和
せ
ん
と
計
畫
し
た
こ
と
も
あ
る
（
『
後
漢
書
』
蓋

勳
傳
）
。
唐
の
玄
宗
の
天
寶
三
載
（
西
暦
七
四
四
）
に
、
天
下
に
勅
し
て
、
家
毎
に
『
孝
經
』
一
本
を
備
へ
て

講
習
せ
し
め
た
（
『
唐
會
要
』
卷
卅
五
、
經
籍
の
項
）
。
我
が
國
も
唐
の
制
に
な
ら
ひ
、
孝
謙
天
皇
の
天
平
寶

字
元
年
（
西
暦
七
五
七
）
の
勅
で
、
天
下
家
毎
に
『
孝
經
』
一
本
を
備
へ
て
講
習
を
勤
む
べ
き
を
命
じ
て
居
る

（
『
續
日
本
紀
』
卷
二
十
）
。
元
の
武
宗
は
大
徳
十
一
年
（
西
暦
一
三
〇
七
）
に
、
蒙
古
語
譯
の
『
孝
經
』
を

諸
王
以
下
に
下
賜
さ
れ
た
。
『
元
史
』
（
卷
廿
二
）
の
武
宗
本
紀
に
、
左
の
記
事
が
見
當
る
。

　
　
【
八
月
】
辛
亥
中
書
右
丞
孛
羅
鐵
木
兒













。
以
國
字
譯
孝
經
進
。
詔
曰
。
此
乃
孔
子
之
微
言
。
自
王
公
達
於

庶
民
。
皆
當
由
是
而
行
。
其
命
中
書
省
。
刻
板
模
印
。
諸
王
而
下
。
皆
賜
之
。

　
こ
の
蒙
古
語
譯
の
『
孝
經
』
と
共
に
聯
想
さ
る
る
の
は
、
後
魏
時
代
の
鮮
卑
語
譯
の
『
孝
經
』
で
あ
る
。
南

宋
の
鄭
樵
は
後
者
に
就
い
て
、
次
の
如
く
述
べ
て
居
る
。

　
國
語
孝
經
一
卷

　
　
魏
氏
遷
洛
。
未
達
華
語
。
孝
文
帝
命
侯
伏
侯
可
悉
陵
。
以
夷
語
譯
孝
經
之
旨
。
教
國
人
。

　
鮮
卑
語
や
蒙
古
語
で
『
孝
經
』
を
譯
出
し
た
の
は
、
種
人
（
塞
外
種
族
）
に
講
習
せ
し
め
ん
爲
で
、
自
己
の

種
人
に
ま
で
、
し
か
く
熱
心
に
『
孝
經
』
の
講
習
を
勸
め
た
後
魏
の
孝
文
帝
や
元
の
武
宗
が
、
そ
の
領
内
の
漢
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人
に
對
し
て
、
一
層
之
を
勸
進
せ
し
こ
と
想
像
に
難
く
な
い
。

　
清
の
順
治
帝
の
六
諭
の
第
一
に
、
孝
順
父
母
を
置
き
、
康
煕
帝
の
上
諭
十
六
條
の
第
一
に
、
敦
孝
弟
以
重
人

倫
を
置
い
て
あ
る
。
皆
孝
治
主
義
を
以
て
、
平
天
下
の
要
諦
と
認
め
て
居
る
證
據
に
外
な
ら
ぬ
。
こ
の
順
治
・

康
煕
二
帝
の
上
諭
は
、
實
に
新
時
代
の
支
那
の
教
育
勅
語
で
、
丁
度
我
が
國
の
臣
民
が
、
明
治
天
皇
の
教
育
勅

語
に
對
す
る
と
同
樣
に
、
當
時
の
官
民
は
、
こ
の
上
諭
の
主
旨
の
宣
講
と
貫
徹
と
に
全
力
を
盡
く
し
た
（
『
清

國
行
政
法
』
卷
三
、
三
九
八
　
四
〇
〇
頁
參
看
）
。
こ
の
二
上
諭
の
意
義
を
敷
衍
し
た
『
六
諭
衍
義
』
や
『
聖

諭
廣
訓
』
は
、
廣
く
徳
川
時
代
に
行
は
れ
、
我
が
國
の
風
化
に
も
、
大
な
る
裨
益
を
寄
與
し
て
居
る
。

　
し
か
の
み
な
ら
ず
支
那
の
天
子
は
、
古
代
か
ら
親
し
く
養
老
の
禮
を
行
ひ
、
萬
民
に
孝
弟
の
範
を
示
し
た
。

即
ち
天
子
親
し
く
大
學
に
の
ぞ
み
、
天
下
の
有
徳
の
老
人
を
選
ん
で
三
老
・
五
更
と
な
し
、
三
老
を
父
に
擬
し
、

五
更
を
兄
に
擬
し
、
之
に
對
し
て
子
弟
の
禮
を
執
る
べ
く
、
萬
人
環
視
の
中
に
、
天
子
の
尊
を
屈
し
て
、
親
し

く
酒
を
勸
め
魚
を
侑
め
る
。
『
禮
記
』
の
祭
義
に
、

　
　
食
三
老
五
更
於
大
學
。
天
子
袒
而
割
牲
。
執
醤
而
饋
。
執
爵
而
酳
。
冕
而
摠
干
。

と
記
せ
る
通
り
で
あ
る
。
明
の
丘
濬
は
そ
の
『
大
學
衍
義
補
』
（
卷
七
十
九
）
に
、
こ
の
養
老
の
禮
の
目
的
に

就
い
て
、
次
の
如
く
述
べ
て
居
る
。

　
　
臣
按
。
王
者
之
養
老
。
所
以
教
天
下
之
孝
也
。
必
於
學
者
。
學
所
以
明
人
倫
也
。
人
倫
莫
先
於
孝
弟
。
…

…
人
君
致
孝
弟
於
其
親
長
。
下
之
人
無
由
以
見
也
。
故
於
學
校
之
中
。
行
養
老
之
禮
。
使
得
於
聽
聞
觀
感
者
曰
。

上
之
人
於
夫
人
之
老
者
。
尚
致
其
敬
如
此
。
矧
其
親
屬
乎
。
萬
乘
之
尊
且
如
此
。
吾
儕
小
人
。
所
宜
興
起
感
發
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也
。

　
天
子
が
養
老
の
禮
を
行
ふ
こ
と
は
、
古
典
に
載
せ
ら
れ
た
空
な
理
想
で
な
く
、
後
世
に
も
實
行
さ
れ
た
確
な

事
實
で
あ
る
。
東
漢
の
孝
明
帝
と
か
、
曹
魏
の
高
貴
郷
公
と
か
、
後
魏
の
孝
文
帝
と
か
、
北
周
の
武
帝
と
か
、

養
老
の
禮
を
擧
行
し
た
天
子
は
決
し
て
稀
有
で
な
か
つ
た
（
『
玉
海
』
卷
七
十
四
參
看
）
。
唐
の
『
大
唐
開
元

禮
』
（
卷
百
四
、
皇
帝
養
老
於
太
學
の
項
）
以
來
、
養
老
の
儀
注
が
詳
細
に
規
定
さ
れ
て
居
る
の
み
で
、
天
子

の
絶
え
て
之
を
實
行
す
る
者
が
な
い
の
は
、
遺
憾
と
い
は
ね
ば
な
ら
ぬ
。
清
の
康
煕
帝
や
乾
隆
帝
の
擧
行
し
た

千
叟
宴
は
、
老
人
優
遇
の
意
が
主
と
な
つ
て
居
る
け
れ
ど
、
同
時
に
孝
弟
奬
勵
の
意
も
加
は
つ
て
居
る
。
（

『
九
通
分
類
總
纂
』
卷
八
十
七
、
嘉
禮
二
、
養
老
の
項
參
看
）
。

　
兩
漢
の
天
子
は
、
西
漢
の
高
皇
帝
（
劉
邦
）
と
東
漢
の
光
武
帝
（
劉
秀
）
と
の
二
人
を
除
く
の
外
、
す
べ
て

が
孝
と
い
ふ
諡
を
も
つ
て
居
る
。
西
漢
の
孝
文
帝
と
か
孝
武
帝
と
か
孝
宣
帝
と
か
、
東
漢
の
孝
明
帝
と
か
孝
章

帝
と
か
、
皆
孝
の
諡
を
も
つ
て
居
る
。
田
延
年
謂
ふ
所
の
「
漢
之
傳
諡
。
常
爲
孝
者
。
以
長
有
天
下
。
令
宗
廟

血
食
也
」
（
『
漢
書
』
霍
光
傳
）
が
そ
れ
で
あ
る
。
隋
以
前
の
支
那
の
天
子
の
諡
は
、
一
字
が
普
通
で
、
二
字

の
諡
も
多
い
が
、
二
字
以
上
の
諡
は
な
い
。
一
字
の
諡
の
場
合
は
、
勿
論
孝
の
諡
は
稀
で
、
二
字
の
諡
の
場
合

で
も
、
孝
の
諡
を
も
た
ぬ
天
子
が
あ
る
が
、
こ
は
も
つ
べ
き
筈
を
省
略
し
た
も
の
と
認
む
べ
き
で
あ
ら
う
。
諡

者
行
之
迹
也
（
『
逸
周
書
』
諡
法
解
）
と
あ
る
通
り
、
そ
の
人
の
生
前
の
行
爲
に
相
當
し
た
、
死
後
の
諡
號
を

定
む
べ
き
で
あ
る
。
孝
を
以
て
天
下
を
治
む
べ
き
、
又
君
た
る
と
同
時
に
師
た
る
べ
き
、
支
那
の
天
子
に
と
つ

て
は
、
孝
が
そ
の
第
一
必
須
の
資
格
で
あ
ら
ね
ば
な
ら
ぬ
。
諡
法
に
慈
惠
愛
親
曰
孝
と
定
め
て
あ
る
以
上
、
支

18支那の孝道殊に法律上より觀たる支那の孝道



那
の
天
子
は
皆
孝
の
諡
を
も
つ
べ
き
筈
で
あ
る
。
も
つ
べ
き
筈
の
孝
と
い
ふ
諡
を
缺
い
て
居
る
の
は
、
略
し
た

の
で
あ
る
。
一
字
や
二
字
の
諡
の
場
合
に
は
、
そ
の
天
子
の
特
質
を
示
す
べ
き
諡
に
止
め
て
、
天
子
に
共
通
な

る
べ
き
孝
の
諡
を
略
し
た
も
の
と
、
解
釋
せ
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
。

　
唐
宋
以
後
天
子
の
諡
の
字
數
が
次
第
に
増
加
し
て
、
一
字
二
字
の
諡
が
五
字
七
字
と
な
り
、
更
に
十
數
字
に

増
し
、
清
時
代
に
は
二
十
字
以
上
の
諡
が
普
通
と
な
つ
た
（
７
）
。
そ
れ
で
唐
宋
以
後
の
天
子
の
諡
に
は
、
必

ず
孝
の
字
が
加
つ
て
居
る
。
夷
狄
出
身
で
、
支
那
の
一
部
又
は
全
部
を
統
治
し
た
、
遼
・
金
・
元
・
清
の
天
子

と
雖
ど
も
、
そ
の
諡
に
孝
の
字
を
缺
く
者
は
、
先
づ
絶
無
と
斷
じ
て
間
違
な
い
。
た
だ
明
の
太
祖
の
諡
は
、
開

天
、
行
道
、
肇
紀
、
立
極
、
大
聖
、
至
神
、
仁
文
、
義
武
、
俊
徳
、
成
功
、
高
皇
帝
と
い
ひ
、
孝
の
字
を
缺
い

て
居
る
。
明
の
孝
宗
の
諡
は
、
達
天
、
明
道
、
純
誠
、
中
正
、
聖
文
、
神
武
、
至
仁
、
大
徳
、
敬
皇
帝
で
こ
れ

も
孝
の
字
が
見
當
ら
ぬ
。
此
の
如
き
は
實
に
稀
有
の
例
で
あ
る
。
然
し
考
一
考
す
る
と
、
こ
の
二
天
子
の
諡
に

孝
の
字
を
缺
い
て
も
、
何
等
不
思
議
が
な
い
。
そ
は
太
祖
の
陵
號
を
孝
陵
と
い
ひ
、
孝
宗
の
廟
號
を
孝
宗
と
い

ひ
、
廟
號
と
陵
號
と
に
孝
の
字
を
有
す
る
か
ら
で
あ
る
。
孝
治
主
義
の
支
那
の
天
子
が
、
そ
の
諡
號
に
も
陵
號

に
も
廟
號
に
も
、
全
然
孝
の
字
を
缺
く
が
如
き
は
、
支
那
の
國
體
上
あ
り
得
べ
か
ら
ざ
る
こ
と
と
申
さ
ね
ば
な

ら
ぬ
。

　
支
那
の
天
子
は
如
何
に
暗
愚
で
も
、
天
下
を
治
む
る
間
は
、
決
し
て
孝
道
を
忘
れ
ぬ
。
唐
の
敬
宗
は
史
臣
も

「
寶
暦
不
君
。
國
統
幾
絶
」
（
『
舊
唐
書
』
卷
十
六
、
贊
）
と
評
し
た
通
り
、
政
治
を
放
擲
し
て
遊
樂
に
耽
溺

し
た
不
徳
の
君
主
で
あ
る
が
、
そ
れ
で
も
流
石
に
以
孝
治
天
下
だ
け
の
用
意
は
も
つ
て
居
つ
た
。
敬
宗
の
時
代
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に
、
國
都
長
安
附
近
の
※
の
縣
令
の
崔
發
と
い
ふ
者
が
、
そ
の
管
内
で
狼
藉
し
た
宦
官
を
、
天
子
の
御
使
者
た

る
こ
と
を
知
ら
ず
に
、
差
押
へ
た
こ
と
が
あ
る
。
天
子
の
御
使
者
を
捕
縛
す
る
の
は
大
不
敬
で
も
あ
り
、
且
つ

平
素
か
ら
宦
官
を
信
任
す
る
敬
宗
の
こ
と
と
て
、
崔
發
の
行
爲
を
不
埒
千
萬
と
し
て
、
之
を
獄
に
下
し
、
崔
發

は
獄
中
で
宦
官
の
爲
に
大
な
る
凌
辱
を
受
け
た
。
崔
發
の
事
情
憐
む
べ
き
も
の
が
あ
る
の
で
、
百
官
が
交
る
交

る
そ
の
放
免
を
嘆
願
し
た
が
、
敬
宗
は
頑
と
し
て
聽
か
ぬ
。
所
が
最
後
に
敬
宗
に
信
任
さ
れ
た
節
度
使
の
李
逢

吉
は
、
崔
發
に
は
年
八
十
の
老
母
が
あ
り
、
そ
の
老
母
が
崔
發
の
身
を
心
配
し
て
、
病
褥
に
臥
せ
る
事
實
を
告

げ
、
孝
道
の
爲
に
枉
げ
て
崔
發
を
放
免
せ
ん
こ
と
を
請
ふ
と
、
敬
宗
は
こ
の
一
言
に
感
動
し
て
、
即
刻
崔
發
を

出
獄
さ
せ
た
。
『
資
治
通
鑑
』
に
こ
の
事
實
を
次
の
如
く
記
載
し
て
あ
る
。

　
　
李
逢
吉
等
從
容
言
於
上
曰
。
崔
發
輙
曳
中
人
。
誠
大
不
敬
。
然
其
母
故
相
韋
貫
之
之
※
也
。
年
垂
八
十
。

自
發
下
獄
。
積
憂
成
疾
。
陛
下
方
以
孝
理
天
下
。
此
所
宜
矜
念
。
上
乃
愍
然
曰
。
比




諫

官
但
言
發
冤
。
未
嘗
言

其
不
敬
。
亦
不
言
有
老
母
。
如
卿
所
言
。
朕
何
爲
不
赦
之
。
即
命
中
使
。
釋
其
罪
。
送
歸
家
。
仍
慰
勞
其
母

（
唐
紀
五
十
九
、
寶
暦
元
年
の
條
）
。

敬
宗
の
如
き
暗
君
で
も
、
孝
治
と
い
ふ
大
憲
法
の
前
に
、
羊
の
如
く
從
順
な
る
點
が
、
誠
に
面
白
い
で
は
な
い

か
。

　
北
宋
の
徽
宗
は
資
性
風
流
多
藝
で
は
あ
つ
た
が
、
要
す
る
に
亡
國
の
君
で
あ
る
。
現
に
史
臣
も
國
破
れ
身
辱

ら
れ
た
靖
康
の
難
の
責
任
は
、
徽
宗
と
そ
の
宰
臣
蔡
京
の
負
ふ
べ
き
も
の
と
斷
じ
て
居
る
（
『
宋
史
』
卷
廿
二
、

徽
宗
本
紀
贊
）
。
か
か
る
徽
宗
、
か
か
る
蔡
京
で
も
、
流
石
に
以
孝
治
天
下
と
い
ふ
責
任
だ
け
は
忘
れ
な
か
つ
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た
。
徽
宗
時
代
に
民
間
で
父
を
殺
し
た
嫌
疑
者
が
出
來
て
、
獄
に
繋
が
れ
た
。
徽
宗
は
こ
の
不
祥
事
件
の
發
生

に
つ
い
て
、
非
常
に
心
痛
し
た
。
若
し
こ
の
事
件
が
世
間
に
公
表
さ
れ
る
と
、
孝
を
以
て
民
を
化
し
得
ざ
り
し

不
徳
の
君
主
と
し
て
、
醜
名
を
千
歳
に
流
さ
ね
ば
な
ら
ぬ
。
か
か
る
不
面
目
を
避
く
る
爲
め
、
徽
宗
は
宰
相
の

蔡
京
と
相
談
の
上
、
典
獄
に
旨
を
傳
へ
、
そ
の
嫌
疑
者
を
獄
中
で
自
殺
せ
し
め
、
親
殺
し
事
件
を
暗
か
ら
暗
に

葬
り
去
つ
た
こ
と
が
、
南
宋
初
期
の
蔡
絛
の
『
鐵
圍
山
叢
談
』
（
卷
二
）
に
、
下
の
如
く
記
載
し
て
ゐ
る
。

　
　
政
和
甲
午
（
四
年
＝
西
暦
一
一
一
四
）
有
告
人
殺
其
父
。
王
府
獄
具
。
祐
陵
（
徽
宗
）
與
魯
（
魯
國
公
蔡

京
）
深
恥
之
。
不
欲
泄
。
第



命
於
獄
。
賜
盡
焉
。

　
徽
宗
の
採
つ
た
方
法
は
勿
論
贊
成
す
べ
き
で
な
い
。
彼
は
先
づ
反
省
し
て
、
か
か
る
不
祥
事
件
の
再
發
せ
ざ

る
樣
心
掛
く
べ
き
筈
で
あ
つ
た
。
嫌
疑
者
を
自
殺
せ
し
め
、
事
件
を
暗
に
葬
つ
て
、
天
下
後
世
の
耳
目
を
蔽
ふ

な
ど
は
、
大
い
に
間
違
つ
て
居
る
。
さ
れ
ど
方
法
の
間
違
ひ
は
間
違
ひ
と
し
て
、
そ
の
間
に
徽
宗
や
蔡
京
の
如

き
亡
國
の
君
相
で
も
、
以
孝
治
天
下
と
い
ふ
傳
統
政
策
に
に
對
す
る
責
任
感
が
、
存
外
鋭
敏
で
あ
る
點
が
、
見

逃
が
し
難
い
と
思
ふ
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
五

　
孔
子
の
大
成
し
た
儒
教
は
家
族
主
義
で
、
孝
弟
が
そ
の
教
義
の
中
心
を
な
し
て
居
る
。
「
述
而
不
作
。
信
而

好
古
」
と
自
稱
す
る
孔
子
の
教
義
が
、
家
族
主
義
で
あ
り
、
孝
弟
を
重
ん
ず
る
の
は
、
勿
論
そ
の
時
代
の
影
響
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を
受
け
た
結
果
で
は
あ
る
が
、
儒
教
が
成
立
し
、
儒
教
が
勢
力
を
得
る
と
、
そ
の
儒
教
が
、
支
那
に
於
け
る
家

族
主
義
の
維
持
や
孝
道
の
奬
勵
に
、
大
な
る
寄
與
を
な
し
た
。

　
孔
子
の
教
義
で
は
、
仁
が
第
一
と
な
つ
て
居
る
が
、
そ
の
仁
の
字
は
人
と
二
か
ら
成
立
す
る
。
即
ち
仁
と
は

人
が
人
と
相
竝
ぶ
を
意
味
す
る
文
字
で
あ
る
。
人
と
人
と
相
對
す
る
時
、
始
め
て
親
愛
の
情
が
發
生
す
る
の
で
、

單
獨
で
は
親
愛
の
情
が
發
生
せ
ぬ
。
故
に
東
漢
の
許
愼
の
『
説
文
解
字
』
に
は
、
仁
親
也
と
解
し
、
清
の
段
玉

裁
は
、
更
に
仁
親
也
の
意
味
を
敷
衍
し
て
、

　
　
獨
則
無
耦
。
耦
則
相
親
。
故
其
（
仁
）
字
从
人
二
（
『
段
注
説
文
解
字
』
第
八
篇
上
）
。

と
述
べ
て
居
る
。
人
が
人
と
親
愛
す
る
の
は
、
親
（
母
）
子
の
愛
情
か
ら
始
ま
る
。
親
と
い
ふ
一
個
の
漢
字
で
、

父
母
を
も
愛
情
を
も
兼
ね
表
は
す
の
は
、
か
か
る
理
由
に
本
づ
く
こ
と
と
思
ふ
。
親
子
の
愛
の
次
に
現
は
れ
る

の
が
、
兄
弟
の
愛
で
あ
る
。
故
に
親
子
・
兄
弟
間
の
愛
即
ち
孝
弟
が
、
仁
の
根
本
と
認
め
ね
ば
な
ら
ぬ
。
『
論

語
』
學
而
に
も
、

　
　
君
子
務
本
。
本
立
而
道
生
。
孝
悌
也
者
。
其
爲
仁
之
本
歟
。

と
明
記
し
て
あ
る
。
こ
の
語
は
『
論
語
』
に
は
有
子
曰
と
あ
る
が
、
或
は
孔
子
曰
と
し
て
も
傳
へ
ら
れ
て
居
る

（
清
の
翟
灝
『
四
書
考
異
條
考
』
三
）
。
有
子
曰
か
孔
子
曰
か
、
何
れ
が
正
し
い
か
は
し
ば
ら
く
措
き
、
兔
に

角
儒
教
で
は
、
孝
弟
を
仁
の
本
と
認
め
て
居
る
こ
と
は
疑
を
容
れ
ぬ
。
『
孝
經
』
に
孝
徳
之
本
也
（
開
宗
明
義

章
）
と
あ
る
の
も
、
徳
之
本
は
即
ち
仁
之
本
で
、
同
一
の
意
味
を
述
べ
た
も
の
で
あ
ら
う
。

　
孝
弟
は
仁
の
本
で
、
仁
そ
の
も
の
で
な
い
。
孝
弟
の
愛
情
の
及
ぶ
所
は
、
血
屬
の
父
兄
の
間
に
止
り
、
範
圍
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が
狹
い
。
仁
の
愛
情
の
及
ぶ
範
圍
は
、
よ
り
廣
大
で
あ
ら
ね
ば
な
ら
ぬ
。
故
に
孔
子
の
教
義
で
は
、
孝
弟
と
い

ふ
血
屬
的
愛
情
を
、
普
遍
的
愛
情
の
仁
に
擴
大
す
る
方
法
と
し
て
、
忠
と
恕
と
を
必
要
と
す
る
。
忠
と
は
上
に

已
に
紹
介
し
た
無
私
忠
也
（
『
左
傳
』
成
公
九
年
）
と
あ
る
の
が
本
義
で
、
公
平
無
私
な
る
を
い
ふ
。
恕
と
は

文
字
の
制
作
の
示
す
如
く
、
人
も
亦
己
の
如
し
と
し
て
同
情
す
る
を
い
ふ
。
以
己
量
人
謂
之
恕
（
西
漢
の
賈
誼

『
新
書
』
道
術
篇
）
と
あ
る
の
が
、
恕
の
本
義
で
あ
る
。
唐
の
孔
穎
達
が
忠
恕
の
二
字
に
就
い
て
下
し
た
、

「
如
心
曰
恕
。
如
下
從
心
。
中
心
曰
忠
。
中
下
從
心
」
（
『
周
禮
注
疏
』
卷
十
、
郷
三
物
一
曰
六
徳
の
疏
）
と

い
ふ
解
釋
が
要
領
を
得
て
居
る
。
忠
と
恕
と
を
區
別
す
る
と
、
忠
は
自
己
に
對
す
る
制
裁
で
、
恕
は
他
人
に
對

す
る
同
情
で
あ
る
。
一
は
消
極
的
一
は
積
極
的
の
相
違
は
あ
る
が
、
こ
の
兩
者
は
相
倚
り
相
助
く
べ
き
も
の
で

あ
る
。

　
人
が
自
己
以
外
の
人
を
愛
す
る
感
情
、
即
ち
仁
の
萌
芽
が
、
先
づ
孝
弟
と
し
て
發
露
す
る
の
で
あ
る
が
、
孝

弟
の
み
で
は
自
己
の
血
屬
と
い
ふ
小
範
圍
の
人
々
を
親
愛
す
る
に
過
ぎ
ぬ
。
こ
の
父
子
・
兄
弟
の
小
範
圍
に
限

ら
れ
た
愛
情
を
、
一
般
人
衆
と
い
ふ
大
範
圍
に
推
し
及
ぼ
す
必
要
が
あ
る
。
そ
れ
に
は
忠
と
恕
と
に
よ
つ
て
、

自
他
彼
此
の
差
別
を
打
破
せ
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
。
忠
恕
の
方
に
よ
つ
て
、
孝
弟
の
心
を
極
端
ま
で
推
し
及
ぼ
す

と
、
天
下
一
家
、
四
海
兄
弟
と
い
ふ
、
博
愛
的
仁
に
到
達
す
る
こ
と
が
出
來
る
。
『
孟
子
』
に
、

　
　
老
吾
老
以
及
人
之
老
。
幼
吾
幼
以
及
人
之
幼
。
天
下
可
運
於
掌
。
…
…
擧
斯
心
加
諸
彼
而
已
矣
。
故
推
恩

足
以
保
四
海
。
不
推
恩
無
以
保
妻
子
。
古
之
人
所
以
大
過
人
者
。
無
他
焉
。
善
推
其
所
爲
而
已
矣
（
梁
惠
王
下

）
。
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と
あ
る
の
は
、
こ
の
意
味
を
述
べ
た
も
の
で
あ
る
。

　
孝
弟
は
仁
の
根
本
で
、
仁
は
孝
弟
の
發
展
で
あ
る
。
而
し
て
こ
の
二
者
を
連
絡
す
る
も
の
は
、
實
に
忠
恕
で

あ
る
。
孝
弟
と
忠
恕
と
仁
と
の
三
者
は
、
孔
子
の
教
義
に
於
て
、
鼎
足
の
姿
を
な
し
て
居
る
。
そ
の
一
を
缺
く

時
は
、
孔
子
の
教
義
は
成
立
し
難
い
。
孔
子
の
教
義
の
出
發
點
（
孝
）
か
ら
、
歸
着
點
（
仁
）
ま
で
の
連
鎖
が
、

忠
恕
で
あ
る
か
ら
、
忠
恕
が
孔
子
の
教
義
を
一
貫
す
る
と
も
い
へ
る
。
故
に
『
論
語
』
に
孔
子
と
曾
子
と
の
應

對
を
記
し
て
、
孔
子
が
吾
道
一
以
貫
之
（
里
仁
）
と
い
ひ
、
曾
子
は
之
を
「
夫
子
之
道
忠
恕
而
已
矣
」
と
解
し

て
居
る
。

　
擴
張
さ
れ
た
仁
は
、
殆
ど
博
愛
に
近
い
。
現
に
唐
の
韓
愈
の
如
き
儒
者
は
、
博
愛
之
謂
仁
（
『
韓
昌
黎
集
』

卷
十
一
、
原
道
）
と
明
言
し
て
居
る
。
さ
れ
ど
孔
子
の
仁
は
孝
【
弟
】
を
本
と
し
、
之
を
擴
大
し
た
も
の
に
過

ぎ
ぬ
。
故
に
根
本
た
る
孝
【
弟
】
と
絶
縁
せ
ざ
る
以
上
、
仁
の
範
圍
が
如
何
に
擴
大
さ
れ
て
も
、
そ
の
範
圍
の

中
に
、
親
疎
を
附
す
べ
き
餘
地
が
存
せ
ね
ば
な
ら
ぬ
。
孔
子
の
仁
は
、
墨
子
の
兼
愛
の
如
き
無
差
別
的
博
愛
で

な
く
、
實
に
差
別
的
博
愛
で
あ
る
。
申
す
迄
も
な
く
こ
の
相
違
が
、
孔
・
墨
二
家
を
區
別
す
べ
き
要
點
で
、
こ

の
相
違
を
明
確
に
し
た
の
は
、
實
に
孟
子
で
あ
る
。
彼
は
儒
教
の
仁
と
墨
家
の
兼
愛
と
を
區
別
せ
ん
が
爲
に
、

仁
と
義
と
を
併
せ
説
き
、
仁
を
行
ふ
に
は
必
ず
義
に
よ
つ
て
、
親
疎
の
差
別
を
立
つ
べ
き
必
要
を
説
き
、
義
を

離
れ
た
、
換
言
す
れ
ば
孝
【
弟
】
と
絶
縁
し
た
仁
は
、
儒
家
の
仁
で
な
い
と
主
張
し
た
。
こ
の
解
釋
は
儒
家
の

憲
法
で
あ
る
。
故
に
孝
【
弟
】
を
離
れ
て
儒
教
は
存
在
す
る
こ
と
が
出
來
ぬ
（
８
）
。
孟
子
は
「
堯
舜
之
道
。

孝
弟
而
已
矣
」
（
『
孟
子
』
告
子
）
と
い
う
て
居
る
。
そ
の
堯
舜
を
祖
述
し
た
の
が
孔
子
で
あ
れ
ば
、
孔
子
之
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道
孝
弟
而
已
矣
と
稱
し
て
も
、
大
な
る
不
可
の
あ
る
筈
が
な
い
。
か
の
孝
道
を
説
く
『
孝
經
』
が
、
儒
教
の
經

典
中
で
重
要
な
る
位
置
を
占
む
べ
き
所
以
は
、
全
く
こ
こ
に
存
す
る
と
思
ふ
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
六

　
飜
つ
て
本
論
文
の
主
題
で
あ
る
支
那
の
法
律
を
見
渡
す
と
、
こ
の
方
面
で
も
、
否
こ
の
方
面
に
於
て
、
家
族

主
義
と
孝
道
第
一
主
義
が
尤
も
鮮
明
に
發
揮
さ
れ
て
居
る
。
一
體
支
那
の
法
律
は
、
徳
治
主
義
の
法
律
で
、
法

治
主
義
の
法
律
で
な
い
。
徳
治
主
義
の
法
律
と
は
、
そ
の
法
律
が
道
徳
の
延
長
と
い
ふ
意
味
で
あ
る
。
支
那
の

政
治
家
も
、
法
律
は
治
國
上
必
要
と
認
め
て
居
る
が
、
同
時
に
禮
と
刑
と
は
、
同
一
の
目
的
を
有
す
べ
き
も
の

と
信
じ
て
居
る
。
禮
は
未
發
に
防
ぎ
、
刑
は
既
發
に
懲
ら
す
、
別
あ
る
の
み
。
禮
の
及
ば
ざ
る
所
を
補
ふ
の
が

刑
で
あ
る
。
禮
は
本
で
刑
は
末
、
禮
は
主
で
刑
は
從
、
本
末
主
從
の
差
こ
そ
あ
れ
、
二
者
の
目
的
は
同
一
で
あ

ら
ね
ば
な
ら
ぬ
。
こ
れ
が
支
那
の
政
治
家
の
信
條
で
あ
る
。
『
論
語
』
爲
政
に
、

　
　
道
之
以
政
。
齊
之
以
刑
。
民
免
而
無
恥
。
道
之
以
徳
。
齊
之
以
禮
。
有
恥
且
格
。

と
い
ひ
、
『
史
記
』
酷
吏
傳
序
に
、

　
　
法
令
者
治
之
具
、
而
非
制
治
清
濁
之
源
也
。

と
い
ふ
。
何
れ
も
禮
本
刑
末
の
主
意
を
述
べ
た
も
の
で
、
此
の
如
き
を
徳
治
主
義
の
法
律
と
申
す
の
で
あ
る
。

已
に
述
べ
た
如
く
、
支
那
の
禮
儀
道
徳
は
、
家
族
主
義
を
基
礎
と
し
て
、
孝
道
を
第
一
と
す
る
。
故
に
徳
治
主
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義
の
法
律
と
い
ふ
も
、
孝
道
第
一
主
義
の
法
律
と
い
ふ
も
、
内
容
に
大
差
が
な
い
。
支
那
の
法
律
が
、
家
族
主

義
や
孝
道
第
一
主
義
に
重
き
を
置
く
の
は
、
當
然
の
こ
と
と
い
は
ね
ば
な
ら
ぬ
。

　
支
那
歴
代
の
法
律
は
、
唐
律
を
始
め
、
明
律
で
も
清
律
で
も
、
一
々
の
犯
罪
に
對
し
て
、
家
族
又
は
親
屬
同

志
の
間
に
起
つ
た
場
合
と
、
家
族
又
は
親
屬
以
外
の
一
般
人
衆
の
間
に
起
つ
た
場
合
と
を
區
別
す
る
。
一
般
人

衆
の
場
合
に
は
、
原
則
と
し
て
同
一
の
犯
罪
は
、
同
一
の
刑
罰
を
受
け
る
。
例
へ
ば
甲
が
乙
を
殺
傷
し
た
場
合

も
、
そ
の
反
對
に
乙
が
甲
を
殺
傷
し
た
場
合
も
、
犯
罪
者
は
同
一
の
刑
罰
を
受
け
ね
ば
ら
な
ぬ
。
所
が
家
族
又

は
親
屬
間
の
場
合
に
は
、
こ
の
原
則
は
通
用
せ
ぬ
。
こ
の
場
合
に
は
、
そ
の
犯
罪
者
の
家
族
又
は
親
屬
間
に
於

け
る
、
尊
卑
長
幼
の
位
置
如
何
に
よ
つ
て
、
同
一
の
犯
罪
も
、
寧
ろ
同
一
の
刑
罰
を
受
け
ぬ
こ
と
が
多
い
。
加

害
者
と
被
害
者
と
の
、
尊
卑
長
幼
の
關
係
如
何
に
よ
つ
て
、
刑
罰
が
非
常
に
違
ふ
。
尊
長
が
卑
幼
に
加
へ
た
罪

は
、
一
般
の
場
合
よ
り
そ
の
罰
が
輕
く
、
卑
幼
が
尊
長
に
加
へ
た
罪
は
、
一
般
の
場
合
よ
り
そ
の
罰
が
重
い
。

　
例
へ
ば
『
唐
律
』
（
鬪
訟
律
一
）
に
據
る
と
、
他
人
を
毆
打
し
た
罰
は
笞
四
十
で
あ
る
が
、
一
族
の
尊
長
を

毆
打
し
た
場
合
は
（
鬪
訟
律
二
）
、
そ
の
親
疎
の
關
係
に
應
じ
て
、
左
の
如
き
重
き
罰
を
加
へ
る
。

　
（
一
）
緦
麻
長
屬
（
族
兄
※
等
＝
三
從
兄
※
等
）
を
毆
打
せ
し
者
　
　
杖
一
百

　
（
二
）
小
功
長
屬
（
再
從
兄
等
）
及
び
緦
麻
尊
屬
（
族
伯
父
母
等
）
を
毆
打
せ
し
者
　
　
徒
一
年

　
（
三
）
大
功
長
屬
（
從
兄
等
）
及
び
小
功
尊
屬
（
堂
伯
父
母
等
）
を
毆
打
せ
し
者
　
　
徒
一
年
半

　
（
四
）
兄
※
を
毆
打
せ
し
者
　
　
徒
二
年
半

　
（
五
）
伯
叔
父
母
等
を
毆
打
せ
し
者
　
　
徒
三
年
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（
六
）
祖
父
母
及
び
父
母
を
毆
打
せ
し
者
　
　
斬

即
ち
三
從
兄
※










の
如
き
疎
屬
を
毆
打
す
る
も
、
凡
人
（
一
般
人
衆
）
の
場
合
に
比
し
て
六
等
を
加
重
し
、
兄
※

の
場
合
な
ら
ば
、
凡
人
よ
り
十
等
を
重
く
し
、
祖
父
母
・
父
母
を
毆
打
し
た
場
合
に
は
、
實
に
十
六
等
を
重
く

し
て
、
斬
罪
に
處
す
る
の
で
あ
る
（
９
）
。

　
若
し
毆
打
し
て
相
手
を
負
傷
さ
せ
、
そ
の
結
果
手
足
の
指
を
折
る
と
、
他
人
同
志
の
場
合
に
は
、
徒
一
年
の

罪
を
受
け
る
が
、
兄
※
に
對
す
る
場
合
は
、
流
三
千
里
に
處
し
て
、
凡
人
よ
り
七
等
重
く
、
伯
叔
父
母
を
毆
打

負
傷
さ
せ
た
場
合
は
、
絞
罪
に
處
し
て
、
凡
人
よ
り
八
等
を
加
重
す
る
。
祖
父
母
・
父
母
は
單
に
毆
打
す
る
の

み
で
も
斬
罪
で
あ
る
か
ら
、
負
傷
さ
せ
た
場
合
は
、
理
論
上
斬
罪
以
上
に
處
せ
ら
れ
ね
ば
な
ら
ぬ
。
さ
れ
ど
實

際
と
し
て
は
斬
罪
が
極
刑
で
、
そ
れ
以
上
の
刑
罰
が
存
せ
ぬ
か
ら
、
矢
張
り
斬
罪
に
處
す
る
。
か
く
一
族
中
の

卑
幼
が
尊
長
に
對
す
る
罪
は
、
凡
人
の
場
合
よ
り
嚴
重
に
處
分
す
る
が
、
そ
の
反
對
に
、
尊
長
か
ら
卑
幼
に
加

へ
る
罪
は
、
凡
人
の
場
合
よ
り
餘
程
輕
減
す
る
。
例
へ
ば
毆
打
し
て
そ
の
手
足
の
指
を
折
つ
た
場
合
で
も
、
三



從
弟
妹








な
ら
ば
杖
一
百
で
、
凡
人
よ
り
一
等
を
輕
減
し
、
再
從
弟
妹











な
ら
ば
杖
九
十
、
從
弟
妹









な
ら
ば
杖

八
十
と
い
ふ
風
に
遞
減
す
る
。
兄
が
弟
を
毆
打
負
傷
せ
し
め
た
場
合
は
不
論
罪
で
、
弟
が
兄
を
毆
打
負
傷
せ
し

め
た
場
合
に
比
し
て
、
實
に
十
八
等
を
輕
減
す
る
。
伯
叔
父
が
從
子
を
毆
打
負
傷
せ
し
め
た
場
合
や
、
父
祖
が

子
孫
を
毆
打
負
傷
せ
し
め
た
場
合
は
、
勿
論
罪
に
な
ら
ぬ
。

　
試
み
に
『
唐
律
』
に
よ
つ
て
、
他
人
同
志
な
ら
ば
、
徒
一
年
に
當
該
す
べ
き
毆
打
折
傷
　
　
諸
鬪
毆
人
…
…

折
手
足
指
。
若
破
骨
者
徒
一
年
　
　
事
件
が
、
家
族
や
親
屬
の
間
に
起
つ
た
と
假
定
し
、
こ
の
場
合
に
加
害
者
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と
被
害
者
と
の
、
尊
卑
長
幼
の
關
係
如
何
に
よ
つ
て
、
同
一
の
事
件
に
對
す
る
罰
の
相
違
を
圖
示
す
る
と
、
左

の
如
く
で
あ
る
。

　
毆
打
折
傷
の
場
合
に
限
ら
ず
、
支
那
歴
代
の
法
律
は
、
各
方
面
に
渉
つ
て
、
こ
の
主
義
を
發
揮
し
て
居
る
。

重
き
は
斬
衰






の
親
か
ら
、
輕
き
は
※

麻

の
親
に
至
る
ま
で
、
苟
く
も
喪
服
を
着
く
べ
き
關
係
に
在
る
者
は
、
法

律
上
必
ず
特
別
の
規
定
を
設
け
て
、
一
言
一
行
と
雖
ど
も
、
そ
の
尊
卑
長
幼
の
關
係
如
何
に
應
じ
て
、
犯
罪
に

對
す
る
刑
罰
を
、
普
通
一
般
の
他
人
の
場
合
と
同
一
に
取
扱
は
ぬ
。
即
ち
子
孫
卑
幼
よ
り
そ
の
父
祖
尊
長
に
加

へ
た
罪
は
、
凡
人
の
場
合
に
比
し
て
必
ず
幾
等
か
を
重
く
し
、
之
に
反
し
て
父
祖
尊
長
よ
り
、
そ
の
子
孫
卑
幼

に
加
へ
た
非
行
は
、
成
る
べ
く
そ
の
罰
を
輕
く
す
る
。
而
し
て
こ
の
罰
の
加
重
、
若
く
ば
輕
減
は
、
親
疎
の
關

係
に
比
例
し
て
程
度
を
異
に
し
て
、
尊
長
よ
り
卑
幼
に
加
へ
た
る
非
行
は
、
近
親
な
れ
ば
な
る
程
そ
の
罰
を
輕

く
し
、
卑
幼
よ
り
尊
重
に
加
へ
た
る
非
行
は
、
近
親
な
れ
ば
な
る
程
そ
の
罰
を
重
く
し
た
。
近
親
な
れ
ば
な
る

程
卑
幼
の
非
行
を
重
く
處
置
す
る
の
は
、
道
徳
的
見
地
に
本
づ
く
當
然
の
制
裁
で
あ
る
。
從
つ
て
此
の
如
き
家

族
主
義
の
法
律
で
は
、
家
族
の
中
心
と
な
る
、
親
子
の
關
係
に
重
き
を
置
き
、
子
が
親
を
干
犯
す
る
が
如
き
行

爲
に
對
し
て
、
嚴
重
な
る
處
分
を
加
ふ
べ
き
は
、
冒
頭
よ
り
豫
知
す
る
に
難
く
な
い
（10

）
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
七

　
支
那
の
法
律
は
古
代
か
ら
、
不
孝
に
對
し
て
最
重
の
懲
罰
を
加
へ
る
。
『
呂
氏
春
秋
』
（
卷
十
四
、
孝
行
覽
）
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に
「
商
書
曰
。
刑
三
百
。
罪
莫
重
於
不
孝
」
と
あ
る
に
據
る
と
、
殷
時
代
か
ら
不
孝
に
最
重
の
懲
罰
を
科
し
た

も
の
と
認
め
ね
ば
な
ら
ぬ
。
『
孝
經
』
（
五
刑
章
）
に
「
五
刑
之
屬
三
千
。
而
罪
莫
大
於
不
孝
」
と
い
ふ
。

『
書
經
』
の
呂
刑
篇
に
據
る
と
、
周
時
代
の
刑
罰
は
、
「
墨
刑
之
屬
千
。
劓
刑
之
屬
千
。
剕
刑
之
屬
五
百
。
宮

刑
之
屬
三
百
。
大
辟
之
屬
二
百
」
で
、
併
せ
て
五
刑
之
屬
三
千
と
な
る
。
周
時
代
に
も
三
千
の
數
多
き
罪
惡
の

中
で
、
不
孝
を
首
惡
と
し
て
、
之
に
最
重
の
懲
罰
を
科
し
た
證
據
で
あ
る
。
こ
の
精
神
は
支
那
歴
代
の
法
律
に

繼
承
さ
れ
て
居
る
。

　
支
那
の
法
律
は
不
孝
を
最
大
罪
惡
と
認
め
る
か
ら
、
孝
道
の
精
神
に
背
き
、
孝
道
の
形
式
を
忽
に
す
る
如
き

行
爲
は
、
如
何
な
る
場
合
で
も
、
決
し
て
そ
の
儘
に
看
過
せ
ぬ
。
一
見
し
た
の
み
で
は
、
特
に
法
文
に
掲
ぐ
る

に
及
ば
ぬ
か
と
さ
へ
思
は
れ
る
微
細
な
怠
慢
で
も
、
驚
く
べ
き
重
い
罰
を
加
へ
る
。
例
へ
ば
『
唐
律
』
の
十
惡

の
一
に
不
孝
が
あ
る
。
そ
の
不
孝
と
は
、

　
　
謂
告
言
詛
詈
祖
父
母
・
父
母
。
及
祖
父
母
・
父
母
在
。
別
籍
異
財
。
若
供
養
有
闕
。
居
父
母
喪
。
身
自
嫁

娶
。
若
作
樂
。
釋
服
從
吉
。
聞
祖
父
母
・
父
母
喪
。
匿
不
擧
哀
。
詐
稱
祖
父
母
・
父
母
死
（
『
唐
律
』
名
例
律

一
）
。

と
解
釋
し
て
あ
る
。
即
ち
（
一
）
祖
父
母
・
父
母
を
告
訴
す
る
も
の
、
（
二
）
祖
父
母
・
父
母
を
惡
口
す
る
も

の
、
（
三
）
祖
父
母
・
父
母
の
生
存
中
に
、
子
孫
兄
弟
同
志
が
別
家
す
る
も
の
、
（
四
）
祖
父
母
・
父
母
に
對

し
て
十
分
に
供
養
せ
ざ
る
も
の
、
（
五
）
父
母
の
喪
中
に
嫁
娶
す
る
も
の
、
（
六
）
父
母
の
喪
中
に
奏
樂
す
る

も
の
、
（
七
）
父
母
の
喪
中
に
喪
服
を
着
け
ざ
る
も
の
、
（
八
）
祖
父
母
・
父
母
の
喪
を
匿
く
す
も
の
、
（
九
）

30支那の孝道殊に法律上より觀たる支那の孝道



祖
父
母
・
父
母
の
喪
を
詐
り
稱
す
る
も
の
は
、
何
れ
も
不
孝
の
中
に
列
せ
ら
れ
ね
ば
な
ら
ぬ
。
此
等
の
行
爲
は

勿
論
不
都
合
で
あ
る
が
、
中
に
は
今
日
の
私
共
か
ら
觀
る
と
、
特
に
十
惡
に
加
へ
る
に
及
ば
ぬ
か
と
思
は
れ
る

程
輕
微
（
？
）
な
非
行
も
あ
る
。
親
の
喪
に
對
す
る
怠
慢
の
場
合
の
如
き
そ
れ
で
あ
る
。
さ
れ
ど
『
唐
律
』
の

之
に
對
す
る
處
分
は
、
可
な
り
嚴
重
に
、

　
　
喪
制
未
終
。
釋
服
從
吉
。
若
忘
哀
作
樂
（
自
作
遣
人
等
）
徒
三
年
。
雜
戲
徒
一
年
。
即
遇
樂
而
聽
。
及
參

預
吉
席
者
。
各
杖
一
百
（
職
制
中
）
。

と
掲
げ
て
あ
る
。
親
の
喪
は
一
番
重
く
、
所
謂
三
年
の
喪
で
　
　
母
の
喪
は
父
の
喪
に
比
し
て
多
少
輕
重
が
あ

り
、
『
唐
律
』
で
は
父
は
斬
衰
三
年
、
母
は
齊
衰
三
年
と
區
別
し
て
居
る
が
、
喪
期
は
等
し
く
三
年
で
あ
る
　

　
そ
の
三
年
と
い
ふ
期
間
に
は
異
説
が
あ
つ
て
、
東
漢
の
鄭
玄
は
二
十
七
個
月
と
い
ひ
、
曹
魏
の
王
肅
は
二
十

五
個
月
と
い
ふ
。
後
世
で
は
一
般
に
鄭
玄
の
説
が
遵
奉
さ
れ
て
居
る
（
清
の
趙
翼
『
※
餘
叢
考
』
卷
三
、
三
年

喪
の
項
參
看
）
。
二
十
五
個
月
と
し
て
も
二
十
七
個
月
と
し
て
も
、
こ
の
長
い
期
間
を
全
然
世
間
と
隔
離
し
て
、

身
神
一
切
の
禁
欲
を
行
ふ
こ
と
は
、
中
々
容
易
の
業
で
な
い
。
上
に
引
用
し
た
『
唐
律
』
（
職
制
中
）
の
本
文

は
、
種
々
の
條
項
を
網
羅
し
て
あ
る
が
、
説
明
の
便
宜
上
區
別
す
る
と
、
次
の
如
く
で
あ
る
。

　
（
一
）
釋
服
從
吉
と
は
、
そ
の
期
間
に
當
然
着
く
べ
き
喪
服
を
釋
き
て
、
吉
服
を
着
く
る
者
は
、
徒
三
年
に

　
處
せ
ら
る
。

　
（
二
）
忘
哀
作
樂
と
は
、
喪
中
に
音
樂
を
奏
す
る
を
い
ふ
。
親
し
く
樂
器
を
執
り
て
奏
樂
す
る
場
合
も
、
又

　
は
樂
人
を
し
て
奏
樂
せ
し
む
る
場
合
も
、
一
律
に
徒
三
年
に
處
せ
ら
る
。
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（
三
）
雜
戲
と
は
樗
蒲
・
雙
陸
・
圍
碁
・
將
棊
の
類
を
指
す
。
喪
中
雜
戲
を
行
へ
ば
、
徒
一
年
に
處
せ
ら
る
。

　　
（
四
）
遇
樂
而
聽
と
は
、
自
身
の
發
意
に
あ
ら
ず
し
て
、
遇
然
途
中
で
樂
隊
に
出
遇
ひ
し
時
、
又
は
我
が
門

　
前
に
樂
隊
來
り
し
時
、
そ
の
奏
樂
を
聽
く
を
い
ふ
。
杖
一
百
に
處
せ
ら
る
。

　
（
五
）
參
預
吉
席
と
は
、
喪
服
を
着
け
つ
つ
宴
會
に
參
席
す
る
を
い
ふ
。
杖
一
百
に
處
せ
ら
る
。
若
し
吉
服

　
を
着
け
ば
、
釋
服
從
吉
の
條
項
に
照
ら
し
て
、
徒
三
年
に
處
せ
ら
る
べ
き
こ
と
申
す
迄
も
な
い
。

　
就
中
（
一
）
釋
服
從
吉
、
（
二
）
忘
哀
作
樂
の
場
合
は
、
上
掲
の
處
罰
を
受
く
る
上
に
、
既
に
紹
介
し
た
如

く
、
十
惡
中
の
不
孝
に
該
當
す
べ
き
名
教
違
背
の
行
爲
と
し
て
取
扱
は
れ
る
。
從
つ
て
身
分
あ
る
者
に
限
つ
て

與
へ
ら
れ
た
、
議
・
請
・
減
・
贖
等
の
特
典
を
受
け
る
こ
と
が
出
來
ぬ
。
親
の
喪
に
在
つ
て
、
哀
を
忘
れ
る
如

き
不
孝
者
は
、
如
何
な
る
身
分
あ
る
者
で
も
特
典
を
與
ふ
る
に
及
ば
ぬ
と
い
ふ
主
意
に
本
づ
く
の
で
あ
る
。

　
一
體
儒
家
の
禮
制
に
據
る
と
、
親
の
喪
に
遭
へ
ば
、
三
日
間
食
事
を
取
ら
ぬ
。
爾
後
親
を
葬
る
迄
は
、
朝
に

一
溢
米
、
夕
に
一
溢
米
の
粥
を
以
て
食
に
充
て
、
既
に
葬
つ
て
後
は
疏
食
水
飮
し
、
二
十
五
個
月
以
後
は
醴
酒

を
飮
み
乾
肉
を
食
し
、
二
十
七
個
月
の
喪
期
を
終
へ
て
後
ち
、
飮
食
常
に
復
す
る
の
で
あ
る
（
『
禮
記
』
間
傳

・
喪
大
記
參
看
）
。
勿
論
こ
の
期
間
は
喪
服
を
釋
か
ぬ
。
喪
中
は
す
べ
て
樂
器
を
撤
去
し
、
二
十
七
個
月
の
期

間
を
經
た
後
ち
、
始
め
て
樂
を
奏
す
る
（
『
禮
記
』
檀
弓
上
）
。
飮
食
を
菲



く
し
音
樂
を
廢
す
る
の
は
、
死
せ

る
親
を
思
慕
し
て
哀
惜
に
堪
へ
ざ
る
が
故
に
、
飮
食
を
取
る
氣
も
起
ら
ず
、
音
樂
を
聽
く
氣
も
起
ら
ぬ
と
い
ふ
、

人
情
に
起
源
し
た
禮
制
に
外
な
ら
ぬ
と
思
ふ
（11

）
。

　
唐
時
代
の
立
法
者
は
、
畢
竟
古
來
傳
統
の
禮
制
に
則
り
、
禮
刑
一
致
の
精
神
を
律
文
に
發
現
し
た
の
で
あ
る
。

32支那の孝道殊に法律上より觀たる支那の孝道



『
唐
律
』
の
規
定
は
必
ず
し
も
具
文
で
は
な
か
つ
た
。
現
に
唐
の
陸
愼
餘
の
如
き
は
、
父
の
喪
に
居
つ
て
、
服

を
釋
き
酒
を
飮
み
肉
を
食
し
た
罪
で
、
笞
四
十
を
受
け
た
上
に
、
流
刑
に
處
せ
ら
れ
て
居
る
（
『
册
府
元
龜
』

卷
九
百
廿
三
、
不
孝
）
。
さ
れ
ど
律
文
が
そ
の
儘
に
實
行
さ
れ
た
か
否
か
は
、
格
別
の
問
題
で
な
い
。
私
は
そ

れ
よ
り
も
古
代
の
禮
制
の
精
神
を
、
そ
の
儘
法
律
に
繼
承
し
て
、
孝
道
第
一
主
義
を
維
持
せ
ん
と
し
た
、
唐
時

代
の
政
治
家
の
高
尚
な
努
力
を
感
心
す
べ
し
と
思
ふ
。
『
唐
律
』
の
父
母
の
喪
中
に
、
釋
服
從
吉
又
は
忘
哀
作

樂
と
い
ふ
非
行
に
對
す
る
制
裁
は
、
殆
ど
そ
の
儘
に
　
　
た
と
ひ
法
文
に
異
同
が
あ
り
、
制
裁
に
輕
重
が
あ
つ

て
も
　
　
同
一
の
精
神
を
『
明
律
』
（
禮
律
、
儀
制
）
や
『
清
律
』
（
禮
律
、
儀
制
）
に
傳
統
し
て
居
る
。
現

時
で
も
こ
の
規
定
は
社
會
の
、
制
裁
等
の
力
に
よ
つ
て
割
合
に
よ
く
維
持
さ
れ
て
居
る
と
い
ふ
（G

root;The

R
eligiousSystem

ofC
hina.V

ol.II
參
看
）
。

　
親
の
喪
中
に
於
け
る
、
不
謹
愼
な
る
行
爲
の
一
と
し
て
擧
ぐ
べ
き
も
の
に
喪
中
の
婚
姻
が
あ
る
。
『
禮
記
』

の
内
則
（
下
）
に
、

　
　
女
子
…
…
十
有
五
年
而
笄
。
二
十
而
嫁
。
有
故
。
二
十
三
年
嫁
。

と
あ
り
、
鄭
玄
の
註
に
故
謂
父
母
之
喪
と
解
し
て
居
る
。
親
の
喪
期
は
三
年
で
、
そ
の
間
は
婚
姻
を
行
ふ
こ
と

が
出
來
ぬ
。
親
の
喪
中
に
婚
姻
を
行
ふ
な
ど
は
、
常
識
よ
り
見
て
も
不
都
合
千
萬
で
、
故
ら
に
禮
制
を
引
く
に

及
ば
ぬ
が
、
何
分
三
年
の
長
期
に
亙
る
か
ら
、
種
々
の
事
情
に
よ
つ
て
、
婚
姻
を
擧
行
す
る
不
心
得
者
が
出
來

る
。
既
に
春
秋
時
代
か
ら
、
こ
の
禮
制
に
違
背
す
る
者
が
あ
つ
た
。
魯
の
莊
公
や
宣
公
の
如
き
も
、
喪
娶
の
譏

を
受
け
て
居
る
。
後
世
に
な
る
と
、
智
識
階
級
は
し
ば
ら
く
措
き
、
一
般
民
衆
の
間
に
は
、
或
は
喪
を
匿
く
し
、
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或
は
喪
を
停
め
て
、
そ
の
間
に
嫁
娶
を
行
ふ
者
が
愈
〻
尠
く
な
い
（
明
の
謝
肇
淛
『
五
雜
組
』
卷
十
四
、
清
の

徐
乾
學
『
讀
禮
通
考
』
卷
百
十
四
、
喪
制
七
）
。
苟
も
以
孝
治
天
下
と
い
ふ
政
策
を
執
る
支
那
の
政
治
家
は
、

か
か
る
不
都
合
な
る
行
爲
は
嚴
重
に
取
締
ら
ね
ば
な
ら
ぬ
。

　
か
く
て
『
唐
律
』
の
戸
婚
律
に
は
、

　
　
諸
居
父
母
…
…
喪
而
嫁
娶
者
徒
三
年
。
妾
減
三
等
。
各
離
之
。
知
而
共
爲
昏
姻
者
。
各
減
五
等
。

と
い
ふ
條
文
を
掲
げ
て
あ
る
。
即
ち
父
母
の
喪
中
に
あ
つ
て
妻
を
迎
へ
る
者
は
、
徒
三
年
に
處
せ
ら
れ
、
且
つ

上
に
已
に
述
べ
た
る
如
く
、
十
惡
中
の
不
孝
に
當
る
非
行
と
し
て
取
扱
は
れ
る
。
妾
を
娶
る
場
合
は
三
等
を
輕

減
し
て
、
徒
一
年
半
に
處
す
る
。
し
か
の
み
な
ら
ず
か
か
る
場
合
の
嫁
娶
は
、
所
謂
律
に
違
へ
る
嫁
娶
と
し
て
、

官
憲
は
絶
對
に
之
を
承
認
せ
ぬ
。
即
ち
娶
つ
た
妻
妾
は
、
必
ず
離
縁
せ
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
。
父
母
の
喪
中
に
嫁

娶
し
た
當
人
が
、
懲
罰
を
受
け
る
の
み
で
な
く
、
事
情
を
知
り
な
が
ら
、
か
か
る
不
都
合
な
申
込
に
應
じ
た
相

手
方
も
、
相
當
の
懲
罰
を
受
け
ね
ば
な
ら
ぬ
。
事
情
を
知
ら
な
か
つ
た
場
合
に
は
、
相
手
方
の
無
罪
な
る
こ
と

申
す
迄
も
な
い
。
『
明
律
』
（
戸
律
、
婚
姻
）
や
『
清
律
』
（
戸
律
、
婚
姻
）
の
喪
中
嫁
娶
す
る
者
に
對
す
る

處
置
は
、
『
唐
律
』
に
比
す
る
と
や
や
輕
減
し
て
あ
る
が
、
大
體
に
於
て
『
唐
律
』
の
精
神
を
そ
の
儘
に
繼
承

し
て
、
依
然
之
を
十
惡
中
の
不
孝
に
列
し
て
あ
る
。

　
十
惡
中
の
不
孝
に
は
加
へ
ら
れ
ぬ
が
、
父
祖
の
囚
禁
中
に
嫁
娶
す
る
こ
と
も
、
喪
中
の
嫁
娶
と
同
樣
に
、
法

律
の
制
裁
を
受
け
ね
ば
な
ら
ぬ
。
『
唐
律
』
（
戸
婚
）
に
次
の
如
き
明
文
が
あ
る
。

　
　
諸
祖
父
母
、
・
父
母
被
囚
禁
。
而
嫁
娶
者
。
死
罪
徒
一
年
半
。
流
罪
減
一
等
。
徒
罪
杖
一
百
（
祖
父
母
父
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母
命
者
。
勿
論
）
。

即
ち
父
祖
が
死
罪
を
犯
し
て
入
獄
中
に
嫁
娶
す
れ
ば
、
徒
一
年
半
、
父
祖
が
流
罪
の
場
合
は
徒
一
年
、
父
祖
が

徒
刑
で
入
獄
の
場
合
は
、
杖
一
百
の
處
分
を
受
け
ね
ば
な
ら
ぬ
。
囚
禁
中
の
父
祖
か
ら
の
許
可
命
令
に
本
づ
い

て
嫁
娶
す
る
場
合
は
、
勿
論
無
罪
で
あ
る
。
こ
の
父
祖
の
囚
禁
中
に
嫁
娶
す
る
者
に
對
す
る
處
置
は
、
略
『
唐

律
』
と
同
樣
に
、
『
明
律
』
（
戸
律
、
婚
姻
）
に
も
『
清
律
』
（
戸
律
、
婚
姻
）
に
も
繼
承
さ
れ
て
居
る
（12

）
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
八

　
父
母
の
喪
中
に
嫁
娶
す
る
こ
と
を
禁
止
す
る
法
律
と
關
聯
し
て
、
更
に
一
歩
を
進
め
た
る
も
の
は
、
い
は
ゆ

る
服
中
生
子
と
て
、
親
の
喪
中
に
子
を
生
む
こ
と
を
制
裁
せ
る
法
律
で
あ
る
。
『
禮
記
』
の
檀
弓
（
上
）
や
喪

大
記
に
據
る
と
、
父
母
の
喪
中
は
男
女
居
を
異
に
せ
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
。
三
年
の
喪
期
を
終
つ
て
、
そ
の
翌
月

か
ら
夫
婦
始
め
て
室
を
同
く
す
る
こ
と
が
、
古
代
の
禮
制
で
あ
る
。
春
秋
時
代
の
宋
の
樂
子
明
（
溷
）
が
、
服

中
に
子
を
生
ん
だ
爲
め
、
喪
※
而
生
子
と
て
、
そ
の
同
姓
の
者
か
ら
罵
倒
さ
れ
て
居
る
（
『
左
傳
』
定
公
九
年

）
。
兩
漢
・
三
國
時
代
を
通
じ
て
、
服
中
生
子
者
は
、
世
間
か
ら
一
般
に
不
孝
と
し
て
指
彈
さ
れ
た
（
東
漢
末

の
應
劭
『
風
俗
通
』
卷
二
、
彭
城
相
袁
元
服
の
項
參
看
）
。
故
に
劉
宋
の
文
帝
の
如
き
も
、
服
中
子
を
生
み
し

事
實
を
、
三
年
間
祕
し
て
世
間
に
發
表
せ
な
か
つ
た
と
い
ふ
（
明
の
沈
徳
符
『
野
獲
編
』
卷
一
、
孝
慈
録
の
項
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參
看
）
。

　
禮
の
精
神
に
則
つ
て
、
服
中
生
子
の
禁
を
法
律
に
掲
げ
た
の
は
、
普
通
に
『
唐
律
』
が
最
初
と
認
め
ら
れ
て

居
る
（
『
讀
禮
通
考
』
卷
百
十
五
參
看
）
。
さ
れ
ど
唐
以
前
か
ら
、
か
か
る
不
謹
愼
な
行
爲
は
、
世
間
も
指
彈

し
、
官
憲
も
稀
に
は
懲
罰
を
加
へ
て
居
る
か
ら
、
多
分
國
法
で
も
禁
止
し
た
か
と
想
像
さ
れ
る
が
、
直
接
の
證

據
は
未
だ
見
當
ら
ぬ
。

　
さ
て
『
唐
律
』
の
服
中
生
子
の
禁
條
の
本
文
は
、
次
の
如
く
で
あ
る
。

　
　
諸
居
父
母
喪
生
子
。
徒
一
年
（
戸
婚
律
一
）
。

　
若
し
人
民
の
師
表
た
る
べ
き
官
吏
に
し
て
、
服
中
生
子
の
禁
を
犯
す
者
は
、
そ
の
官
を
免
ぜ
ら
れ
ね
ば
な
ら

ぬ
（
『
唐
律
』
名
例
律
三
）
。
こ
の
服
中
生
子
と
は
、
喪
期
中
に
姙
娠
し
た
者
を
い
ふ
。
從
つ
て
喪
期
を
終
へ

た
後
に
出
生
し
て
も
、
そ
の
姙
娠
の
時
期
に
溯
り
、
服
中
に
姙
娠
し
て
居
る
と
、
罪
に
坐
す
べ
き
こ
と
申
す
迄

も
な
い
。
『
唐
律
疏
議
』
（
名
例
律
三
）
に
左
の
如
く
明
記
し
て
あ
る
。

　
　
在
父
母
喪
生
子
者
。
皆
謂
二
十
七
月
内
而
懷
胎
者
。
若
父
母
未
亡
以
前
而
懷
胎
。
雖
於
服
内
而
生
子
者
不

坐
。
縱
除
服
以
後
始
生
。
但
計
胎
月
是
服
内
而
懷
者
。
依
律
得
罪
。

　
服
中
生
子
の
禁
條
は
、
世
界
何
れ
の
國
の
古
代
法
律
に
も
掲
載
さ
れ
て
な
い
無
類
の
禁
條
か
も
知
れ
ぬ
。
さ

れ
ど
死
せ
る
父
母
に
對
す
る
追
慕
の
至
情
を
忘
れ
る
と
か
、
禮
制
の
精
神
に
背
く
と
か
い
ふ
立
場
か
ら
觀
る
と
、

『
唐
律
』
の
こ
の
禁
條
も
強
ち
不
思
議
と
す
る
に
足
ら
ぬ
。
服
中
生
子
の
禁
條
は
、
支
那
で
は
宋
・
元
時
代
を

通
じ
て
實
行
さ
れ
た
。
我
が
國
で
も
王
朝
時
代
に
は
『
唐
律
』
に
な
ら
つ
て
、
こ
の
禁
條
を
實
行
し
た
（
『
律
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疏
殘
篇
』
名
例
律
一
參
看
）
。

　
然
し
實
際
を
見
る
と
、
こ
の
禁
條
あ
る
に
拘
ら
ず
、
無
知
の
下
民
は
服
中
に
子
を
生
む
者
が
尠
く
な
い
。
時

に
は
教
養
あ
る
士
人
で
も
、
こ
の
禁
條
を
犯
す
者
が
絶
無
で
な
い
。
か
か
る
場
合
に
は
生
れ
た
子
は
、
父
母
の

犧
牲
と
な
つ
て
、
暗
か
ら
暗
に
葬
り
去
れ
る
運
命
を
免
れ
ぬ
。
既
に
『
風
俗
通
』
に
「
服
中
子
。
犯
禮
傷
孝
。

莫
肯
收
擧
」
（
卷
二
、
彭
城
相
袁
元
服
の
項
）
と
あ
れ
ば
、
東
漢
時
代
か
ら
か
か
る
弊
風
の
存
在
せ
し
こ
と
が

知
れ
る
、
法
律
上
の
制
裁
の
加
は
つ
た
唐
・
宋
時
代
に
、
こ
の
弊
風
の
一
層
増
長
し
た
こ
と
は
、
設
想
に
難
く

な
い
。
か
く
て
明
時
代
に
な
る
と
、
明
の
太
祖
は
服
中
生
子
の
禁
條
の
、
效
少
く
し
て
弊
多
き
に
鑑
み
、
斷
然

こ
の
條
項
を
律
文
か
ら
削
除
す
る
こ
と
に
し
た
。
明
の
太
祖
の
『
孝
慈
録
』
序
に
、

　
　
古
不
近
人
情
而
太
過
者
有
之
。
禁
令
服
内
勿
生
子
。
朕
覽
書
度
意
。
實
非
萬
古
不
易
之
法
。
若
果
依
前
式
。

人
民
則
生
理
罷
焉
（
『
紀
録
彙
編
』
本
卷
四
）
。

と
見
え
て
居
る
。
か
く
て
『
明
律
』
中
に
は
服
中
生
子
の
禁
條
を
掲
げ
て
な
い
。
『
明
律
』
を
襲
倣
し
た
『
清

律
』
に
も
、
勿
論
こ
の
條
項
は
見
當
ら
ぬ
。

　
明
の
太
祖
は
實
際
政
治
家
と
し
て
、
中
々
卓
越
し
た
識
見
と
手
腕
と
を
も
つ
て
居
つ
た
。
唐
・
宋
傳
統
の
制

度
法
令
に
、
幾
多
の
革
新
を
加
へ
た
。
服
中
生
子
の
禁
條
の
解
除
も
、
そ
の
一
つ
の
例
證
に
擧
ぐ
る
こ
と
が
出

來
る
。
太
祖
の
こ
の
解
禁
の
主
な
る
動
機
は
、
人
口
の
蕃
殖
を
妨
げ
、
一
家
の
嗣
續
を
害
す
る
點
に
存
す
べ
き

が
、
同
時
に
（
一
）
か
か
る
禁
條
は
法
律
に
掲
ぐ
べ
き
も
の
で
な
く
、
寧
ろ
禮
制
に
定
む
べ
き
も
の
、
否
禮
制

に
も
定
む
べ
き
も
の
で
な
く
、
寧
ろ
道
徳
問
題
と
し
て
、
各
自
の
自
制
に
委
ぬ
べ
き
も
の
で
あ
る
と
い
ふ
見
地
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か
ら
、
（
二
）
か
か
る
禁
條
は
却
つ
て
生
子
殺
害
の
罪
惡
を
増
長
せ
し
む
る
結
果
を
招
徠
す
る
と
い
ふ
見
地
か

ら
も
、
こ
の
解
禁
は
歡
迎
す
べ
き
も
の
か
と
思
ふ
。

　
さ
れ
ど
服
中
生
子
の
解
禁
に
對
す
る
、
支
那
の
學
者
の
意
見
や
批
判
は
、
區
々
で
一
致
し
て
居
ら
ぬ
。
明
時

代
の
學
者
は
、
官
憲
に
對
す
る
遠
慮
か
ら
、
概
し
て
解
禁
に
贊
同
す
る
者
が
多
い
。
之
に
反
し
て
清
時
代
の
學

者
は
、
之
に
反
對
す
る
者
が
尠
く
な
い
。
清
の
萬
斯
同
や
徐
乾
學
の
如
き
錚
々
た
る
學
者
は
、
禮
教
維
持
や
風

俗
肅
清
の
立
場
か
ら
、
強
く
こ
の
禁
解
に
反
對
し
て
居
る
（
『
讀
禮
通
考
』
卷
百
十
五
）
。
た
だ
清
末
の
律
學

者
と
し
て
聞
え
た
薛
允
升
の
『
唐
明
律
合
編
』
は
、
兩
律
の
異
同
を
比
較
論
評
す
る
の
を
宗
旨
と
せ
る
に
拘
ら

ず
、
獨
り
こ
の
服
中
生
子
の
禁
の
異
同
に
關
し
て
、
そ
の
書
中
に
一
言
の
意
見
を
述
べ
て
な
い
の
は
、
や
や
無

責
任
の
嫌
を
免
れ
ぬ
と
思
ふ
。

　
服
中
生
子
の
禁
條
解
除
に
對
す
る
是
非
贊
否
の
議
論
は
し
ば
ら
く
措
き
、
兔
に
角
こ
の
解
禁
後
も
、
教
養
あ

る
士
人
は
、
流
石
に
か
か
る
不
謹
愼
な
る
行
爲
を
遠
慮
す
る
こ
と
は
、
明
の
沈
徳
符
の
『
野
獲
編
』
卷
一
に
載

せ
て
あ
る
左
の
記
事
を
見
て
も
推
知
す
る
こ
と
が
出
來
る
。

　
　
世
以
父
母
憂
制
中
擧
子
爲
諱
。
士
大
夫
尤
不
欲
彰
聞
。
慮
渉
不
孝
。
然
太
祖
作
孝
慈
録
序
。
中
已
爲
嗣
續

大
事
。
曲
賜
矜
貸
矣
。
穆
宗
在
裕
邸
生
長
子
。
是
爲
憲
懷
太
子
。
時
去
母
妃
杜
氏
喪
方
朞
。
世
宗
不
悦
。
得
少

詹
事
尹
臺
引
孝
慈
録
序
爲
解
。
上
始
釋
然
。

　
士
人
の
中
に
は
世
間
を
恥
づ
る
餘
り
、
服
中
に
生
れ
た
子
を
養
育
せ
ず
に
、
暗
に
葬
り
去
る
者
も
絶
無
で
な

い
（
『
讀
禮
通
考
』
卷
百
十
五
、
喪
中
産
子
の
項
參
看
）
。
た
と
ひ
養
育
し
て
も
、
人
倫
に
背
け
る
禽
獸
行
の
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結
果
と
し
て
生
れ
た
子
供
に
、
相
當
の
惡
名
、
例
へ
ば
犭
偏
の
文
字
を
名
に
負
は
せ
過
を
識
す
と
い
ふ
。
か
の

義
和
團
事
件
の
大
立
物
と
し
て
聞
え
た
端
郡
王
は
、
そ
の
父
惇
親
王
が
親
の
服
中
に
生
ん
だ
子
で
、
そ
の
名
を

載
漪
と
稱
し
、
漪
の
如
き
犭
偏
の
字
を
選
ん
だ
の
は
、
か
か
る
因
縁
に
本
づ
く
と
傳
へ
ら
れ
て
居
る
。

　
以
上
紹
介
し
た
釋
服
從
吉
と
か
、
服
中
嫁
娶
と
か
、
服
中
生
子
と
か
は
、
何
れ
も
死
せ
る
父
母
に
對
す
る
悲

哀
の
至
情
を
忘
れ
、
愼
終
の
義
務
を
怠
つ
た
行
爲
で
あ
る
が
、
支
那
の
法
律
は
、
か
か
る
行
爲
に
對
し
て
さ
へ
、

可
な
り
嚴
重
な
制
裁
を
加
へ
る
。
さ
れ
ば
、
萬
々
一
に
も
子
た
る
者
が
、
生
け
る
父
母
に
對
し
て
、
積
極
的
な

不
法
行
爲
を
加
へ
た
場
合
に
は
、
支
那
の
法
律
は
か
か
る
行
爲
に
對
し
て
、
嚴
重
な
る
制
裁
を
加
ふ
べ
き
こ
と

は
、
設
想
す
る
に
困
難
で
な
い
。
然
し
支
那
の
法
律
は
、
父
母
に
反
抗
す
る
如
き
不
法
行
爲
に
對
し
て
は
、
わ

れ
わ
れ
の
設
想
以
上
の
重
い
處
罰
を
加
へ
る
。
私
は
次
章
に
か
か
る
不
法
行
爲
の
二
三
に
對
す
る
制
裁
を
紹
介

し
よ
う
と
思
ふ
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
九

　
第
一
が
父
母
に
對
し
て
惡
口
す
る
場
合
で
あ
る
。
他
人
相
互
の
間
の
惡
口
罵
詈
に
關
す
る
禁
條
は
、
歴
代
の

法
律
に
多
く
載
せ
て
な
い
。
支
那
の
法
律
に
、
他
人
に
對
す
る
罵
詈
の
禁
條
を
掲
載
し
た
の
は
、
恐
ら
く
明
時

代
に
は
じ
ま
る
。
『
明
律
』
に
は
、

　
　
凡
罵
人
者
笞
一
十
。
互
相
罵
者
各
笞
一
十
（
刑
律
、
罵
詈
）
。
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と
あ
る
が
、
『
唐
律
』
に
は
か
か
る
禁
條
が
見
當
ら
ぬ
。
さ
れ
ど
親
に
對
す
る
罵
詈
に
就
い
て
は
、
『
唐
律
』

に
詈
祖
父
母
・
父
母
者
絞
（
鬪
訟
律
）
と
明
記
し
て
あ
る
通
り
、
之
を
死
罪
に
處
し
、
且
つ
之
を
十
惡
の
不
孝

に
列
す
る
の
で
あ
る
。
驚
く
べ
き
重
科
で
は
な
い
か
。
『
明
律
』
（
刑
律
、
罵
詈
）
も
『
清
律
』
（
刑
律
、
罵

詈
）
で
も
、
祖
父
母
・
父
母
を
罵
る
者
は
、
『
唐
律
』
同
樣
に
　
　
明
清
時
代
に
は
須
親
告
乃
坐
と
い
ふ
條
件

を
付
し
て
は
あ
る
が
　
　
絞
罪
に
處
す
る
の
で
あ
る
か
ら
、
普
通
の
他
人
に
對
す
る
場
合
に
比
し
て
、
實
に
十

八
等
を
重
く
す
る
譯
で
あ
る
。

　
我
が
國
の
古
代
で
も
、
家
族
制
度
が
發
達
し
、
孝
道
が
尊
重
さ
れ
、
從
つ
て
父
祖
に
對
し
て
惡
口
す
る
如
き

不
法
行
爲
は
、
支
那
程
で
は
な
く
と
も
、
隨
分
嚴
重
に
處
分
さ
れ
た
。
『
養
老
律
』
に
は
罵
祖
父
母
・
父
母
者

徒
三
年
（
『
律
逸
』
卷
五
）
と
明
記
し
て
あ
る
。
徳
川
時
代
の
『
御
定
書
百
個
條
』
に
は
、
親
に
對
す
る
惡
口

の
禁
條
は
掲
げ
て
な
い
が
、
か
か
る
不
孝
者
が
あ
れ
ば
、
名
主
や
組
頭
の
手
で
、
然
る
べ
く
處
理
を
し
た
（

『
五
人
組
帳
』
參
看
）
。
明
治
と
な
つ
て
編
制
さ
れ
た
『
新
律
綱
領
』
（
罵
詈
律
）
に
も
祖
父
母
・
父
母
を
罵

る
者
は
流
三
等
に
處
し
、
即
ち
北
海
道
に
移
住
さ
せ
て
、
そ
こ
で
二
年
間
懲
役
に
服
せ
し
め
て
居
る
。
さ
れ
ど

我
が
國
の
孝
道
も
、
こ
の
最
近
四
五
十
年
間
に
著
し
く
衰
頽
し
た
。
父
母
に
對
す
る
惡
口
の
如
き
は
、
市
井
間

有
り
勝
ち
の
出
來
事
と
し
て
、
格
別
世
間
の
注
意
に
價
せ
ぬ
樣
に
な
つ
た
の
は
、
實
に
痛
嘆
の
至
り
に
堪
へ
ぬ

（13

）
。

　
次
は
子
孫
に
し
て
、
祖
父
母
・
父
母
に
反
抗
し
て
、
之
を
毆
打
し
た
者
の
處
置
で
あ
る
。
こ
の
不
法
行
爲
は

さ
き
に
已
に
紹
介
し
た
如
く
、
『
唐
律
』
で
は
十
惡
中
で
も
特
に
重
い
惡
逆
を
加
へ
、
死
罪
中
で
も
一
等
重
い
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斬
罪
に
處
す
る
（
鬪
訟
律
二
）
。
他
人
を
毆
打
す
る
場
合
の
罰
は
、
笞
四
十
を
普
通
と
す
る
に
對
比
し
て
、
實

に
十
六
等
を
重
く
し
た
譯
で
あ
る
。
祖
父
母
・
父
母
を
毆
打
し
た
子
孫
を
、
斬
罪
に
處
す
る
の
は
、
支
那
の
法

律
の
古
今
を
通
ず
る
大
法
で
、
上
は
『
漢
律
』
（
民
國
の
程
樹
徳
『
漢
律
考
』
卷
四
參
看
）
か
ら
、
下
は
『
明

律
』
『
清
律
』
に
至
る
迄
、
何
等
の
相
違
が
な
い
。

　
さ
れ
ど
父
母
を
毆
打
し
た
者
を
、
斬
罪
に
處
す
る
の
は
、
單
に
法
文
上
の
規
程
で
あ
る
。
專
制
國
の
支
那
で

は
、
事
情
如
何
に
よ
つ
て
は
、
皇
帝
の
思
召
に
よ
り
、
特
に
法
文
に
明
記
せ
る
以
上
の
嚴
重
な
處
分
を
加
へ
る

場
合
が
稀
有
で
な
い
。
同
治
四
年
（
西
暦
一
八
六
五
）
に
、
湖
北
省
の
一
地
方
で
、
さ
る
智
識
階
級
の
士
人
が
、

そ
の
妻
と
戮
力
し
て
、
母
を
笞
で
毆
打
し
た
事
件
が
暴
露
す
る
と
、
同
治
帝
の
勅
命
で
、
こ
の
犯
罪
者
に
非
常

に
嚴
重
な
處
分
を
加
へ
た
。
即
ち
士
人
夫
婦
と
も
生
き
な
が
ら
剥
皮
の
刑
を
受
け
た
（14

）
。

　
同
治
帝
は
そ
の
上
か
か
る
不
孝
者
の
遺
骸
の
一
片
を
も
、
天
壤
の
間
に
留
め
し
め
ぬ
爲
め
、
彼
等
兩
人
の
遺

骸
を
燒
棄
せ
し
め
、
骨
は
態
〻
微
塵
に
粉
碎
し
て
、
空
中
に
飛
散
さ
せ
た
。
更
に
夫
の
近
親
の
尊
長
及
び
妻
の

兩
親
も
、
不
行
屆
の
責
任
が
あ
る
と
い
ふ
の
で
、
絞
罪
以
下
の
重
き
處
分
を
受
け
、
左
右
の
隣
家
は
、
こ
の
事

件
を
告
發
せ
な
か
つ
た
と
い
ふ
理
由
で
、
流
罪
に
處
せ
ら
れ
、
地
方
官
は
教
化
不
十
分
の
責
任
で
、
免
職
さ
れ

た
（G

ray ; C
hina. V

ol. I, pp. 237-238

）
。
隨
分
思
ひ
切
つ
た
處
分
で
は
な
い
か
。
私
は
こ
の
處
分
を
妥
當

と
認
め
て
、
茲
に
紹
介
し
た
の
で
な
い
。
贊
否
は
別
問
題
で
あ
る
。
私
は
唯
茲
に
支
那
の
官
憲
は
、
孝
治
主
義

の
立
場
か
ら
、
不
孝
の
行
爲
に
對
し
て
、
設
想
以
上
の
嚴
重
な
處
分
を
加
へ
る
、
一
例
證
を
擧
示
し
た
の
み
で

あ
る
。
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毆
打
の
處
分
に
就
い
て
、
一
寸
面
白
い
の
は
、
元
時
代
の
規
程
で
あ
る
。
元
時
代
に
も
、
勿
論
父
母
を
毆
打

す
る
者
は
斬
に
處
す
る
が
、
特
別
の
場
合
に
限
つ
て
、
除
外
例
を
認
め
て
居
る
。
『
元
史
』
卷
百
四
の
刑
法
志

三
（
大
惡
の
部
）
に
、

　
諸
醉
後
毆
其
父
母
。
父
母
無
他
子
。
告
乞
免
死
養
老
者
。
杖
一
百
七
。
居
役
百
日
。

と
あ
る
。
即
ち
、

　
（
一
）
父
母
を
毆
打
し
た
の
は
、
酒
の
爲
に
精
神
錯
亂
し
て
居
つ
た
結
果
で
あ
る
と
い
ふ
事
情
。

　
（
二
）
こ
の
不
孝
者
は
父
母
に
と
つ
て
掛
け
代
へ
の
な
い
、
獨
子
で
あ
る
と
い
ふ
事
情
。

　
（
三
）
老
い
た
る
父
母
を
養
ふ
爲
に
、
こ
の
獨
子
の
存
在
を
必
要
と
す
る
事
情
。

此
等
の
事
情
を
具
備
し
、
且
つ
父
母
よ
り
助
命
を
出
願
し
た
場
合
に
限
つ
て
、
特
に
そ
の
不
孝
者
の
死
罪
を
免

じ
、
そ
の
代
り
に
杖
百
七
を
加
へ
、
更
に
百
日
の
苦
役
を
科
す
る
の
で
、
誠
に
情
意
を
兼
ね
た
處
分
法
で
は
あ

る
ま
い
か
。
か
か
る
點
が
支
那
法
律
の
特
色
と
思
ふ
。

　
我
日
本
で
も
祖
父
母
・
父
母
を
毆
打
す
る
不
孝
の
子
孫
は
、
勿
論
死
刑
に
處
し
た
。
王
朝
時
代
の
『
養
老
律
』

で
は
、
か
か
る
行
爲
に
斬
罪
を
科
し
（
『
律
逸
』
卷
五
及
び
『
法
曹
至
要
抄
』
上
參
看
）
、
徳
川
時
代
の
『
御

定
書
百
個
條
』
で
は
、
死
罪
を
科
し
た
。
そ
の
『
御
定
書
百
個
條
』
の
第
七
十
一
條
に
、
左
の
如
く
取
り
極
め

て
あ
る
。

　
一
、
親
殺
　
　
引
廻
の
上
　
磔

　
一
、
同
爲
手
負
候
者
。
並
打
擲
い
た
し
候
者
　
　
磔
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一
、
同
切
か
ゝ
り
、
打
か
ゝ
り
候
も
の
　
　
死
罪

隨
分
重
い
處
置
で
は
な
い
か
。
明
治
初
期
の
『
新
律
綱
領
』
（
鬪
毆
律
）
で
も
祖
父
母
・
父
母
を
毆
打
し
た
者

は
斬
罪
に
處
し
た
。
こ
れ
ら
處
置
を
我
が
國
近
時
の
判
決
と
比
較
す
る
と
、
そ
の
間
に
驚
く
べ
き
相
違
が
目
に

付
く
。
近
時
の
判
決
で
は
、
子
孫
が
父
祖
を
毆
打
し
て
、
父
祖
か
ら
之
を
訴
へ
出
た
場
合
で
も
、
時
に
は
こ
の

不
孝
な
子
孫
を
、
不
問
に
付
す
る
こ
と
さ
へ
あ
る
（15

）
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
十

　
次
に
は
最
も
重
い
親
殺
し
の
犯
罪
で
あ
る
。
支
那
は
孝
道
第
一
の
國
で
あ
る
が
、
そ
の
支
那
に
も
親
殺
し
事

件
（Parricide

）
が
絶
無
で
な
い
。
他
國
に
比
較
し
て
は
事
件
が
少
數
か
と
想
ふ
が
、
古
き
周
時
代
か
ら
、
か

か
る
惡
逆
を
敢
て
し
た
者
が
可
な
り
見
當
る
。
勿
論
か
か
る
惡
逆
に
對
し
て
は
、
古
今
を
通
じ
て
必
ず
普
通
の

死
刑
以
上
に
重
き
處
分
を
加
へ
る
。
春
秋
時
代
に
起
つ
た
親
殺
し
事
件
の
處
分
を
、
『
禮
記
』
に
左
の
如
く
記

し
て
あ
る
。

　
　
邾
婁
定
公
之
時
。
有
弑
其
父
者
。
有
司
以
告
。
公
瞿
然
失
席
曰
。
是
寡
人
之
罪
也
。
曰
寡
人
嘗
學
斷
斯
獄

矣
。
臣
弑
君
。
凡
在
官
者
。
殺
無
赦
。
子
弑
父
。
凡
在
宮
者
。
殺
無
赦
。
殺
其
人
。
壞
其
室
。
洿
其
宮
而
豬
焉
。

蓋
君
踰
月
而
后
擧
爵
（
檀
弓
下
）
。

親
殺
し
を
敢
て
す
る
如
き
惡
逆
者
に
對
し
て
は
、
一
家
の
人
そ
の
尊
卑
長
幼
を
問
は
ず
、
誰
人
で
も
之
に
殺
戮
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を
加
へ
得
る
外
、
更
に
か
か
る
惡
逆
者
の
住
居
屋
敷
は
、
す
べ
て
官
憲
の
手
で
取
り
壞
は
し
、
そ
の
地
を
水
溜

と
し
て
、
後
人
の
再
び
茲
に
住
居
す
る
を
得
ざ
ら
し
む
る
外
、
又
更
に
國
君
ま
で
が
か
か
る
不
祥
事
件
の
發
生

に
つ
き
、
教
化
不
行
屆
の
責
を
負
ひ
て
、
一
個
月
間
行
酒
を
絶
つ
が
如
き
は
、
隨
分
徹
底
し
た
處
置
で
は
な
い

か
。
定
公
が
こ
の
處
置
を
執
る
に
當
つ
て
、
寡
人
嘗
學
斷
斯
獄
矣
と
公
言
す
る
所
を
觀
る
と
、
こ
れ
が
一
時
臨

機
の
處
置
で
な
く
、
古
來
傳
統
の
處
置
に
本
づ
い
た
も
の
と
認
め
ね
ば
な
ら
ぬ
。

　
漢
時
代
に
親
殺
し
は
、
大
逆
罪
と
し
て
腰
斬
に
處
し
た
。
腰
斬
と
は
罪
人
を
裸
體
に
し
、
※
上
に
伏
せ
し
め
、

※
鉞
を
以
て
腰
斬
す
る
の
で
あ
る
（
『
漢
律
考
』
卷
二
・
卷
三
參
看
）
。
魏
晉
の
際
に
、
母
殺
し
事
件
が
起
つ

た
時
、
當
時
の
名
士
阮
籍
が
、
「
母
を
殺
す
位
な
ら
、
せ
め
て
父
を
殺
す
が
方
が
よ
い
」
と
放
言
し
て
、
物
議

を
釀
し
た
こ
と
を
、
『
晉
書
』
に
次
の
如
く
傳
へ
て
居
る
。

　
　
有
子
殺
母
者
。
籍
曰
嘻
殺
父
乃
可
。
至
殺
母
乎
。
坐
者
怪
其
失
言
。
帝
（
西
晉
武
帝
）
曰
。
殺
父
天
下
之

極
惡
。
而
以
爲
可
乎
。
籍
曰
禽
獸
知
母
而
不
知
父
。
殺
父
禽
獸
之
類
也
。
殺
母
禽
獸
之
不
若
。
衆
乃
悦
服
（
卷

四
十
九
、
阮
籍
傳
）
。

阮
籍
は
清
談
の
徒
で
、
故
ら
に
奇
言
を
弄
し
た
の
で
あ
る
が
、
そ
の
奇
言
の
裡
に
も
、
當
時
親
殺
し
を
人
間
界

に
在
り
得
べ
か
ら
ざ
る
大
逆
極
惡
と
し
て
、
排
斥
し
た
世
相
を
看
取
す
る
こ
と
が
出
來
る
。
北
魏
の
世
宗
（
宣

武
帝
）
時
代
に
、
母
親
を
殺
害
し
た
罪
人
が
あ
つ
た
。
廟
議
で
そ
の
罪
人
を
車

裂







（
轘
）
に
處
し
、
そ
の
邸

宅
を
取
り
壞
は
し
、
そ
の
二
子
は
宥
免
し
た
。
所
が
禮
學
者
で
當
時
尚
書
左
丞
で
あ
つ
た
邢
虬
は
、
こ
の
廟
議

に
抗
議
を
唱
へ
た
。
か
か
る
大
逆
人
の
二
子
を
宥
め
て
、
そ
の
血
統
を
中
國
に
存
せ
し
む
べ
き
で
な
い
。
二
子
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を
處
分
し
て
終
ふ
か
、
否
ら
ず
ば
彼
等
を
邊
荒
に
放
逐
せ
よ
と
い
ふ
の
が
彼
の
主
張
で
あ
つ
た
。
こ
の
抗
議
が

世
宗
に
採
用
さ
れ
た
こ
と
が
、
『
魏
書
』
（
卷
六
十
五
、
邢
巒
傳
）
に
見
え
て
居
る
。
支
那
歴
代
を
通
じ
て
、

父
母
殺
害
者
に
最
重
の
刑
を
加
へ
た
こ
と
は
、
上
に
紹
介
し
た
例
證
に
よ
つ
て
疑
惑
を
容
れ
ぬ
。

　
所
が
『
唐
律
』
の
本
文
に
は
、
親
殺
し
の
條
項
が
見
當
ら
ぬ
。
そ
の
名
例
律
の
十
惡
の
惡
逆
の
注
に
、
謀
殺

祖
父
母
・
父
母
と
い
ふ
一
句
は
あ
る
が
、
か
か
る
行
爲
に
科
す
る
實
刑
を
掲
ぐ
べ
き
賊
盜
律
（
一
）
に
は
、

諸
謀
殺
期
親
尊
長
・
外
祖
父
母
・
夫
・
夫
之
祖
父
母
・
父
母
者
皆
斬
。

と
あ
る
の
み
で
、
子
孫
が
祖
父
母
・
父
母
を
殺
害
せ
ん
と
し
た
場
合
の
處
分
が
掲
げ
て
な
い
。
然
る
に
『
唐
律
』

を
母
法
と
せ
る
我
が
『
養
老
律
』
の
賊
盜
律
（
『
律
疏
殘
篇
』
【
賊
盜
律
第
七
】
所
載
）
に
は
、

　
　
凡
謀
殺
祖
父
母
・
父
母
・
外
祖
父
母
・
夫
・
夫
之
祖
父
母
・
父
母
者
皆
斬
。

と
明
記
し
て
あ
る
。
『
唐
律
』
に
謀
殺
祖
父
母
・
父
母
の
文
句
を
缺
く
こ
と
も
、
我
が
『
養
老
律
』
が
こ
の
點

で
『
唐
律
』
と
相
違
せ
る
こ
と
も
、
す
べ
て
私
は
今
囘
始
め
て
心
附
い
た
の
で
あ
る
（16

）
。
私
は
當
初
『
唐

律
』
賊
盜
律
の
脱
落
か
と
疑
つ
た
が
、
『
通
典
』
（
卷
百
六
十
五
、
刑
典
三
）
や
『
宋
刑
統
』
（
卷
十
七
）
に

載
せ
て
あ
る
唐
の
律
文
に
も
、
『
唐
律
』
と
同
樣
に
謀
殺
祖
父
母
・
父
母
の
文
句
が
見
え
ぬ
所
か
ら
推
す
と
、

『
唐
律
』
の
本
文
に
、
最
初
か
ら
親
殺
し
の
條
項
を
缺
い
た
も
の
と
斷
定
せ
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
。

　
然
ら
ば
何
が
故
に
『
唐
律
』
に
親
殺
し
の
條
項
を
缺
い
た
か
。
私
の
推
測
で
は
、
左
の
二
理
由
に
本
づ
く
か

と
思
ふ
。

（
第
一
）
親
殺
し
の
條
項
は
風
教
上
、
法
文
に
明
記
し
た
く
な
い
と
い
ふ
遠
慮
。
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（
第
二
）
『
唐
律
』
で
は
斬
が
極
刑
で
あ
る
。
斬
以
上
の
刑
罰
は
な
い
。
然
る
に
期
親
の
尊
長
、
即
ち
伯
叔
父

や
兄
※
を
殺
害
せ
ん
と
す
る
計
畫
の
者
を
、
已
に
斬
に
處
す
る
の
で
あ
る
か
ら
、
又
單
に
毆
祖
父
母
・
父
母
者

を
も
已
に
斬
に
處
す
る
の
で
あ
る
か
ら
、
そ
れ
以
上
謀
殺
祖
父
母
・
父
母
者
に
適
用
す
べ
き
刑
罰
が
、
律
に
な

い
と
い
ふ
實
際
上
の
困
難
。

　
私
は
か
く
推
測
し
つ
つ
も
、
確
信
を
缺
い
て
居
つ
た
が
、
や
が
て
清
末
の
律
學
者
と
聞
え
た
薛
允
升
の
著
書

を
檢
閲
す
る
と
、
薛
氏
は
こ
の
點
に
つ
い
て
、
全
然
私
と
所
見
を
同
く
し
て
、
左
の
如
く
述
べ
て
居
る
。

　
　
唐
律
祇
言
。
毆
父
母
者
斬
。
其
不
言
殺
死
者
。
不
忍
言
也
。
爾
時
並
無
凌
遲
之
法
。
故
律
無
文
（
『
讀
例

存
疑
』
卷
卅
七
）
。
唐
律
…
…
無
謀
殺
祖
父
母
・
父
母
罪
名
。
蓋
罪
至
於
皆
斬
。
法
已
盡
矣
。
且
逆
倫
大
變
。

律
不
忍
言
也
（
『
唐
明
律
合
編
』
卷
十
八
）
。

『
唐
律
』
に
は
親
殺
し
に
關
す
る
條
文
を
缺
く
が
、
若
し
か
か
る
不
祥
事
件
が
發
生
し
た
場
合
に
、
當
時
の
政

治
家
の
行
う
た
處
分
を
知
る
べ
く
、
私
は
種
々
調
査
を
試
み
た
け
れ
ど
も
、
遺
憾
な
が
ら
未
だ
適
當
な
る
史
料

を
發
見
す
る
こ
と
が
出
來
ぬ
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
十
一

　
五
代
・
北
宋
時
代
か
ら
、
死
刑
の
絞
・
斬
の
上
に
、
凌
遲
處
死
と
い
ふ
極
刑
が
出
來
た
。
普
通
に
凌
遲
の
刑

は
、
元
時
代
に
は
じ
ま
つ
た
か
の
如
く
傳
へ
ら
れ
て
居
る
が
、
既
に
『
宋
史
』
（
卷
百
九
十
九
、
刑
法
志
一
）
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に
見
え
、
更
に
清
の
錢
大
昕
が
、
南
宋
の
陸
游
の
『
渭
南
文
集
』
を
根
據
と
せ
る
證
明
に
よ
る
と
、
五
代
か
ら

行
は
れ
た
こ
と
疑
を
容
れ
ぬ
（
『
養
新
録
』
卷
七
、
凌
遲
の
項
參
看
）
。
凌
遲
と
は
、
『
宋
史
』
（
卷
百
九
十

九
）
に
「
凌
遲
者
。
先
斷
其
支
體
。
乃
抉
其
吭
。
當
時
之
極
法
也
」
と
い
ひ
、
陸
游
は
「
肌
肉
已
盡
。
而
氣
息

未
絶
。
肝
心
聯
絡
。
而
視
聽
猶
存
」
（
『
渭
南
文
集
』
卷
五
、
條
對
状
【
五
】
）
と
い
へ
る
如
く
、
時
を
か
け

苦
し
め
て
死
に
處
す
る
を
い
ふ
。
清
時
代
の
凌
遲
に
は
、
二
十
四
切
、
三
十
六
切
、
七
十
二
切
、
百
二
十
切
等

の
區
別
が
あ
つ
た
と
い
ふ
（G

ray ; C
hina. V

ol. I, pp. 59-60 

參
看
）
。

　
兔
に
角
こ
の
極
刑
が
出
來
て
か
ら
以
後
、
殊
に
元
以
後
に
、
親
殺
し
は
凌
遲
死
に
處
せ
ら
る
る
が
普
通
と
な

つ
た
。
『
元
史
』
（
卷
百
四
）
の
刑
法
志
に
、
親
殺
し
の
處
分
に
關
す
る
條
文
を
次
の
如
く
記
載
し
て
あ
る
。

　
　
諸
子
孫
弑
其
祖
父
母
・
父
母
者
。
凌
遲
處
死
。

　
　
諸
子
弑
其
父
母
。
雖
痩
死
獄
中
。
仍
支
解
其
屍
以
徇
。

即
ち
親
殺
し
の
犯
罪
者
は
、
凌
遲
死
に
處
し
、
萬
一
犯
罪
者
が
取
調
中
に
獄
死
す
る
と
、
そ
の
死
體
を
支
解
し

て
世
の
懲
戒
に
供
し
た
。
『
明
律
』
（
刑
律
、
人
命
）
も
『
清
律
』
（
刑
律
、
人
命
）
も
、
す
べ
て
父
母
を
殺

害
し
た
犯
罪
者
を
、
凌
遲
死
に
處
す
る
點
に
於
て
、
何
等
の
相
違
が
な
い
。
そ
の
『
明
律
』
の
親
殺
し
の
處
分

に
關
す
る
條
文
に
は
、

　
　
凡
謀
殺
祖
父
母
・
父
母
…
…
已
行
者
皆
斬
。
已
殺
者
皆
凌
遲
處
死
。

と
見
え
て
居
り
、
更
に
そ
の
纂
註
に
は
、

　
　
此
綱
常
之
變
。
罪
莫
大
焉
。
故
已
行
者
。
不
問
傷
人
未
傷
人
。
不
問
首
從
。
皆
斬
。
已
殺
訖
者
。
皆
凌
遲
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處
死
。

と
解
釋
を
與
へ
て
居
る
。
『
明
律
』
に
已
行
と
已
殺
と
を
區
別
し
た
の
は
、
實
務
的
に
便
宜
で
あ
ら
う
が
、
儒

教
の
傳
統
的
精
神
か
ら
觀
る
と
、
必
ず
し
も
感
服
出
來
ぬ
。
尠
く
と
も
こ
の
點
に
就
い
て
、
『
唐
律
』
は
餘
程

道
徳
的
で
、
『
明
律
』
の
法
律
的
な
る
に
對
比
す
る
と
、
そ
の
間
に
可
な
り
逕
庭
が
存
す
る
と
思
ふ
（17

）
。

　
上
に
述
べ
た
る
如
く
、
『
清
律
』
は
『
明
律
』
同
樣
に
、
親
殺
し
を
凌
遲
死
に
處
す
る
が
、
こ
は
法
文
上
の

規
定
で
、
實
際
は
そ
れ
以
上
と
想
ふ
。
そ
は
さ
き
に
紹
介
し
た
同
治
四
年
に
、
母
を
毆
打
し
た
者
の
處
分
を
一

考
す
れ
ば
、
容
易
に
設
想
出
來
る
。
清
時
代
に
親
殺
し
事
件
が
發
生
す
る
と
、
そ
の
犯
罪
者
に
凌
遲
處
死
の
處

分
を
加
ふ
る
外
、
そ
の
家
屋
も
そ
の
家
廟
も
破
壞
し
て
、
一
家
を
斷
絶
せ
し
め
る
。
又
か
か
る
不
孝
者
を
教
育

し
た
、
そ
の
地
方
の
學
校
の
教
師
は
嚴
重
な
る
處
分
を
受
け
、
時
に
死
罪
に
處
せ
ら
れ
、
地
方
長
官
も
感
化
不

行
屆
の
責
を
負
は
ね
ば
な
ら
ぬ
（G

ray
;C

hina.V
ol.I,pp.238-239.Sm

ith
;C

hinese
C

haracteristics.p.22

9

）
。
極
惡
大
逆
者
の
邸
宅
を
破
壞
す
る
こ
と
は
、
已
に
周
時
代
か
ら
實
行
さ
れ
て
居
り
（
『
禮
記
』
檀
弓
下

參
看
）
、
又
犯
罪
者
の
教
化
不
行
屆
に
つ
い
て
、
地
方
の
長
官
や
教
官
が
責
任
を
負
ふ
こ
と
は
、
漢
時
代
か
ら

實
行
さ
れ
て
居
る
（
『
漢
律
考
』
卷
四
參
看
）
か
ら
、
格
別
異
と
す
る
に
足
ら
ぬ
。

　
我
が
國
で
も
支
那
同
樣
に
、
親
殺
し
は
大
逆
と
し
て
極
刑
に
處
し
た
。
『
養
老
律
』
に
は
そ
の
未
遂
た
る
と

已
遂
た
る
に
論
な
く
、
す
べ
て
斬
罪
に
處
し
、
『
御
定
書
百
個
條
』
に
は
、
親
殺
し
を
引
廻
之
上
磔
に
處
し
た
。

若
し
親
殺
し
犯
罪
者
が
逃
亡
す
る
と
、
天
下
に
そ
の
人
相
書
を
配
つ
て
、
搜
索
し
、
之
を
庇
保
し
た
者
ま
で
を

獄
門
に
懸
け
た
（
『
御
定
書
百
個
條
』
八
十
一
）
。
亂
心
者
で
も
親
殺
し
の
場
合
は
必
ず
死
罪
に
處
し
た
（
同
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上
、
七
十
八
）
。
同
僚
三
浦
博
士
か
ら
借
覽
し
た
『
御
仕
置
裁
許
帳
』
（
卷
一
）
に
據
る
と
、
元
禄
三
年
（
西

暦
一
六
九
〇
）
に
父
茂
右
衞
門
を
切
り
殺
し
た
丸
山
政
右
衞
門
や
、
元
禄
六
年
に
親
を
切
り
付
け
た
善
兵
衞
女

房
は
、
何
れ
も
亂
心
者
で
あ
つ
た
け
れ
ど
、
磔
に
處
せ
ら
れ
て
居
る
。
元
禄
二
年
に
人
違
ひ
の
爲
め
、
父
を
殺

害
し
た
竹
林
左
五
兵
衞
や
、
同
じ
く
人
違
ひ
の
爲
め
、
父
を
殺
害
し
た
權
平
な
る
者
は
、
何
れ
も
情
状
重
し
と

は
い
へ
、
一
種
の
過
失
殺
で
あ
る
が
、
磔
に
處
せ
ら
れ
て
居
る
（
『
御
仕
置
裁
許
帳
』
卷
一
）
。
か
く
て
徳
川

幕
府
は
、
一
面
で
は
不
孝
の
罰
を
重
く
す
る
と
共
に
、
一
面
で
は
孝
行
奬
勵
に
努
力
を
惜
ま
な
か
つ
た
。
私
は

徳
川
三
百
年
間
に
發
生
し
た
、
親
殺
し
事
件
の
多
少
は
確
知
せ
ぬ
が
、
唯
近
年
我
が
國
で
父
母
殺
害
と
い
ふ
不

祥
事
件
が
、
歳
毎
に
多
き
を
加
へ
來
り
、
然
も
そ
の
犯
人
の
中
に
、
相
當
の
教
育
を
受
け
た
者
が
尠
く
な
い
事

實
を
見
る
と
、
誠
に
浩
嘆
に
堪
へ
ぬ
（18

）
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
十
二

　
支
那
の
法
律
は
上
來
記
述
せ
る
如
く
、
孝
道
維
持
の
見
地
か
ら
、
不
孝
の
行
爲
に
對
し
て
、
隨
分
嚴
酷
な
處

分
を
加
へ
る
が
、
同
時
に
た
と
ひ
犯
罪
者
で
も
、
そ
の
人
の
孝
道
を
全
く
す
る
爲
に
必
要
と
あ
ら
ば
、
一
時
法

律
の
執
行
を
猶
豫
し
て
ま
で
、
十
分
な
便
宜
を
與
へ
る
。
嚴
酷
な
處
分
の
一
面
に
、
人
情
あ
る
融
通
を
行
ふ
。

例
へ
ば
『
唐
律
』
の
名
例
律
に
、

　
　
諸
犯
死
罪
。
非
十
惡
。
而
祖
父
母
・
父
母
。
老
疾
應
侍
。
家
無
期
親
成
丁
者
上
請
。
犯
流
罪
者
。
權





留
養
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親
。

と
あ
る
。
即
ち
死
罪
を
犯
し
た
重
犯
人
で
も
、
そ
の
祖
父
母
・
父
母
が
年
八
十
以
上
【
時
代
に
よ
つ
て
は
年
七

十
以
上
】
の
高
齡
な
る
か
、
然
ら
ず
と
も
篤
疾
あ
つ
て
自
活
し
難
き
に
、
之
を
侍
養
す
べ
き
至
親
の
者
見
當
ら

ざ
る
時
は
、
特
に
事
情
を
具
し
て
上
請
し
、
勅
許
に
よ
り
該
犯
罪
者
を
留
め
て
、
父
祖
に
侍
養
す
る
こ
と
を
許

す
。
流
罪
の
犯
人
な
ら
ば
上
請
を
要
せ
ず
、
當
該
官
憲
の
權
限
に
て
、
そ
の
父
祖
に
侍
養
す
る
こ
と
を
許
す
。

か
く
て
老
い
た
る
、
又
は
病
め
る
祖
父
母
・
父
母
の
生
涯
を
見
送
り
、
一
週
忌
を
終
へ
て
か
ら
、
始
め
て
犯
罪

者
に
所
定
の
實
刑
を
科
す
の
で
あ
る
。

　
死
罪
や
流
罪
よ
り
輕
き
徒
罪
を
犯
し
た
者
の
父
祖
が
、
老
疾
に
し
て
侍
養
を
缺
く
時
は
、
杖
を
以
て
徒
に
代

へ
て
、
老
親
の
侍
養
に
便
宜
を
與
へ
る
。
ま
た
我
が
『
養
老
律
』
の
獄
令
に
よ
つ
て
推
知
さ
る
る
如
く
、
徒
・

流
の
犯
人
で
服
役
中
の
者
で
も
、
死
刑
の
犯
人
で
在
獄
中
の
者
で
も
、
そ
の
父
母
の
訃
音
に
接
す
る
と
、
相
當

期
間
の
休
暇
を
與
へ
て
、
哀
を
擧
げ
孝
を
盡
さ
し
め
る
。
こ
の
方
針
は
宋
・
元
・
明
・
清
時
代
を
通
じ
て
變
る

所
な
く
、
却
つ
て
後
世
に
至
る
程
、
寧
ろ
寛
大
と
な
つ
て
居
る
（
『
大
清
會
典
事
例
』
卷
七
百
卅
二
・
七
百
卅

三
參
看
）
。
殊
に
『
元
史
』
の
刑
法
志
に
は
、

　
　
諸
官
吏
私
罪
被
逮
。
無
問
已
招
未
招
。
罹
父
母
大
故
者
。
聽
其
奔
赴
丁
憂
。
終
制
日
追
問
。
公
罪
竝
矜
恕

之
（
卷
百
二
、
職
制
上
）
。

と
見
え
て
、
官
吏
に
は
限
る
が
、
餘
程
寛
大
の
處
置
を
と
つ
た
。
官
吏
は
人
民
の
師
表
と
し
て
、
特
に
孝
道
を

忽
に
せ
し
め
ざ
る
爲
め
か
と
思
ふ
。
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支
那
の
法
律
の
中
で
、
尤
も
家
族
主
義
を
發
揮
し
て
居
る
と
認
め
ら
る
る
點
は
、
親
屬
間
の
罪
惡
を
相
互
に

隱
蔽
す
る
こ
と
を
是
認
し
た
條
文
で
あ
る
。
『
唐
律
』
の
名
例
律
（
六
）
に
、

　
　
諸
同
居
若
大
功
以
上
親
。
及
外
祖
父
母
・
外
孫
・
若
孫
之
婦
。
夫
之
兄
弟
及
兄
弟
妻
有
罪
。
相
爲
隱
。
…

…
皆
勿
論
。
即
漏
露
其
事
。
及
擿
語
消
息
。
亦
不
坐
。
…
…
若
犯
謀
叛
以
上
者
。
不
用
此
律
。

と
い
ふ
。
即
ち
謀
反
・
謀
大
逆
・
謀
叛
の
如
き
、
國
家
及
び
皇
室
に
關
係
あ
る
特
別
犯
罪
を
除
き
、
そ
の
他
の

犯
罪
の
場
合
で
は
、
父
母
と
子
、
祖
父
母
と
孫
、
夫
と
婦
、
兄
と
弟
、
伯
叔
父
母
と
從
子
、
從
兄
弟
同
志
等
を

始
め
、
隨
分
廣
い
範
圍
の
家
族
や
親
屬
の
間
に
於
て
、
相
互
に
犯
罪
者
を
隱
蔽
し
て
差
支
な
い
。
單
に
隱
蔽
す

る
以
上
、
更
に
進
ん
で
官
憲
の
追
補
や
手
配
や
、
そ
の
他
の
事
情
等
を
通
信
し
て
、
犯
罪
者
に
便
宜
を
與
へ
て

も
罪
に
な
ら
ぬ
。
元
來
『
唐
律
』
の
捕
亡
律
に
據
る
と
、

　
　
諸
捕
罪
人
。
有
漏
露
其
事
。
令
得
逃
亡
者
。
減
罪
人
罪
一
等
。

　
　
諸
知
情
藏
匿
罪
人
。
若
過
致
資
給
。
令
得
隱
避
者
。
各
減
罪
人
罪
一
等
。

と
あ
つ
て
、
他
人
同
志
の
間
で
、
官
憲
の
追
捕
を
犯
罪
者
に
内
報
し
て
、
逃
亡
に
便
宜
を
與
へ
、
若
く
は
情
實

を
知
つ
て
、
犯
罪
者
を
藏
匿
し
、
又
は
金
錢
を
給
與
し
て
、
隱
避
に
助
力
す
る
者
は
、
本
犯
罪
者
よ
り
一
等
を

減
じ
て
罪
に
處
す
る
の
が
原
則
で
、
か
く
重
罪
を
科
し
て
、
犯
罪
者
の
隱
匿
を
防
範
す
る
の
で
あ
る
。
然
る
に

家
族
や
親
屬
の
間
に
限
つ
て
、
容
隱
を
認
め
る
の
は
、
畢
竟
家
族
制
度
を
維
持
し
て
、
親
々
主
義
を
保
護
す
る

目
的
に
外
な
ら
ぬ
。

　
さ
き
に
述
べ
置
い
た
如
く
、
儒
教
は
孝
弟
を
中
心
と
し
た
親
々
主
義
を
、
そ
の
教
義
の
基
礎
と
し
て
居
る
。
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從
つ
て
父
子
兄
弟
間
の
容
隱
は
、
人
情
上
當
然
の
こ
と
と
認
め
る
。
『
論
語
』
（
子
路
）
を
見
る
と
、
直
躬
と

い
ふ
者
が
、
そ
の
父
が
他
人
の
羊
を
攘



ん
だ
内
事
を
、
官
憲
に
訴
へ
出
た
こ
と
を
、
孔
子
は
人
情
に
背
け
る
行

爲
と
非
難
し
て
、
「
父
爲
子
隱
。
子
爲
父
隱
。
直
在
其
中
矣
」
と
申
さ
れ
て
居
る
。
同
一
の
事
件
が
『
韓
非
子
』

（
五
蠹
篇
）
に
も
見
え
る
が
、
こ
こ
で
は
韓
非
は
こ
の
直
躬
の
行
爲
を
、
公
直
無
私
と
推
奬
し
て
居
る
。
こ
の

孔
子
と
韓
非
と
の
見
解
の
相
違
は
、
儒
家
と
法
家
と
各
自
の
立
場
の
相
違
よ
り
來
る
當
然
の
歸
結
と
斷
ぜ
ね
ば

な
ら
ぬ
。
儒
家
は
親
々
主
義
を
執
り
、
人
情
を
出
發
點
と
す
る
に
對
し
て
、
法
家
は
非
親
々
主
義
を
執
り
、
法

の
前
に
は
一
切
の
人
情
を
斥
け
る
か
ら
で
あ
る
。

　
兔
に
角
親
々
主
義
を
執
る
儒
教
で
は
、
爲
親
者
諱
こ
と
、
爲
親
者
隱
こ
と
を
、
當
然
の
行
爲
と
し
て
承
認
し

て
居
る
。
か
く
て
『
春
秋
』
は
爲
親
者
諱
を
以
て
、
そ
の
書
法
の
三
大
綱
領
の
一
つ
に
列
す
る
と
い
ふ
（
『
公

羊
傳
』
閔
公
元
年
の
條
參
看
）
。
西
漢
の
宣
帝
は
そ
の
地
節
四
年
（
西
暦
前
六
六
）
に
、

　
　
父
子
之
親
。
夫
婦
之
道
。
天
性
也
。
雖
有
患
禍
。
猶
蒙
死
而
存
之
。
誠
愛
結
於
心
。
仁
厚
之
至
也
。
豈
能

違
之
哉
。
自
今
子
首
匿
父
母
。
妻
匿
夫
。
孫
匿
大
父
母
（
祖
父
母
）
。
皆
勿
坐
。
其
父
母
匿
子
。
夫
匿
妻
。
大

父
母
匿
孫
。
罪
誅
死
。
皆
上
請
廷
尉
以
聞
（
『
漢
書
』
宣
帝
本
紀
）
。

と
い
ふ
詔
を
發
し
て
居
る
。
至
親
容
隱
の
法
は
、
大
體
に
於
て
兩
漢
・
六
朝
時
代
を
通
じ
て
實
行
さ
れ
た
ら
し

い
。
『
唐
律
』
は
畢
竟
儒
教
傳
統
の
精
神
を
繼
承
し
た
も
の
に
過
ぎ
ぬ
。
『
唐
律
』
に
至
親
容
隱
の
條
文
を
掲

載
し
て
以
來
、
爾
後
歴
代
の
法
律
は
皆
こ
れ
を
襲
倣
し
た
。
『
明
律
』
（
名
例
律
）
、
『
清
律
』
（
名
例
律
）

等
、
何
れ
も
親
屬
相
爲
容
隱
の
條
文
を
存
し
て
、
支
那
法
律
の
特
色
を
發
揮
し
て
居
る
。
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支
那
の
法
律
は
至
親
の
容
隱
を
是
認
し
て
居
る
か
ら
、
父
祖
の
裁
判
に
子
孫
を
證
人
に
立
て
ぬ
。
東
晉
の
元

帝
の
時
、
衞
展
の
上
書
に
、

　
　
今
…
…
有
考
子
正
父
死
刑
。
或
鞭
父
母
。
問
子
所
在
。
…
…
相
隱
之
道
離
。
則
君
臣
之
義
廢
。
君
臣
之
義

廢
。
則
犯
上
之
奸
生
矣
（
『
晉
書
』
卷
三
十
、
刑
法
志
）
。

と
見
え
、
又
晉
宋
鼎
革
の
頃
に
、
蔡
廓
の
建
議
に
、

　
　
鞫
獄
不
宣
令
子
孫
不
辭
。
明
言
父
祖
之
罪
。
虧
教
傷
情
。
莫
此
爲
大
。
自
今
家
人
與
囚
相
見
。
無
乞
鞫
之

訴
。
使
民
以
明
伏
罪
。
不
須
責
家
人
下
辭
（
『
宋
書
』
卷
五
十
七
、
蔡
廓
傳
）
。

と
見
え
、
何
れ
も
採
用
實
行
さ
れ
た
。
更
に
元
の
成
宗
の
大
徳
十
年
（
西
暦
一
三
〇
六
）
に
、
刑
部
と
禮
部
と

の
協
議
で
、
犯
罪
者
の
至
親
は
證
人
と
し
て
、
法
廷
に
立
た
し
む
る
べ
か
ら
ざ
る
者
と
し
て
、

　
　
人
倫
之
大
、
莫
大
於
君
臣
・
父
子
・
夫
婦
・
兄
弟
之
敍
。
至
如
刑
法
之
設
。
正
爲
裨
補
教
化
。
當
以
人
倫

爲
本
。
近
年
有
罪
者
。
子
證
其
父
。
弟
證
其
兄
。
婦
證
其
夫
。
奴
證
其
主
。
…
…
其
弊
至
於
使
人
不
復
知
有
綱

常
之
理
（
『
元
典
章
』
卷
五
十
三
）
。

と
宣
言
し
て
居
る
。

　
萬
一
犯
罪
取
調
べ
に
際
し
て
、
子
が
親
の
罪
を
立
證
す
る
と
、
所
謂
大
義
名
分
を
干
犯
す
る
も
の
と
し
て
、

重
き
處
分
を
受
け
ね
ば
な
ら
ぬ
。
梁
の
武
帝
時
代
に
、
母
が
死
刑
に
相
當
す
べ
き
誘
拐
罪
を
犯
し
た
時
、
そ
の

子
が
官
憲
の
取
調
べ
に
際
し
て
、
そ
の
犯
罪
を
立
證
し
た
。
然
る
に
當
時
の
司
法
官
で
あ
つ
た
虞
僧
虬
は
、
そ

の
子
の
行
爲
は
、
慈
親
を
忘
れ
人
倫
に
背
き
、
世
道
人
心
を
害
す
れ
ば
、
罪
を
加
へ
ざ
る
べ
か
ら
ず
と
主
張
し
、
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遂
に
勅
命
に
よ
つ
て
、
こ
の
者
を
交
州
に
流
謫
し
た
と
い
ふ
（
『
隋
書
』
卷
廿
五
、
刑
法
志
）
。
や
や
事
情
を

異
に
す
る
が
、
清
の
乾
隆
五
十
一
年
（
西
暦
一
七
八
六
）
の
「
壻
誣
告
妻
父
給
毒
葯
。
謀
害
其
姑
。
奉
旨
改
發

爲
奴
。
女
聽
夫
。
誣
證
其
父
。
擬
絞
監
候
」
の
一
案
（
『
成
案
所
見
集
』
第
三
集
卷
十
三
所
載
）
は
、
こ
の
問

題
に
關
し
て
、
可
な
り
參
考
の
價
値
が
あ
る
と
思
ふ
。

　
こ
の
案
の
大
要
を
紹
介
す
る
と
、
蒙
古
八
旗
の
韋
駄
保
と
い
ふ
者
が
あ
り
、
そ
の
妻
の
父
に
當
る
湯
作
新
の

不
埒
が
本
で
、
韋
駄
保
と
湯
作
新
と
舅
壻
の
間
に
不
和
が
出
來
た
。
韋
駄
保
は
湯
作
新
を
憎
惡
の
餘
り
、
彼
を

誣
ひ
て
重
罪
に
陷
れ
ん
と
計
畫
し
た
。
即
ち
湯
作
新
は
韋
駄
保
の
母
を
毒
殺
せ
ん
と
し
た
が
、
幸
に
早
く
氣
付

い
て
解
毒
を
施
し
た
結
果
、
死
に
は
抵



ら
ざ
り
し
も
、
湯
作
新
は
殺
人
未
遂
の
罪
人
で
あ
る
と
官
憲
に
誣
告
し

た
。
こ
の
誣
告
の
目
的
を
達
せ
ん
爲
に
、
韋
駄
保
は
そ
の
父
母
及
び
我
が
妻
に
、
自
分
の
誣
告
に
都
合
よ
く
僞

證
せ
ん
こ
と
を
要
求
し
た
。
妻
は
流
石
に
肉
身
の
父
を
誣
證
し
難
い
と
て
、
最
初
は
拒
絶
し
た
が
、
周
圍
の
壓

迫
や
強
請
に
よ
り
、
遂
に
僞
證
す
べ
く
承
諾
し
た
。
か
く
て
湯
作
新
は
重
罪
人
と
し
て
、
捕
縛
下
獄
さ
れ
た
が
、

種
々
審
理
の
結
果
、
遂
に
誣
告
僞
證
の
事
實
が
判
明
す
る
と
、
誣
告
側
一
同
は
、
次
の
如
く
處
罰
さ
れ
た
。

　
（
一
）
妻
の
湯
氏
は
舅
姑
や
夫
に
脅
迫
さ
れ
た
も
の
で
、
情
状
や
や
斟
酌
す
べ
き
點
が
あ
る
が
、
子
と
し
て

そ
の
父
の
重
罪
を
誣
證
す
る
が
如
き
は
、
實
に
名
教
の
大
罪
人
で
、
重
に
從
つ
て
處
罰
せ
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
。

故
に
湯
氏
は
取
敢
へ
ず
絞
監
候
　
　
未
確
定
の
絞
罪
と
し
て
當
分
拘
留
し
て
置
く
　
　
に
擬
し
、
秋
審
　
　
毎

年
の
秋
期
に
、
司
法
關
係
の
高
官
が
會
同
し
て
行
ふ
、
最
重
罪
犯
の
審
議
　
　
の
際
に
處
分
を
確
定
す
る
。

　
（
二
）
夫
の
韋
駄
保
は
主
犯
人
と
し
て
、
情
尤
も
惡
む
べ
き
者
で
あ
る
。
彼
は
旗
籍
を
削
除
し
、
伊

犂

の
邊
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荒
に
發
往
し
、
該
地
方
に
住
す
る
厄
魯
特







種
族
の
奴
隷
と
し
て
、
生
涯
を
送
ら
し
め
る
。

　
（
三
）
韋
駄
保
の
父
母
は
、
僞
證
の
罪
に
よ
つ
て
杖
八
十
に
處
す
。
但
し
贖
罪
を
許
し
、
罰
金
さ
へ
納
む
れ

ば
、
實
刑
を
科
せ
ず
と
も
差
支
な
い
。

　
同
一
僞
證
罪
に
し
て
、
然
も
湯
氏
は
情
状
尤
も
斟
酌
す
べ
き
餘
地
あ
る
に
拘
ら
ず
、
子
と
し
て
そ
の
父
の
罪

を
僞
證
し
た
と
い
ふ
名
義
干
犯
の
爲
に
、
そ
の
舅
姑
と
は
比
較
し
得
ざ
る
程
の
重
科
に
處
せ
ら
れ
、
主
犯
人
の

韋
駄
保
よ
り
も
、
一
層
の
重
科
に
處
せ
ら
れ
た
點
が
、
頗
る
注
意
に
價
す
る
と
思
ふ
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
十
三

　
我
が
日
本
の
古
代
法
律
も
勿
論
親
々
主
義
で
、
父
子
・
夫
婦
の
間
に
は
、
容
隱
を
認
め
て
居
る
。
殊
に
『
御

定
書
百
個
條
』
の
第
八
十
二
條
に
、

　
　
科
人
欠
落
尋
の
事

　
一
、
主
人
を
　
　
　
　
家
來
に

　
一
、
親
を
　
　
　
　
　
子
に

　
一
、
兄
を
　
　
　
　
　
弟
に

　
一
、
伯
父
を
　
　
　
　
甥
に

　
　
右
の
類
へ
尋
申
付
間
敷
事
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と
明
記
し
て
あ
る
。
當
時
の
政
治
家
の
用
意
味
ふ
べ
き
で
な
い
か
。
然
る
に
我
が
國
近
時
の
裁
判
に
は
、
父
子

・
兄
弟
・
夫
婦
の
如
き
、
至
親
の
間
柄
の
も
の
を
、
何
等
の
遠
慮
な
く
、
證
人
と
し
て
法
廷
に
召
喚
す
る
こ
と

が
、
著
し
く
目
に
着
く
。
我
が
國
古
來
の
淳
風
良
俗
を
壞
ぶ
る
こ
と
尠
く
あ
る
ま
い
。
數
あ
る
實
例
の
中
で
も
、

本
年
の
初
春
に
、
和
歌
山
縣
海
草
郡
椒

村








で
露
見
し
た
怪
殺
人
事
件
に
、
該
犯
罪
人
リ
ウ
・
ト
ラ
エ
※
妹
の

實
母
で
、
七
十
二
歳
に
も
な
つ
た
タ
メ
を
強
い
て
、
或
は
法
廷
の
罪
の
子
供
達
の
證
人
に
引
き
出
し
、
或
は
被

害
者
の
死
骸
埋
葬
地
へ
の
案
内
者
に
引
き
出
し
て
、
垂
死
の
老
眼
に
血
涙
滂
沱
た
ら
し
む
る
が
如
き
は
、
人
道

上
か
ら
觀
て
も
、
實
に
無
慈
悲
至
極
な
仕
方
と
思
ふ
。
我
が
現
行
の
法
律
を
改
正
し
て
、
古
來
の
家
族
主
義
を

加
味
せ
し
む
べ
し
と
い
ふ
氣
運
が
、
法
曹
間
に
熟
し
つ
つ
あ
る
と
か
仄
聞
す
る
が
、
か
か
る
改
正
が
現
實
に
さ

れ
た
曉
に
は
、
先
づ
第
一
に
親
を
引
い
て
子
の
罪
を
證
し
、
子
を
引
い
て
親
の
罪
を
證
す
る
が
如
き
、
家
族
主

義
を
破
壞
す
る
處
置
は
、
廢
止
し
た
い
も
の
で
あ
る
（19

）
。

　
一
利
一
害
は
天
則
で
あ
る
。
儒
教
の
親
々
主
義
や
、
支
那
法
律
の
親
屬
容
隱
主
義
も
、
極
端
に
流
れ
る
と
、

往
々
弊
害
を
伴
ふ
恐
が
な
い
で
も
な
い
。
私
情
に
徇
す
る
餘
り
、
公
義
を
忘
れ
る
か
ら
で
あ
る
。
顯
著
な
る
一

例
は
『
孟
子
』
に
見
え
て
居
る
。
『
孟
子
』
の
盡
心
章
（
上
）
に
、
孟
子
と
そ
の
弟
子
の
桃
應
と
の
親
々
主
義

に
關
す
る
問
答
を
載
せ
て
あ
る
。
天
子
た
る
舜
の
父
の
瞽
※
が
殺
人
罪
を
犯
し
た
と
假
定
し
て
、
こ
の
場
合
に

舜
は
そ
の
父
を
如
何
に
處
分
す
べ
き
か
。
天
子
と
し
て
は
、
固
よ
り
天
下
の
大
法
に
よ
つ
て
、
殺
人
犯
の
罪
を

正
さ
ね
ば
な
ら
ぬ
が
、
子
の
私
情
と
し
て
は
、
父
の
罪
を
救
解
せ
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
。
公
私
兩
難
の
場
合
に
、

舜
は
如
何
に
進
退
す
べ
き
か
。
こ
れ
が
桃
應
の
質
問
で
あ
る
。
之
に
對
し
て
孟
子
は
、
舜
は
天
子
の
位
置
を
犧
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牲
に
供
し
て
、
躬
か
ら
そ
の
父
を
負
ひ
、
邊
荒
に
逃
亡
す
べ
し
と
答
へ
て
居
る
。
こ
の
孟
子
の
答
辯
は
、
第
三

者
か
ら
觀
て
感
服
し
難
い
樣
に
思
ふ
。
苟
も
天
の
暦
數
に
當
つ
て
、
元
后
の
位
に
即
き
、
萬
民
を
保
育
す
べ
き

責
任
を
帶
び
て
居
る
舜
が
、
匹
夫
同
樣
に
、
か
か
る
無
責
任
な
行
動
を
と
る
べ
き
筈
が
な
い
。
西
洋
の
學
者
で
、

儒
教
の
弊
を
論
ず
る
者
は
、
よ
く
こ
の
孟
子
の
答
辯
を
證
據
に
擧
げ
る
が
（Selby ; A

s the C
hinese see U

s. p

p. 85-86

）
、
如
何
に
も
孟
子
の
答
辯
は
、
私
情
に
徇
し
て
公
儀
を
忘
れ
た
嫌
を
免
れ
ぬ
（20

）
。
さ
れ
ど
孟

子
の
如
き
大
儒
が
、
か
か
る
苦
し
い
答
辯
を
な
す
所
に
、
支
那
の
孝
道
　
　
如
何
な
る
場
合
で
も
、
親
の
安
全

を
第
一
義
と
す
る
　
　
の
根
強
さ
と
特
色
と
を
、
看
取
す
る
こ
と
が
出
來
る
。

　
上
述
の
如
く
支
那
の
法
律
は
、
親
子
間
の
容
隱
を
認
め
る
が
、
立
法
者
の
精
神
か
ら
推
測
す
る
と
親
子
關
係

の
者
が
、
相
互
に
罪
を
容
隱
す
る
は
、
人
情
上
當
然
の
こ
と
と
し
て
、
寧
ろ
之
を
奬
勵
す
る
傾
向
が
な
い
で
も

な
い
。
子
の
親
を
訴
へ
る
こ
と
を
嚴
禁
せ
る
が
如
き
は
、
そ
の
一
證
據
と
認
め
る
こ
と
が
出
來
る
。
支
那
の
法

律
は
、
古
代
か
ら
親
を
告
訴
す
る
子
に
對
し
て
嚴
罰
を
加
へ
た
。
さ
き
に
紹
介
し
た
春
秋
時
代
の
直
躬
は
、
父

の
罪
を
訐
い
た
爲
め
、
死
刑
に
處
せ
ら
れ
て
居
る
（
『
韓
非
子
』
五
蠹
篇
、
『
呂
氏
春
秋
』
當
務
篇
參
看
）
。

西
漢
の
高
祖
の
曾
孫
に
當
る
劉
爽
は
、
そ
の
父
衡
山
王
の
逆
謀
を
上
告
し
た
爲
め
、
不
孝
の
罪
に
問
は
れ
て
棄

市
さ
れ
て
居
る
（
『
漢
書
』
卷
四
十
四
、
淮
南
・
衡
山
・
濟
北
王
傳
）
。

『
唐
律
』
（
鬪
訟
律
三
）
に
も
告
祖
父
母
・
父
母
者
絞
と
明
記
し
て
、
子
孫
が
父
祖
を
告
訴
す
る
こ
と
を
許
さ

ぬ
。
謀
反
・
謀
大
逆
・
謀
叛
の
如
き
、
國
家
及
び
皇
室
に
關
す
る
犯
罪
の
場
合
を
除
き
、
祖
父
母
・
父
母
を
告

訴
す
る
時
は
、
告
訴
さ
れ
た
父
祖
は
、
た
と
ひ
罪
が
あ
つ
て
も
自
首
と
同
樣
に
見
做
さ
れ
て
、
そ
の
罪
を
免
ぜ
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ら
れ
、
告
訴
し
た
子
孫
は
、
名
教
を
破
壞
す
る
不
孝
者
と
し
て
、
絞
罪
に
處
せ
ら
れ
る
。
即
ち
實
際
の
結
果
に

於
い
て
は
、
絶
對
に
父
祖
の
告
訴
を
禁
止
し
た
と
同
樣
で
あ
る
。
『
明
律
』
（
刑
律
、
訴
訟
）
及
び
『
清
律
』

（
刑
律
・
訴
訟
）
に
は
、
告
父
祖
者
の
處
分
を
や
や
輕
減
し
て
、
杖
一
百
徒
三
年
と
改
め
て
あ
る
が
、
子
孫
の

干
名
犯
義
を
嚴
禁
す
る
法
の
精
神
に
は
、
何
等
相
違
す
る
所
が
な
い
。

　
我
が
國
の
古
代
法
律
も
支
那
と
同
樣
に
、
父
祖
告
訴
禁
止
の
方
針
を
執
つ
た
。
王
朝
時
代
の
『
養
老
律
』
は

申
す
に
及
ば
ず
、
武
家
時
代
の
式
目
に
も
、
疊
次
子
孫
の
父
祖
を
告
訴
す
る
こ
と
を
戒
禁
し
て
居
る
。
徳
川
時

代
の
例
の
『
御
定
書
百
個
條
』
に
は
、
左
の
如
き
條
文
を
載
せ
て
あ
る
。

　
　
第
六
十
五
條
　
申
掛
い
た
し
候
者
御
仕
置
の
事

　
一
、
主
人
親
重
き
惡
事
有
之
由
、
僞
を
申
懸
、
訴
人
に
出
候
も
の
　
磔

　
一
、
主
人
親
之
惡
事
、
訴
出
候
時
之
捌

　
　
公
儀
へ
懸
り
候
重
き
品
は
、
可
遂
詮
議
。
若
訴
人
申
處
、
僞
無
之
お
い
て
は
、
本
人
之
御
仕
置
相
當
よ
り
、

　
　
一
等
輕
く
可
相
伺
之
。
訴
人
は
本
人
よ
り
猶
又
輕
く
、
御
仕
置
可
相
伺
事
。

　
　
　
但
右
之
外
、
私
事
訴
出
候
共
、
不
可
取
上
事
。

　
　
　
但
主
人
親
非
道
の
品
有
之
て
、
難
儀
の
由
申
之
、
宥
免
の
事
願
出
候
は
ゞ
、
名
主
・
五
人
組
竝
親
類
之

　
　
　
も
の
呼
出
、
宜
敷
取
計
候
樣
に
可
申
付
事
。

　
元
來
徳
川
幕
府
の
方
針
と
し
て
、
訴
人
に
は
莫
大
な
る
褒
美
を
與
へ
て
、
惡
事
告
發
を
奬
勵
す
る
が
、
同
時

に
孝
道
の
保
護
に
は
、
一
層
意
を
用
ゐ
た
。
故
に
子
孫
は
決
し
て
父
祖
の
私
惡
を
告
訴
す
る
こ
と
が
出
來
ぬ
。
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た
と
ひ
子
孫
が
父
祖
か
ら
不
當
非
理
な
迫
害
を
受
け
た
場
合
で
も
、
公
然
之
を
法
廷
に
告
訴
す
る
こ
と
は
遠
慮

せ
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
。
上
に
引
用
し
た
第
六
十
五
條
の
末
段
の
文
句
を
翫
味
せ
ば
、
そ
の
間
の
事
情
が
容
易
に

推
測
に
難
く
な
い
。
但
國
家
に
大
關
係
あ
る
罪
科
の
み
は
、
至
親
の
間
で
も
告
訴
す
る
こ
と
を
許
す
が
、
こ
の

場
合
で
も
、
そ
の
訴
人
は
、
訴
人
相
當
の
褒
美
を
受
け
得
ざ
る
の
み
な
ら
ず
、
却
つ
て
尊
屬
を
告
訴
し
た
と
い

ふ
點
で
、
相
當
の
處
分
を
受
け
る
の
を
例
と
し
た
。
要
す
る
に
徳
川
時
代
を
通
じ
て
、
中
央
政
府
も
地
方
官
廳

も
、
親
子
や
伯
父
甥
の
如
き
、
至
親
間
に
起
る
訴
訟
に
就
い
て
は
、

　
（
一
）
か
か
る
訴
訟
は
成
る
べ
く
受
附
け
ざ
る
こ
と
。

　
（
二
）
已
む
を
得
ず
受
附
け
て
も
、
成
る
べ
く
内
濟
に
い
た
す
や
う
取
計
ら
ふ
こ
と
。

　
（
三
）
已
む
を
得
ず
か
か
る
訴
訟
を
表
沙
汰
と
す
る
場
合
に
は
、
裁
判
は
理
非
に
よ
つ
て
決
す
べ
き
も
、
そ

　
　
の
勝
敗
如
何
に
拘
ら
ず
、
子
供
に
は
親
を
相
手
に
爭
ふ
と
い
ふ
、
不
孝
の
罪
相
當
の
處
置
を
加
ふ
べ
き
こ

　
　
と
。

と
い
ふ
大
方
針
を
固
執
し
て
渝
ら
な
か
つ
た
（
『
古
事
類
苑
』
法
律
部
卷
五
十
四
、
訴
訟
下
參
看
）
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
十
四

　
新
井
白
石
の
『
折
焚
く
柴
の
記
』
卷
下
に
記
載
し
て
あ
る
、
正
徳
元
年
（
西
暦
一
七
一
一
）
に
武
藏
國
川
越

在
に
起
つ
た
、
殺
人
事
件
の
處
置
は
、
當
時
の
政
治
の
特
色
を
知
る
べ
き
、
一
つ
の
好
材
料
か
と
思
ふ
。
川
越
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在
の
百
姓
甚
五
兵
衞
は
、
そ
の
子
の
四
郎
兵
衞
と
共
謀
し
て
、
甚
五
兵
衞
の
聟
に
當
る
伊
兵
衞
と
い
ふ
者
を
、

商
用
に
て
旅
行
し
て
居
る
途
中
で
殺
害
し
た
。
甚
五
兵
衞
の
女
で
、
伊
兵
衞
の
妻
た
る
ウ
メ
は
、
か
か
る
兇
行

を
知
る
由
も
な
く
、
夫
の
不
在
中
、
父
の
家
に
引
越
し
て
、
ひ
た
す
ら
そ
の
歸
宅
を
待
ち
侘
び
た
。
さ
れ
ど
夫

は
中
々
歸
宅
せ
ず
、
不
安
の
裡
に
日
を
送
つ
た
時
、
た
ま
た
ま
附
近
の
河
筋
に
死
人
の
屍
が
現
は
れ
た
と
聞
い

て
、
若
し
や
と
そ
の
屍
の
檢
査
を
希
望
し
た
。
傷
持
つ
父
兄
は
ウ
メ
の
希
望
に
不
贊
成
で
あ
つ
た
が
、
父
兄
の

弱
點
な
ど
に
氣
の
付
く
筈
の
な
か
つ
た
で
あ
ら
う
所
の
ウ
メ
は
、
強
い
て
そ
の
地
の
名
主
に
願
ひ
出
で
、
そ
の

死
體
を
引
き
上
げ
さ
せ
て
檢
査
す
る
と
、
案
外
に
も
そ
れ
が
彼
女
の
夫
で
あ
つ
た
。
こ
れ
が
端
緒
と
な
つ
て
、

甚
五
兵
衞
・
四
郎
兵
衞
の
二
人
が
伊
兵
衞
を
殺
害
し
て
、
そ
の
屍
を
河
中
に
沈
め
た
事
實
が
露
見
し
た
。
二
人

の
罪
科
は
直
に
確
定
し
た
が
、
こ
の
事
實
露
見
の
端
緒
を
開
い
た
ウ
メ
の
行
動
は
、
父
の
惡
事
を
告
ぐ
る
罪
に

該
當
す
る
や
の
疑
惑
も
あ
つ
て
、
川
越
の
領
主
秋
元
但
馬
守
か
ら
、
ウ
メ
の
處
置
に
就
い
て
、
幕
府
に
伺
書
を

差
出
し
て
、
そ
の
指
圖
を
仰
い
だ
。

　
幕
府
も
こ
の
事
件
を
重
大
視
し
て
、
そ
の
處
置
に
就
い
て
、
想
像
以
上
の
大
な
る
苦
心
を
拂
ひ
、
評
定
衆
を

始
め
、
各
方
面
の
意
見
を
徴
し
た
が
、
そ
の
中
で
尤
も
有
力
で
あ
つ
た
の
は
、
林
大
學
頭
信
篤
と
新
井
白
石
と

の
意
見
で
あ
つ
た
。

　
（
甲
）
　
信
篤
は
『
左
傳
』
（
桓
公
十
五
年
）
に
在
る
鄭
の
祭
仲
が
專
横
で
あ
つ
た
か
ら
、
そ
の
聟
の
雍
糺

が
國
の
爲
に
之
を
殺
害
せ
ん
と
し
た
時
、
祭
仲
の
女
で
雍
糺
の
妻
た
る
雍
姫
が
進
退
に
窮
し
て
、
そ
の
母
に
父

と
夫
と
孰
れ
が
大
事
に
す
べ
き
か
と
質
問
せ
し
に
對
し
て
、
母
が
「
人
盡
夫
也
。
父
一
而
已
。
胡
可
比
也
」
と
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告
げ
た
と
い
ふ
記
事
を
根
據
と
し
て
、
父
は
夫
以
上
で
あ
る
か
ら
、
夫
の
事
を
以
て
父
の
罪
を
訐
く
こ
と
が
出

來
ぬ
。
ウ
メ
が
薄
々
な
り
と
も
、
父
が
犯
人
た
る
こ
と
を
感
知
し
つ
つ
、
露
見
の
端
緒
を
開
い
た
な
ら
ば
、
彼

女
は
正
し
く
父
を
告
ぐ
る
罪
に
擬
し
て
、
死
罪
に
處
す
べ
き
で
あ
る
。
若
し
ウ
メ
が
父
の
犯
人
た
る
事
實
を
、

全
然
感
知
せ
ざ
り
し
こ
と
が
明
確
な
ら
ば
、
彼
女
は
死
罪
を
免
じ
、
官
に
沒
し
て
奴
婢
と
す
べ
き
で
あ
る
。
こ

れ
が
信
篤
の
意
見
で
あ
つ
た
。

　
（
乙
）
　
白
石
は
そ
の
友
人
の
室
鳩
巣
と
も
相
談
し
て
、
次
の
如
き
意
見
を
述
べ
て
居
る
。
『
儀
禮
』
の
喪

服
の
制
に
據
る
と
、
妻
は
夫
の
爲
に
斬
衰
三
年
で
、
父
の
爲
に
は
齊
衰
一
年
で
あ
る
事
實
や
、
又
三
從
の
義
に
、

既
嫁
從
夫
（
『
儀
禮
』
喪
服
、
『
穀
梁
傳
』
隱
公
二
年
の
條
參
看
）
と
あ
る
事
實
か
ら
推
す
と
已
に
嫁
し
た
女

に
と
つ
て
、
夫
は
父
以
上
で
あ
ら
ね
ば
な
ら
ぬ
。
夫
の
爲
に
父
の
惡
事
を
告
ぐ
る
も
、
已
む
を
得
ざ
る
次
第
で

あ
る
。
さ
れ
ば
ウ
メ
の
行
爲
は
罪
に
當
ら
ぬ
。
況
ん
や
彼
女
は
最
初
父
が
犯
人
た
る
こ
と
を
全
く
感
知
せ
ざ
り

し
樣
子
で
あ
れ
ば
、
愈
〻
罪
を
加
ふ
べ
き
謂
が
な
い
。

　
幕
府
は
遂
に
白
石
の
意
見
を
採
用
し
て
、
ウ
メ
に
罪
科
を
加
へ
ぬ
こ
と
に
し
た
。
又
白
石
の
注
意
に
本
づ
き
、

ウ
メ
に
諷
し
、
剃
髮
し
て
父
や
夫
の
後
生
を
弔
ふ
べ
く
、
そ
の
餘
生
を
鎌
倉
の
尼
寺
で
送
ら
す
こ
と
に
し
た
。

白
石
の
意
見
の
根
據
に
は
、
議
論
の
餘
地
も
あ
る
が
、
そ
の
結
局
の
處
置
は
、
大
體
に
於
て
妥
當
と
認
め
ね
ば

な
ら
ぬ
（21

）
。

　
西
漢
時
代
に
、
他
人
に
殺
害
さ
れ
ん
と
す
る
父
を
救
助
せ
ん
と
し
た
そ
の
子
が
、
危
急
の
場
合
と
て
、
誤
つ

て
父
を
傷
け
た
事
件
に
就
い
て
、
當
時
の
法
律
家
の
或
る
者
は
、
た
と
ひ
危
急
の
場
合
と
は
い
へ
、
父
を
傷
け
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た
者
は
死
罪
に
處
す
べ
し
と
い
ふ
意
見
を
吐
い
た
と
い
ふ
（
『
太
平
御
覽
』
卷
六
百
四
十
所
引
『
董
仲
舒
決
獄
』

參
看
）
。
勿
論
こ
の
意
見
は
僻
論
で
あ
つ
て
、
そ
の
當
時
で
も
多
數
の
贊
同
を
得
な
か
つ
た
が
、
そ
の
僻
論
の

中
に
も
、
親
は
絶
對
不
可
犯
で
あ
る
と
い
ふ
、
堅
い
信
念
が
髣
髴
す
る
で
は
な
い
か
。
た
と
ひ
過
失
に
て
も
、

無
意
識
に
て
も
、
子
と
し
て
父
母
を
犯
す
が
如
き
形
迹
あ
る
行
爲
は
、
決
し
て
之
を
不
問
に
置
か
ず
、
相
當
の

重
科
に
處
し
て
、
厲
階
を
防
範
せ
ん
と
す
る
の
が
、
支
那
政
治
家
の
不
斷
の
用
意
で
あ
る
。
正
徳
元
年
の
事
件

も
、
幾
分
こ
れ
と
似
寄
つ
て
居
る
。
ウ
メ
の
行
動
が
豫
期
せ
ざ
る
結
果
を
將
來
し
て
、
間
接
に
父
兄
の
犯
罪
露

見
の
端
緒
を
開
い
た
と
い
ふ
の
で
、
當
時
の
政
治
家
は
之
を
重
大
視
し
、
彼
女
を
干
名
犯
義
の
罪
に
擬
す
べ
き

や
否
や
に
就
い
て
、
大
問
題
を
惹
き
起
こ
し
た
事
實
そ
の
も
の
が
、
如
何
に
當
時
の
政
治
家
が
孝
道
を
尊
重
し

た
か
の
、
一
つ
の
證
據
に
供
し
得
る
と
思
ふ
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
十
五

　
孝
は
百
行
の
基
で
、
又
萬
善
の
首
で
あ
る
。
孝
の
一
徳
で
、
他
の
一
切
の
諸
惡
を
帳
消
し
難
く
な
い
。
支
那

の
諺
に
、
「
百
行
孝
爲
先
。
論
心
不
論
事
。
論
事
世
間
無
孝
子
」
（Sm

ith
;C

hinese
Proverbs.p.292

）
と

い
ふ
。
孝
の
心
だ
に
あ
れ
ば
、
支
那
人
は
そ
の
以
外
に
就
い
て
、
必
ず
し
も
備
は
る
を
求
め
な
い
。
故
に
孝
行

か
ら
出
發
し
た
行
爲
な
ら
ば
、
行
爲
そ
の
も
の
が
不
都
合
で
も
、
支
那
人
は
之
を
諒
と
す
る
。
さ
れ
ば
こ
そ
母

の
爲
に
橘
を
懷
に
し
た
呉
の
陸
績
や
、
親
の
爲
に
我
が
子
を
生
埋
に
せ
ん
と
し
た
漢
の
郭
巨
が
、
孝
行
の
代
表
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者
と
し
て
、
後
世
に
ま
で
尊
敬
さ
れ
て
居
る
。

　
親
の
敵
を
打
つ
即
ち
復
讐
と
か
、
親
の
疾
を
治
療
す
る
目
的
で
股
を
割
く
と
か
、
此
等
の
風
習
は
弊
害
も
多

い
か
ら
、
原
則
と
し
て
支
那
官
憲
は
之
を
禁
止
す
る
が
、
そ
の
原
則
が
實
際
に
於
て
厲
行
さ
れ
ず
、
寧
ろ
無
視

さ
れ
、
又
は
破
棄
さ
れ
る
場
合
が
多
い
の
は
、
畢
竟
は
支
那
官
憲
が
、
そ
の
親
の
爲
に
盡
す
と
い
ふ
動
機
に
同

情
す
る
餘
り
、
陰
に
陽
に
、
之
を
奬
勵
す
る
結
果
に
外
な
ら
ぬ
。

　
【
甲
】
　
復
讐
　
儒
教
は
元
來
復
讎
を
是
認
す
る
。
或
は
父
之
讎
弗
與
共
戴
天
（
『
禮
記
』
曲
禮
上
）
と
い

ひ
、
或
は
「
【
居
父
母
之
仇
】
弗
三
與
共
天
下
也
。
遇
諸
市
朝
。
不
反
兵
而
鬪
」
（
『
禮
記
』
檀
弓
上
）
と
い

ふ
。
更
に
『
公
羊
傳
』
に
は
、

　
　
君
弑
。
臣
不
討
賊
非
臣
也
。
不
復
讎
非
子
也
（
隱
公
十
一
年
）
。

と
述
べ
て
あ
る
。
要
す
る
に
儒
教
は
復
讎
を
是
認
す
る
の
み
な
ら
ず
、
更
に
進
ん
で
復
讐
は
至
親
に
對
す
る
、

一
種
の
義
務
と
さ
へ
見
做
し
て
居
る
。
さ
れ
ど
一
方
人
を
殺
す
者
に
は
、
處
分
を
加
へ
ね
ば
な
ら
ぬ
。
漢
の
高

祖
が
關
中
に
入
つ
て
、
法
三
章
を
約
し
た
時
に
も
、
第
一
に
殺
人
者
死
と
規
定
し
て
居
る
（
『
史
記
』
高
祖
本

紀
漢
元
年
の
條
）
。
漢
の
廷
尉
の
謂
ふ
所
の
、
「
殺
人
者
死
。
傷
人
者
刑
。
古
今
之
通
道
也
」
（
『
通
典
』
卷

百
六
十
六
參
看
）
は
眞
理
で
あ
る
。
復
讎
を
禁
止
す
れ
ば
、
親
子
の
情
を
傷
ぶ
り
、
復
讐
を
公
認
す
れ
ば
、
相

殺
の
路
を
開
く
。
即
ち
儒
教
の
立
場
か
ら
は
是
認
し
た
く
、
行
政
の
立
場
か
ら
は
禁
止
し
た
く
、
兩
漢
以
後
歴

代
の
支
那
官
憲
は
、
復
讎
の
處
置
に
就
い
て
、
常
に
進
退
兩
難
の
状
態
に
立
つ
た
。

　
唐
の
則
天
武
后
の
時
代
に
、
徐
元
慶
が
そ
の
父
の
仇
と
稱
す
る
趙
師
韜
を
殺
害
し
て
自
首
し
た
。
こ
の
事
件
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の
處
置
を
評
議
し
た
時
、
陳
子
昂
は
次
の
如
き
意
見
を
主
張
し
て
居
る
。

　
（
一
）
父
の
爲
に
復
讎
す
る
は
、
孝
子
と
し
て
當
然
の
行
爲
で
、
既
に
禮
經
に
是
認
す
る
所
で
あ
る
。
こ
の

點
よ
り
い
へ
ば
、
徐
元
慶
の
行
爲
は
、
奬
勵
を
加
ふ
べ
き
も
の
で
あ
る
。

　
（
二
）
さ
れ
ど
殺
人
必
殊
と
は
古
今
を
通
ぜ
る
刑
法
の
精
神
で
、
又
治
安
の
要
諦
で
あ
る
。
こ
の
點
よ
り
い

へ
ば
、
徐
元
慶
の
行
爲
は
、
刑
罰
を
加
へ
ね
ば
な
ら
ぬ
。

　
以
上
の
二
の
理
由
を
併
せ
考
へ
、
徐
元
慶
は
死
刑
に
處
し
て
國
法
を
正
し
、
然
も
そ
の
門
閭
や
墓
所
に
旌
表

を
加
へ
て
、
禮
教
を
奬
め
る
が
よ
い
。
此
の
如
く
す
れ
ば
、
禮
と
刑
と
の
精
神
を
、
倶
に
傳
へ
る
こ
と
が
出
來

る
。
こ
れ
が
陳
子
昂
の
意
見
で
、
こ
の
意
見
が
採
用
實
行
さ
れ
た
（
『
新
唐
書
』
卷
百
九
十
五
、
孝
友
傳
參
看

）
。

　
さ
れ
ど
こ
の
處
分
に
就
い
て
は
、
後
に
柳
宗
元
が
そ
の
駁
復
讎
議
（
『
柳
河
東
集
』
卷
四
）
に
反
駁
を
加
へ

て
居
る
。
柳
宗
元
の
意
見
で
は
、
禮
と
刑
と
は
、
一
致
せ
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
。
旌
表
と
誅
戮
と
は
、
一
致
す
る

こ
と
が
出
來
ぬ
。
禮
と
し
て
旌
表
す
べ
き
者
を
誅
し
、
刑
と
し
て
誅
戮
す
べ
き
も
の
を
奬
め
て
は
、
國
民
を
し

て
適
從
す
る
所
に
迷
惑
せ
し
む
と
い
ふ
の
で
あ
る
。
柳
宗
元
の
非
難
は
正
し
い
。
則
天
時
代
の
朝
廷
が
、
か
か

る
不
徹
底
な
處
分
を
採
つ
た
所
以
は
、
畢
竟
す
る
に
、
復
讎
に
就
い
て
確
た
る
定
見
が
な
く
、
常
に
進
退
兩
難

の
状
態
に
立
つ
支
那
官
憲
の
窮
餘
の
一
策
に
外
な
ら
ぬ
。
そ
の
窮
策
の
裡
に
も
、
彼
等
の
孝
道
に
對
す
る
苦
心

は
諒
と
す
べ
し
と
思
ふ
。

『
唐
律
』
に
は
復
讎
に
關
す
る
處
分
を
載
せ
て
な
い
。
復
讎
事
件
が
發
生
す
る
毎
に
、
朝
臣
を
會
し
、
そ
の
意
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見
に
聞
い
て
處
分
し
た
。
韓
愈
に
「
復
讎
状
」
（
『
韓
昌
黎
集
』
卷
卅
七
）
一
篇
が
あ
る
。
こ
は
憲
宗
時
代
に

起
つ
た
、
復
讎
事
件
に
關
す
る
彼
の
意
見
書
で
あ
る
。
彼
の
意
見
の
大
要
は
、
復
讎
を
禁
止
し
て
は
徳
教
上
面

白
く
な
い
。
さ
れ
ば
と
て
之
を
公
認
し
て
は
、
治
安
上
面
白
く
な
い
。
國
家
の
法
律
に
復
讎
に
關
す
る
條
文
を

明
記
し
て
な
い
の
は
、
意
味
深
長
と
思
ふ
。
事
件
の
發
生
し
た
場
合
に
、
群
臣
會
議
し
、
事
理
を
盡
く
し
て
、

處
置
す
べ
し
と
い
ふ
に
歸
す
る
。

　
唐
・
宋
時
代
を
通
じ
て
、
韓
愈
の
意
見
の
如
く
、
復
讎
事
件
の
發
生
毎
に
、
會
議
し
て
處
置
を
定
め
た
。
こ

の
期
間
に
發
生
し
た
復
讎
事
件
は
可
な
り
多
數
で
、
復
讎
者
の
中
に
は
、
國
法
の
犧
牲
と
な
つ
て
、
死
罪
に
處

せ
ら
れ
た
者
も
あ
る
が
、
そ
の
死
罪
に
處
せ
ら
れ
た
者
に
對
し
て
も
、
官
憲
は
勿
論
、
一
般
社
會
も
、
概
し
て

之
に
深
厚
な
同
情
を
寄
せ
て
居
る
。
併
し
死
罪
に
處
せ
ら
れ
た
者
は
少
數
で
、
そ
の
多
數
は
罪
を
輕
減
さ
れ
、

又
は
免
除
さ
れ
た
。
南
宋
の
王
公
※
の
復
讎
事
件
の
如
き
、
そ
の
尤
も
顯
著
な
る
一
例
で
あ
る
。
さ
る
盜
が
王

公
※
の
亡
母
の
墓
地
を
發
掘
し
た
。
そ
の
盜
は
官
憲
に
捕
へ
ら
れ
、
徒
罪
に
處
せ
ら
れ
た
が
、
王
公
※
は
こ
の

處
置
に
不
滿
で
、
遂
に
拘
禁
中
の
盜
を
殺
し
て
自
首
し
た
。
こ
の
時
の
處
分
は
、
元
初
の
周
密
の
『
齊
東
野
語
』

卷
九
に
據
る
と
、
下
の
如
く
傳
へ
ら
れ
て
居
る
。
元
來
墓
地
を
發
掘
し
た
者
は
死
に
處
す
べ
き
に
、
さ
き
に
地

方
官
が
之
を
徒
罪
に
處
し
た
の
は
、
失
刑
で
あ
る
か
ら
、
當
該
官
吏
を
懲
戒
せ
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
。
王
公
※
は

元
來
死
罪
と
な
る
べ
き
者
を
殺
害
し
た
の
で
あ
る
か
ら
、
何
等
の
罪
が
な
い
。
か
く
て
王
公
※
は
放
免
さ
れ
た

の
み
で
な
く
、
非
常
に
世
間
の
同
情
を
得
、
時
の
天
子
の
孝
宗
か
ら
も
、
孝
子
と
し
て
非
常
な
眷
顧
を
受
け
た

と
い
ふ
。
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さ
れ
ど
か
く
事
件
發
生
毎
に
、
會
議
を
催
し
て
處
分
を
決
す
る
こ
と
は
、
面
倒
で
も
あ
り
、
又
前
後
の
處
分

が
區
々
と
な
る
恐
も
あ
る
の
で
、
元
時
代
か
ら
始
め
て
復
讎
に
關
す
る
條
文
を
法
律
に
掲
げ
る
こ
と
に
し
た

（
『
元
史
』
卷
百
五
、
刑
法
志
四
參
看
）
。
そ
れ
は
餘
程
復
讎
者
に
同
情
し
て
、
大
體
に
於
て
復
讎
を
公
認
し

た
も
の
で
あ
る
。
續
き
て
『
明
律
』
に
は
、
次
の
如
き
條
文
を
掲
げ
て
あ
る
。

　
　
若
祖
父
母
・
父
母
。
爲
人
所
殺
。
而
子
孫
擅
殺
行
兇
人
者
。
杖
六
十
。
其
即
時
殺
死
者
勿
論
（
刑
律
、
鬪

毆
）
。

即
ち
（
一
）
祖
父
母
・
父
母
を
殺
害
し
た
仇
を
、
そ
の
場
で
復
讎
し
た
場
合
は
無
罪
で
あ
る
。
（
二
）
即
座
で

な
け
れ
ば
、
官
憲
の
許
可
を
得
て
復
讎
す
べ
く
、
官
許
を
待
た
ず
に
勝
手
に
復
讎
を
行
ふ
場
合
は
、
杖
六
十
に

處
せ
ら
れ
る
。
『
清
律
』
も
『
明
律
』
と
同
樣
で
あ
る
。
要
す
る
に
復
讎
は
元
明
清
時
代
を
通
じ
て
、
略
公
認

さ
れ
た
も
の
と
見
做
し
て
差
支
な
い
。
復
讎
に
就
い
て
は
尚
ほ
論
述
を
要
す
べ
き
事
項
が
多
い
が
、
そ
は
多
の

機
會
を
待
つ
て
、
別
に
發
表
し
た
い
と
思
ふ
。

　
【
乙
】
　
割
股
　
支
那
で
人
肉
を
瘵
疾
の
藥
劑
と
し
て
紹
介
し
た
の
は
、
唐
の
開
元
時
代
の
名
醫
の
陳
藏
器

の
『
本
草
拾
遺
』
に
は
じ
ま
る
と
い
ふ
。
『
新
唐
書
』
卷
百
九
十
五
の
孝
友
傳
の
序
に
、

　
　
唐
時
陳
藏
器
。
著
本
草
拾
遺
謂
。
人
肉
治
羸
疾
。
自
是
民
間
。
以
父
母
疾
。
多
※
股
肉
而
進
。

と
記
し
て
あ
る
。
兔
に
角
父
母
の
爲
め
、
若
く
ば
舅
姑
の
爲
め
、
自
己
の
股
肉
を
割
い
て
藥
療
に
供
し
た
、
所

謂
孝
子
孝
女
は
、
唐
宋
以
後
の
正
史
野
乘
に
疊
見
し
て
居
つ
て
、
一
々
列
擧
す
る
に
堪
へ
ぬ
。
唐
の
韓
愈
の
如

き
は
、
早
く
か
か
る
行
爲
に
不
贊
成
の
意
を
表
し
た
が
（
『
事
文
類
聚
』
後
集
卷
三
所
收
、
「
※
人
對
」
參
看
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）
、
こ
は
例
外
で
、
一
般
は
割
股
を
最
上
の
孝
行
と
し
て
、
社
會
も
歡
迎
し
、
官
憲
も
奬
勵
し
た
。
さ
れ
ど
其

後
ち
流
弊
憂
慮
す
べ
き
も
の
が
あ
つ
て
、
元
時
代
か
ら
政
府
は
之
を
抵
制
し
始
め
た
。
至
元
七
年
（
西
暦
一
二

七
〇
）
に
行
下
し
た
條
文
に
、
左
の
如
く
明
記
し
て
あ
る
。

　
　
…
…
【
割
股
旌
賞
】
條
例
。
頗
與
聖
人
垂
戒
。
不
敢
毀
傷
父
母
遺
體
。
不
同
。
又
恐
愚
民
不
知
侍
養
常
道
。

因
縁
奸
弊
。
以
敢
毀
傷
肢
體
。
或
致
性
命
。
又
貽
父
母
之
憂
。
具
呈
尚
書
省
。
更
爲
講
究
去
後
。
囘
呈
送
禮
部

講
究
得
。
割
股
行
孝
一
節
。
終
是
毀
傷
肢
體
。
今
後
遇
有
割
股
之
人
。
雖
不
在
禁
限
。
亦
不
須
旌
賞
。
省
府
准

呈
。
仰
照
驗
施
行
（
『
元
典
章
』
卷
三
十
三
、
行
孝
の
部
）
。

　
明
時
代
に
も
清
時
代
に
も
、
す
べ
て
元
時
代
と
同
樣
に
、
割
股
行
孝
に
對
し
て
は
、
旌
表
を
加
へ
ぬ
原
則
と

な
つ
て
居
る
。
さ
れ
ど
こ
の
原
則
は
、
實
際
に
於
て
、
元
・
明
・
清
三
代
を
通
じ
て
、
概
し
て
厲
行
さ
れ
て
居

ら
ぬ
。
支
那
に
於
け
る
割
股
行
孝
の
事
蹟
に
關
し
て
は
、
拙
稿
「
支
那
人
間
に
於
け
る
食
人
肉
の
風
習
」
（
本

全
集
第
二
卷
參
照
）
中
に
紹
介
し
て
置
い
た
か
ら
、
茲
に
は
繰
り
返
へ
す
ま
い
。
一
面
弊
害
を
認
め
て
、
割
股

を
抵
制
若
く
ば
禁
約
し
な
が
ら
、
一
面
股
を
割
く
者
に
旌
表
を
加
へ
る
の
は
、
割
股
の
動
機
が
孝
情
に
本
づ
く

と
認
め
る
か
ら
で
あ
る
。
雍
正
六
年
（
西
暦
一
七
二
八
）
の
清
の
世
宗
の
諭
旨
は
、
よ
く
こ
の
間
の
事
情
を
明

瞭
に
す
る
。

　
雍
正
六
年
に
福
建
の
巡
撫
か
ら
、
管
内
の
孝
子
の
李
盛
山
と
い
ふ
者
が
、
肝
を
割
い
て
母
の
疾
を
救
ひ
、
母

の
疾
は
癒
え
た
が
、
彼
自
身
は
そ
の
傷
重
く
し
て
遂
に
死
去
し
た
か
ら
、
こ
の
孝
子
に
旌
表
を
加
へ
た
い
と
申

出
た
。
之
に
對
し
て
禮
部
は
、
「
割
肝
乃
小
民
輕
生
愚
孝
。
向





無
旌
表
之
例
。
應
不
准
行
」
と
議
決
し
た
が
、
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世
宗
は
、

　
　
朕
念
。
割
肝
療
疾
。
事
雖
不
經
。
而
其
迫
切
救
母
之
心
。
實
屬
難
得
。
深
可
憐
憫
。
已
加
恩
准
其
旌
表
矣

（
『
欽
定
大
清
會
典
事
例
』
卷
四
百
三
、
旌
表
節
孝
の
條
）
。

と
て
、
特
旨
で
旌
表
を
加
へ
ら
れ
て
居
る
。
勿
論
世
宗
は
今
囘
の
處
置
を
以
て
、
定
例
と
な
す
べ
か
ら
ず
、
又

地
方
官
憲
は
よ
く
管
内
の
人
民
に
、
割
肝
輕
生
の
愚
擧
を
懇
戒
す
べ
き
旨
を
、
仰
せ
下
さ
れ
て
居
る
が
、
一
旦

特
例
と
い
ふ
門
戸
が
開
く
と
、
特
例
が
定
例
と
化
し
易
い
。
そ
の
後
も
清
時
代
に
は
、
※
股
割
肝
の
孝
行
に
對

し
て
、
概
し
て
旌
表
を
加
へ
て
居
る
。
元
明
時
代
に
割
肝
行
孝
の
弊
害
を
認
め
て
、
禁
約
又
は
抵
制
し
て
も
、

遂
に
永
續
せ
な
か
つ
た
の
は
、
之
と
同
樣
の
事
情
に
本
づ
く
こ
と
と
思
ふ
。

　
支
那
の
官
憲
は
、
復
讎
や
割
股
の
弊
害
を
知
ら
ぬ
の
で
は
な
い
。
知
れ
ば
こ
そ
、
之
に
抵
制
を
試
み
、
之
に

禁
戒
を
加
へ
た
の
で
あ
る
。
さ
れ
ど
孝
道
は
支
那
の
社
會
や
國
家
に
と
つ
て
の
生
命
で
あ
る
。
復
讎
や
割
股
は
、

孝
情
の
發
露
で
あ
る
。
復
讎
や
割
股
の
弊
害
を
矯
め
過
ぎ
て
、
肝
心
の
孝
道
を
萎
薇
さ
せ
、
孝
情
を
抑
壓
し
て

は
な
ら
ぬ
。
こ
れ
が
支
那
官
憲
の
當
然
の
用
意
で
あ
る
。
か
く
て
さ
き
の
抵
制
や
禁
戒
も
、
何
時
と
な
く
弛
緩

し
て
、
結
局
は
復
讎
が
公
認
に
近
く
な
り
、
割
股
が
旌
表
を
例
と
す
る
に
至
る
の
で
、
支
那
官
憲
の
不
徹
底
を

非
難
す
る
前
に
、
一
應
は
そ
の
孝
道
を
尊
重
す
る
衷
情
を
諒
と
せ
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
十
六
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孝
道
は
支
那
の
生
命
で
あ
り
、
又
そ
の
國
粹
で
あ
る
。
私
は
主
と
し
て
法
律
方
面
に
於
け
る
孝
道
を
紹
介
し

た
が
、
支
那
の
社
會
の
各
方
面
に
、
支
那
の
國
家
の
各
機
關
に
、
同
樣
孝
道
網
が
行
き
渡
つ
て
居
る
。
孝
道
を

除
外
し
て
は
、
國
家
も
社
會
も
存
續
が
出
來
ぬ
。
こ
れ
が
支
那
の
實
情
で
あ
る
。
否
尠
く
と
も
過
去
の
支
那
の

政
治
家
や
學
者
は
、
し
か
く
確
信
し
て
居
つ
た
。
さ
れ
ば
支
那
人
は
外
國
と
觸
接
す
る
場
合
、
先
づ
そ
の
國
の

孝
道
の
盛
衰
有
無
に
よ
つ
て
、
そ
の
國
の
文
野
を
測
定
す
る
。
彼
等
は
匈
奴
に
對
す
る
と
、
「
匈
奴
俗
賤
老
」

（
『
史
記
』
卷
百
十
、
匈
奴
傳
）
と
い
ひ
、
又
「
【
匈
奴
】
貴
壯
健
賤
老
弱
」
（
同
上
）
と
い
ふ
て
排
斥
し
て

居
る
。
彼
等
は
蒙
古
に
對
す
る
と
、
「
韃
人
賤
老
而
貴
壯
」
（
『
蒙
韃
備
録
』
）
と
排
斥
し
て
居
る
。
支
那
人

が
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
文
化
を
謳
歌
せ
ぬ
、
最
大
理
由
も
亦
こ
こ
に
本
づ
く
。
彼
等
の
意
見
に
據
る
と
、
祖
先
を
崇

祀
せ
ず
、
孝
道
を
輕
視
す
る
樣
な
國
に
、
文
化
の
存
在
す
る
筈
が
な
く
、
か
か
る
國
人
は
野
蠻
と
し
て
排
斥
せ

ね
ば
な
ら
ぬ
と
い
ふ
（Paul Perny
【
童
文
獻
】; 

〔La C
hine supe'rieure a` la France. p. 81

〕
）
。
私
は
必

ず
し
も
此
の
如
き
見
方
を
、
す
べ
て
正
當
と
し
て
贊
同
を
表
す
る
の
で
な
い
。
但
事
實
を
紹
介
し
、
併
せ
て
此

の
如
き
見
方
の
裡
に
も
、
孝
道
を
第
一
と
す
る
、
支
那
人
の
特
色
が
現
は
れ
て
居
る
と
注
意
す
る
の
で
あ
る
。

　
同
時
に
支
那
を
觀
光
し
、
若
く
ば
支
那
を
紹
介
す
る
外
國
人
は
、
概
し
て
そ
の
孝
道
を
看
過
せ
ぬ
。
唐
時
代

の
ア
ラ
ブ
商
人 Sulaym

an 

は
、
支
那
人
が
そ
の
死
せ
る
親
の
爲
に
す
る
禮
儀
の
、
至
れ
り
盡
く
せ
る
有
樣
を

傳
へ
て
居
る
（R

einaud ; R
elations des V

oyages etc. Tom
e I, pp. 35-36

）
。
元
時
代
の
イ
タ
リ
ー
人 M

arc

o Polo 

は
、
支
那
人
は
そ
の
兩
親
に
最
大
の
尊
敬
を
拂
ひ
、
不
孝
者
に
對
す
る
支
那
官
憲
の
處
罰
の
嚴
重
な
る

こ
と
を
述
べ
て
居
る
（Y

ule and C
ordier ; M

arco Polo. V
ol. I, p. 457

）
。
西
暦
十
七
世
紀
の
終
に
、
世
界
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を
周
航
し
た
イ
タ
リ
ー
人C

areri

も
亦
、
下
の
如
き
記
事
を
傳
へ
て
居
る
。

　
支
那
で
は
、
父
及
び
母
を
神
聖
に
し
て
、
不
可
犯
の
も
の
と
認
め
て
居
る
。
支
那
人
は
父
母
へ
の
孝
行
が
、

あ
ら
ゆ
る
幸
福
の
源
と
信
じ
て
居
る
。
實
際
世
界
何
れ
の
國
の
歴
史
を
通
覽
し
て
も
、
支
那
の
如
く
孝
道
が
十

分
に
厲
行
さ
れ
て
居
る
實
例
は
見
當
ら
ぬ
（A

V
oyage

round
the

W
orld

【C
hurchill'sV

oyagesand
Travels

.V
ol.IV

】.p.357
）
。

　
此
の
如
き
國
體
で
あ
る
か
ら
、
新
に
支
那
に
入
り
來
る
外
國
の
思
想
な
り
信
仰
な
り
は
、
先
づ
孝
道
の
洗
禮

を
受
け
て
、
支
那
の
國
體
に
同
化
す
る
か
、
尠
く
と
も
支
那
の
國
體
と
干
格
せ
ぬ
や
う
に
、
用
意
せ
な
け
れ
ば

な
ら
ぬ
。
然
ら
ざ
れ
ば
そ
の
思
想
な
り
信
仰
な
り
は
、
支
那
に
扶
植
す
る
こ
と
が
出
來
ず
、
扶
植
し
て
も
、
長

成
す
る
こ
と
が
出
來
ぬ
。
例
へ
ば
摩
尼
教
が
、
他
の
諸
外
教
に
比
し
て
、
支
那
官
憲
か
ら
嚴
し
く
迫
害
さ
れ
た

所
以
も
、
そ
の
一
半
の
理
由
は
こ
れ
に
本
づ
く
（22

）
。
更
に
佛
教
と
天
主
教
と
の
支
那
傳
來
の
歴
史
を
比
較

す
る
と
、
こ
の
間
の
消
息
が
一
層
判
明
す
る
。

　
佛
教
は
必
ず
し
も
孝
道
を
疎
略
に
せ
ぬ
。
現
に
四
恩
の
一
に
父
母
の
恩
を
列
し
て
あ
る
。
さ
れ
ど
僧
尼
が
家

族
の
羈
絆
の
外
に
超
脱
す
る
が
如
き
、
支
那
人
の
孝
道
第
一
主
義
か
ら
觀
る
と
、
飽
足
ら
ず
思
は
る
る
點
が
尠

く
な
い
。
故
に
佛
教
も
支
那
に
傳
來
し
て
以
來
、
或
は
官
憲
の
干
渉
に
よ
り
、
或
は
學
者
の
非
難
に
省
み
て
、

餘
程
家
族
主
義
や
孝
道
主
義
の
色
彩
を
強
く
し
て
、
支
那
の
國
體
と
の
調
和
を
圖
つ
た
。
六
朝
時
代
を
通
じ
て
、

僧
尼
は
離
俗
出
家
と
い
ふ
の
で
、
そ
の
父
母
を
拜
せ
ず
、
却
つ
て
父
母
の
禮
を
受
く
る
を
例
と
し
た
（
唐
の
彦

悰
「
集
沙
門
不
應
拜
俗
等
事
」
【
『
縮
刷
藏
經
』
露
帙
七
册
所
收
】
）
。
さ
れ
ど
『
貞
觀
政
要
』
に
よ
る
と
、
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貞
觀
五
年
（
西
暦
六
三
一
）
太
宗
謂
侍
臣
曰
。
佛
道
説
教
。
本
行
善
事
。
豈
遣
僧
尼
道
士
等
。
妄
自
尊
崇
。

坐
受
父
母
之
拜
。
損
害
風
俗
。
悖
亂
禮
經
。
宜
即
禁
斷
。
仍
令
致
拜
於
父
母
（
卷
七
、
禮
樂
第
廿
九
）
。

と
あ
る
。
高
宗
の
顯
慶
二
年
（
西
暦
六
五
七
）
の
詔
に
も
同
じ
主
旨
を
か
さ
ね
て
、

　
　
自
今
已
後
。
僧
尼
不
得
受
父
母
及
尊
者
禮
拜
。
所
司
明
爲
法
制
。
即
宜
禁
斷
（
『
唐
會
要
』
卷
四
十
七
）
。

と
い
ひ
、
更
に
玄
宗
の
開
元
二
年
（
西
暦
七
一
四
）
の
勅
に
は
、

　
　
自
今
已
後
。
道
士
女
冠
僧
尼
等
。
竝
令
拜
父
母
。
至
於
喪
禮
輕
重
。
及
尊
屬
禮
數
。
一
準
常
儀
。
庶
能
正

此
頽
弊
。
用
明
典
則
（
『
唐
會
要
』
卷
四
十
七
）
。

と
い
ふ
。
此
の
如
く
し
て
唐
以
後
僧
尼
は
、
歩
一
歩
と
支
那
人
の
所
謂
孝
道
主
義
の
埒
内
に
追
ひ
込
め
ら
れ
て

來
た
（
『
唐
明
律
合
編
』
卷
九
參
看
）
。
『
明
律
』
は
こ
の
點
に
關
し
て
、
尤
も
徹
底
的
條
文
を
掲
げ
て
あ
る
。

　
　
凡
僧
尼
道
士
女
冠
。
竝
令
拜
父
母
。
祭
祀
祖
先
。
喪
服
等
第
。
皆
與
常
人
同
。
違
者
杖
一
百
。
還
俗
（
禮

律
、
儀
制
）
。

『
清
律
』
の
條
文
も
『
明
律
』
の
そ
れ
と
一
字
を
違
へ
ぬ
。
か
く
て
東
晉
以
來
、
支
那
教
界
の
大
懸
案
と
な
つ

た
、
沙
門
が
君
父
に
拜
禮
を
行
ふ
べ
き
や
否
や
の
問
題
は
、
『
明
律
』
に
よ
つ
て
最
後
の
決
斷
を
與
へ
ら
れ
た
。

即
ち
支
那
の
僧
尼
は
、
全
然
家
族
主
義
孝
道
主
義
の
約
束
の
下
に
立
ち
、
こ
の
點
で
は
何
等
俗
人
と
區
別
が
な

く
な
つ
た
。

　
北
宋
の
名
僧
の
契
嵩
に
「
孝
論
」
が
あ
る
。
彼
の
『
鐔
津
文
集
』
（
『
縮
刷
藏
經
』
露
帙
一
所
收
）
卷
三
に

收
録
さ
れ
て
居
る
。
佛
教
が
東
漸
し
て
以
來
、
儒
家
か
ら
反
對
を
受
け
た
場
合
が
稀
有
で
な
い
。
か
か
る
場
合
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に
、
儒
者
は
例
と
し
て
、
佛
教
が
孝
道
を
無
視
す
る
、
若
く
は
輕
視
す
る
こ
と
を
非
難
す
る
。
佛
教
排
斥
者
の

翹
楚
と
し
て
聞
え
た
、
唐
の
傅
奕
で
も
、
韓
愈
で
も
、
皆
佛
教
に
無
父
無
君
と
い
ふ
非
難
を
加
へ
て
居
る
。
こ

の
非
難
の
當
否
は
別
問
題
と
し
て
、
兔
に
角
か
か
る
非
難
は
、
佛
教
に
と
つ
て
相
當
の
苦
痛
た
る
こ
と
申
す
迄

も
な
い
。
契
嵩
の
時
代
に
至
つ
て
も
、
儒
者
の
孝
道
の
立
場
か
ら
、
佛
教
を
排
斥
す
る
者
が
絶
え
ぬ
。
こ
の
苦

境
を
開
拓
す
べ
く
、
契
嵩
は
「
孝
論
」
を
著
は
し
た
の
で
あ
る
。
彼
は
佛
教
が
尤
も
孝
道
を
重
ん
ず
る
こ
と
を

主
張
し
、
儒
教
も
佛
教
の
協
力
を
竣

つ
て
、
一
層
孝
道
を
完
成
す
る
こ
と
が
出
來
る
と
主
張
し
て
居
る
。
さ
れ

ど
彼
の
主
張
は
、
決
し
て
論
爭
的
で
な
く
、
寧
ろ
妥
協
的
で
あ
る
。
孝
道
の
完
成
に
對
し
て
、
彼
は
儒
佛
二
教

の
一
致
を
力
説
し
て
居
る
。
こ
こ
が
契
嵩
の
苦
心
の
存
す
る
所
と
思
ふ
。
要
す
る
に
佛
教
が
、
支
那
・
日
本
と

傳
播
す
る
間
に
、
そ
の
本
質
以
上
に
、
忠
孝
に
重
き
を
置
く
に
至
つ
た
の
は
、
爭
ひ
難
き
事
實
で
あ
る
。
か
く

國
體
や
國
情
と
よ
く
調
和
を
圖
つ
た
れ
ば
こ
そ
、
佛
教
が
東
亞
諸
國
の
間
に
、
彌
榮
え
得
た
の
で
あ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
十
七

　
佛
教
に
對
比
す
る
と
、
キ
リ
ス
ト
教
の
傳
道
の
歴
史
は
、
可
な
り
面
目
を
異
に
し
て
居
る
。
明
末
に
天
主
教

が
支
那
に
東
漸
す
る
と
當
時
の
宣
教
師
の
先
達
に
立
つ
た
利
瑪
竇
（M

attheo
R

icci

）
は
流
石
に
達
識
で
、
支

那
の
國
情
に
調
和
す
べ
く
布
教
す
る
を
、
成
功
の
祕
訣
と
考
へ
、
支
那
人
に
對
し
て
は
支
那
的
キ
リ
ス
ト
教
を

説
く
必
要
を
認
め
た
。
か
く
て
彼
は
支
那
人
が
孔
子
を
拜
し
、
祖
先
を
祭
る
は
、
全
く
社
會
的
政
治
的
趣
旨
に
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本
づ
く
も
の
で
あ
る
か
ら
、
排
斥
す
る
を
要
せ
ず
と
認
め
た
。
ジ
ェ
ス
イ
ッ
ト
派
の
宣
教
師
の
大
多
數
は
、
こ

の
見
解
を
正
當
と
し
て
遵
奉
し
た
が
、
他
派
の
宣
教
師
は
、
寧
ろ
之
に
贊
同
せ
ぬ
。
此
等
反
對
派
の
宣
教
師
の

見
解
で
は
、
支
那
人
が
孔
子
及
び
祖
先
を
祭
る
の
は
、
一
つ
の
迷
信
で
あ
る
か
ら
、
キ
リ
ス
ト
教
の
立
場
か
ら
、

之
が
排
斥
を
要
す
る
こ
と
申
す
迄
も
な
い
。
キ
リ
ス
ト
教
は
支
那
で
も
、
眞
の
キ
リ
ス
ト
教
と
し
て
傳
道
せ
な

け
れ
ば
な
ら
ぬ
と
主
張
し
た
。

　
雙
方
の
見
解
の
相
違
は
、
や
が
て
キ
リ
ス
ト
教
の
支
那
傳
道
史
上
有
名
な
る
、
天
主
教
の
宗
論
（R

ites C
on

troversy 

＝ Q
uestion des R

ites

）
を
惹
き
起
こ
し
た
。
こ
の
前
後
百
年
に
も
亙
れ
る
宗
論
の
事
實
に
就
い
て

は
、
然
る
べ
き
參
考
書
も
多
く
、
又
極
め
て
簡
單
な
が
ら
、
拙
稿
「
新
に
發
見
さ
れ
た
カ
ト
リ
ッ
ク
教
の
宗
論

關
係
の
二
史
料
」
（
本
全
集
第
二
卷
參
照
）
に
も
敍
述
し
て
置
い
た
か
ら
、
茲
に
は
説
明
せ
ぬ
。
但
そ
の
歸
結

を
紹
介
す
る
と
、
ロ
ー
マ
教
皇
は
孔
子
を
拜
し
祖
先
を
祭
る
儀
式
を
迷
信
と
斷
じ
て
、
天
主
教
徒
に
此
等
の
儀

式
を
行
ふ
こ
と
を
嚴
禁
し
た
。
勿
論
こ
の
禁
令
を
、
支
那
官
憲
が
そ
の
儘
に
看
過
す
る
筈
が
な
い
。
康
煕
帝
や
、

雍
正
帝
は
、
拜
孔
・
祭
祖
の
儀
式
に
反
對
す
る
如
き
、
國
體
に
背
叛
す
る
宗
教
は
、
支
那
國
内
に
宣
布
す
る
こ

と
を
嚴
禁
し
た
。
か
く
て
十
八
世
紀
に
天
主
教
は
一
旦
支
那
で
禁
止
さ
れ
た
が
、
そ
の
後
百
餘
年
を
經
て
、
十

九
世
紀
に
入
る
と
、
黄
埔
條
約
や
天
津
條
約
の
保
證
で
、
天
主
教
（
舊
教
）
も
耶
蘇
教
（
新
教
）
も
、
善
良
な

る
宗
教
と
し
て
、
大
手
を
振
つ
て
支
那
に
入
つ
て
來
た
。
天
主
教
は
過
去
の
歴
史
に
よ
つ
て
、
依
然
祖
先
崇
拜

を
排
斥
す
る
。
耶
蘇
教
は
何
等
過
去
の
拘
束
な
き
に
拘
ら
ず
、
千
八
百
九
十
年
に
上
海
で
開
か
れ
た
耶
蘇
教
宣

教
師
總
會
で
、
祖
先
崇
拜
の
儀
式
排
斥
を
決
議
し
て
居
る
（R

ecords of the general C
onference of the Prote
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stantM
issionariesofC

hina,1900.p.lxvi

）
。

　
祖
先
崇
拜
を
社
會
上
や
政
治
上
の
見
地
か
ら
、
維
持
せ
ざ
る
べ
か
ら
ず
と
確
信
せ
る
支
那
の
學
者
は
、
勿
論

此
の
如
き
宗
教
を
歡
迎
す
る
筈
が
な
い
。
前
の
李
衞
（
『
皇
朝
經
世
文
編
』
正
編
卷
六
十
九
、
禮
政
）
を
始
め
、

後
の
陶
保
廉
（
『
辛
卯
侍
行
記
』
卷
三
）
や
朱
一
新
（
『
無
邪
堂
答
問
』
卷
二
）
に
至
る
迄
、
主
と
し
て
廢
祀

無
父
と
い
ふ
點
で
キ
リ
ス
ト
教
に
反
對
す
る
。
曾
紀
澤
の
如
き
西
洋
の
事
情
に
通
曉
し
、
キ
リ
ス
ト
教
を
理
會

す
る
人
で
も
、
孝
道
の
立
場
か
ら
キ
リ
ス
ト
教
に
贊
成
せ
ぬ
（Edkins;C

urrentC
hinese

Literature

【R
ecor

dsofthe
generalC

onference
etc.1900

】.p.567

）
。
否
支
那
の
國
情
を
熟
知
す
る
宣
教
師
は
、
祖
先
崇
拜

を
排
斥
す
る
こ
と
は
、
支
那
布
教
上
の
一
大
暗
礁
た
る
こ
と
を
公
言
し
て
居
る
（23

）
。
兔
に
角
キ
リ
ス
ト
教

は
、
支
那
の
孝
道
と
調
和
せ
ぬ
と
い
ふ
點
で
、
尠
か
ら
ず
そ
の
弘
布
を
阻
止
さ
れ
た
事
實
は
否
定
し
難
い
。

　
今
よ
り
五
十
年
程
前
に
、
米
國
の
宣
教
師
のB

igelow

が
北
京
で
、
露
國
の
ギ
リ
シ
ア
教
の
僧
院
長A

rchi

m
andrite

Palladius

に
面
會
し
て
、
彼
に
布
教
の
結
果
を
質
問
し
た
時
、Palladius

は
之
に
對
へ
て
、

　
私
は
北
京
に
四
十
年
間
布
教
し
て
居
る
が
、
こ
の
間
に
多
分
唯
一
人
の
支
那
人
を
改
宗
せ
し
め
得
た
か
と
思

ふ
。
【
甚
だ
不
似
合
の
結
果
で
あ
る
が
、
】
若
し
他
の
宣
教
師
達
が
、
そ
れ
以
上
の
好
成
績
を
誇
る
な
ら
ば
、

そ
れ
は
信
用
せ
ぬ
が
よ
ろ
し
い
。

と
い
ふ
て
居
る
。B

igelow

も
亦
そ
の
後
二
十
年
間
に
於
け
る
彼
自
身
の
經
驗
に
照
ら
し
て
、Palladius

の
言

の
確
實
な
る
こ
と
を
保
證
し
て
居
る
（C

hina
againstthe

W
orld.chap,III

參
看
）
。
教
會
や
學
校
で
の
支
那

人
の
信
者
は
、
學
校
や
教
會
を
離
れ
る
と
、
大
抵
は
不
信
者
に
復
歸
す
る
。
要
す
る
に
過
去
の
支
那
に
於
け
る
、
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キ
リ
ス
ト
教
宣
教
師
達
の
努
力
は
、
勞
多
く
し
て
功
の
尠
な
い
事
實
を
否
定
す
る
こ
と
が
出
來
ぬ
。
こ
は
キ
リ

ス
ト
教
が
支
那
の
國
情
、
換
言
す
れ
ば
支
那
の
孝
道
と
調
和
を
缺
く
こ
と
が
、
そ
の
重
な
る
原
因
の
一
つ
と
認

め
ね
ば
な
ら
ぬ
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
十
八

　
過
去
に
於
て
上
述
の
如
く
、
大
勢
力
を
有
し
て
居
つ
た
支
那
の
孝
道
も
、
長
い
年
月
の
間
に
、
幾
分
づ
つ
家

族
制
度
の
弛
緩
す
る
に
從
ひ
、
殊
に
近
時
所
謂
新
思
想
の
流
行
と
共
に
、
次
第
に
そ
の
勢
力
を
失
は
ん
と
し
つ

つ
あ
る
事
實
は
否
認
出
來
ぬ
。
民
國
で
編
纂
さ
れ
た
現
行
法
律
に
も
、
家
族
主
義
を
執
る
べ
き
理
由
を
、
堂
々

と
宣
言
し
て
あ
る
が
（
『
中
華
六
法
全
書
』
民
律
草
案
第
四
編
首
章
參
看
）
、
そ
の
内
容
は
明
清
時
代
の
法
律

の
そ
れ
と
、
著
し
く
逕
庭
が
あ
つ
て
、
所
謂
強
弩
の
末
勢
の
憾
が
な
い
で
も
な
い
。
勿
論
こ
の
新
編
の
法
律
は
、

治
外
法
權
撤
廢
と
い
ふ
、
對
外
的
目
的
も
あ
つ
て
、
傳
統
的
の
孝
道
第
一
主
義
の
み
に
據
り
難
い
、
事
情
の
存

在
し
た
點
は
認
め
置
か
ね
ば
な
ら
ぬ
。
さ
る
に
て
も
最
近
に
世
間
を
驚
殺
さ
せ
た
、
支
那
軍
閥
の
一
頭
目
た
る

馮
玉
祥
の
子
で
、
ロ
シ
ア
に
留
學
中
で
あ
つ
た
馮
洪
國
が
、
父
に
對
す
る
絶
縁
状
を
新
聞
紙
上
に
公
開
し
た
如

き
、
破
天
荒
の
實
例
を
見
る
と
、
私
の
如
き
支
那
の
歴
史
を
研
究
し
、
支
那
の
孝
道
を
知
悉
す
る
者
は
、
今
更

な
が
ら
今
昔
の
感
に
、
長
大
息
を
禁
ず
る
こ
と
が
出
來
ぬ
（24
）
。

　
支
那
は
し
ば
ら
く
措
き
、
我
が
國
の
孝
道
も
、
維
新
前
か
ら
明
治
へ
、
明
治
か
ら
大
正
へ
と
、
年
月
を
經
る
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ま
ま
に
、
衰
微
に
つ
き
つ
つ
あ
る
状
態
は
、
上
來
行
論
中
に
、
間
々
言
及
し
て
置
い
た
。
さ
れ
ど
君
民
一
體
・

忠
孝
一
致
の
我
が
國
體
上
よ
り
觀
て
、
こ
の
孝
道
の
衰
微
は
、
決
し
て
そ
の
儘
に
看
過
す
べ
き
現
象
で
な
い
。

有
識
者
は
疾
に
こ
の
點
に
就
い
て
、
我
が
國
の
將
來
の
爲
に
憂
慮
し
て
居
る
（
澤
柳
博
士
『
孝
道
』
上
卷
、
三

　
四
頁
）
。
私
も
之
に
は
全
く
同
感
で
、
た
と
ひ
家
族
制
度
は
時
代
の
風
潮
に
よ
つ
て
、
變
移
を
免
れ
ぬ
と
し

て
も
、
孝
道
の
精
神
は
是
非
維
持
振
興
せ
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
と
思
ふ
。
私
は
更
に
一
歩
を
進
め
て
、
孝
道
の
振

興
は
、
單
に
日
本
や
支
那
の
如
き
、
東
亞
諸
國
に
必
要
な
る
の
み
で
な
く
、
西
洋
諸
國
に
と
つ
て
も
、
隨
分
望

ま
し
い
こ
と
か
と
思
ふ
。
何
と
な
れ
ば
、
孝
道
の
精
神
は
、
西
洋
文
化
に
伴
ふ
種
々
の
弊
害
を
、
幾
分
緩
和
し

得
る
と
信
ず
る
か
ら
で
あ
る
。

　
英
國
の
詩
人K

ipling

は
、
嘗
て
東
洋
は
東
洋
、
西
洋
は
西
洋
、
兩
者
は
到
底
一
致
せ
ぬ
で
あ
ら
う
　
　Eas

tisEastand
W

estisW
est,and

the
tw

o
shallneverm

eet

　
　
と
い
ふ
た
。
こ
のK

ipling

の
所
説
に
一
面
の

眞
理
は
あ
る
が
、
全
體
の
眞
理
と
し
て
は
一
寸
受
取
り
難
い
。
東
西
兩
洋
の
文
化
は
、
早
く
か
ら
彼
此
相
互
に

影
響
し
て
居
る
。
こ
の
彼
此
の
影
響
は
將
來
も
同
樣
で
、
否
將
來
は
一
層
密
接
と
な
る
べ
き
こ
と
疑
を
容
れ
ぬ
。

然
る
にK

ipling

が
東
洋
と
西
洋
と
の
接
近
や
一
致
を
、
永
遠
に
否
定
す
る
の
は
、
こ
の
過
去
の
事
實
や
、
將

來
の
傾
向
を
、
餘
り
に
輕
視
す
る
嫌
が
あ
る
と
思
ふ
（
〔G

ue'non
;O

rientetO
ccident.A

vant-propos,p.7

〕
）
。
さ
れ
ど
同
時
に
東
洋
の
文
化
と
西
洋
の
文
化
と
に
は
、
そ
れ
ぞ
れ
傳
統
的
の
精
神
が
あ
つ
て
、
各
自
の

特
色
を
も
つ
て
居
る
事
實
は
爭
ひ
難
い
。
東
洋
文
化
尠
く
と
も
東
亞
文
化
の
精
神
、
若
く
は
精
神
の
一
つ
と
し

て
は
、
孝
道
を
擧
げ
ね
ば
な
ら
ぬ
。
日
本
・
支
那
に
於
け
る
、
殊
に
過
去
の
日
本
・
支
那
に
於
け
る
學
問
・
教
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育
・
禮
儀
等
は
、
す
べ
て
孝
道
を
中
心
と
し
て
居
る
か
ら
で
あ
る
。
加
藤
弘
之
博
士
は
嘗
て
そ
の
「
東
西
道
徳

原
理
の
相
違
」
中
に
、
左
の
如
き
意
見
を
發
表
さ
れ
た
。

　
道
徳
の
原
理
東
西
相
違
の
重
要
な
る
點
は
、
主
と
し
て
「
亡
我
」
と
「
保
我
」
と
の
二
主
義
に
在
り
。
蓋
し

　
亞
細
亞
の
道
徳
は
亡
我
の
主
義
な
り
。
歐
洲
の
道
徳
は
保
我
の
主
義
な
り
と
い
ふ
べ
し
。
…
…
亡
我
は
利
他

　
主
義
な
り
。
保
我
は
利
己
主
義
な
り
と
い
ふ
べ
し
。
東
方
諸
國
は
專
ら
こ
の
亡
我
、
即
ち
利
他
主
義
よ
り
生

　
ず
る
道
徳
を
有
す
る
が
故
に
、
君
臣
父
子
夫
婦
以
下
、
總
て
他
の
爲
に
す
る
所
の
義
務
と
い
ふ
こ
と
を
最
重

　
な
る
も
の
と
な
し
、
人
々
自
己
の
利
害
を
顧
ず
し
て
、
唯
々
他
の
爲
に
盡
さ
ゞ
る
べ
か
ら
ざ
る
務
を
有
す
る

　
こ
と
ゝ
な
り
た
り
。
然
る
に
西
方
諸
國
の
保
我
に
あ
り
て
は
、
之
に
反
し
て
自
己
の
位
置
を
保
ち
、
自
己
の

　
利
益
を
謀
る
を
以
て
、
最
初
の
權
利
と
見
做
す
に
至
れ
り
。
…
…

　
西
方
人
民
は
活
溌
進
取
の
氣
象
あ
る
が
故
に
、
專
ら
權
利
思
想
を
發
達
し
て
、
道
徳
の
原
理
も
此
思
想
よ
り

　
出
で
た
る
は
、
甚
だ
賀
す
べ
し
と
雖
ど
も
、
之
が
爲
に
保
我
自
利
に
偏
す
る
の
弊
あ
り
。
又
東
方
人
民
の
專

　
ら
義
務
思
想
を
固
有
し
て
、
そ
の
道
徳
の
主
義
も
此
思
想
よ
り
出
で
た
る
は
、
大
に
賞
す
べ
き
所
あ
れ
ど
も
、

　
之
に
偏
す
る
の
餘
、
殆
ど
全
く
亡
我
利
他
主
義
と
な
れ
り
。
斯
の
如
く
東
西
道
徳
の
根
源
思
想
の
全
く
相
反

　
す
る
は
、
如
何
な
る
理
由
な
り
や
と
云
ふ
に
、
是
は
東
西
人
種
の
元
來
性
質
の
異
同
に
よ
る
も
の
と
せ
ざ
る

　
べ
か
ら
ず
（
『
加
藤
弘
之
講
演
全
集
』
第
二
册
、
一
四
五
　
一
四
六
、
一
五
一
　
一
五
二
頁
）
。

加
藤
博
士
の
所
見
は
先
づ
妥
當
で
あ
ら
う
。
私
も
博
士
と
同
じ
く
、
東
洋
の
道
徳
は
西
洋
の
そ
れ
に
比
し
て
、

著
し
く
義
務
、
今
少
し
く
適
切
に
い
へ
ば
、
服
從
の
義
務
を
重
ん
ず
る
傾
向
を
認
め
る
。
但
こ
の
特
色
は
、
東
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西
人
種
の
性
質
に
起
源
す
る
よ
り
も
、
寧
ろ
東
西
に
於
け
る
家
族
制
度
の
發
達
の
相
違
に
歸
す
べ
き
も
の
か
と

思
ふ
。
家
族
制
度
が
發
達
し
、
そ
の
中
堅
を
な
す
べ
き
孝
道
主
義
が
高
調
さ
れ
る
と
、
自
然
服
從
が
第
一
の
道

徳
と
認
め
ら
れ
ね
ば
な
ら
ぬ
。
子
は
條
件
な
し
に
、
父
に
服
從
せ
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
。
臣
は
條
件
な
し
に
、
君

（
君
父
）
に
服
從
せ
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
。
妻
は
條
件
な
し
に
、
舅
姑
（
義
親
）
又
は
夫
に
服
從
せ
な
け
れ
ば
な

ら
ぬ
。
こ
の
君
臣
・
父
子
・
夫
婦
の
關
係
が
所
謂
三
綱
で
あ
る
。
か
く
て
東
亞
の
道
徳
を
、
服
從
の
道
徳
と
稱

し
て
も
、
大
な
る
間
違
ひ
で
な
い
と
思
ふ
。
服
從
の
道
徳
は
、
同
時
に
平
和
の
道
徳
で
あ
る
。
『
孝
經
』
に
、

　
　
【
孝
子
之
能
】
事
親
者
。
居
上
不
驕
。
爲
下
不
亂
。
在
醜
（
衆
）
不
爭
（
紀
孝
行
章
第
十
）
。

と
述
べ
て
あ
る
通
り
で
あ
る
。

　
今
よ
り
二
十
四
五
年
前
に
、
さ
る
支
那
人
が
匿
名
でLettersfrom

a
chinese

O
fficial,being

an
eastern

V
ie

w
ofW

estern
C

ivilization

と
い
ふ
一
書
を
著
は
し
て
、
西
洋
の
文
化
に
か
な
り
手
嚴
し
い
批
判
を
加
へ
た
。

こ
の
小
著
は
内
容
の
新
奇
と
文
體
の
流
暢
と
で
、
可
な
り
廣
く
歐
米
諸
國
で
購
讀
さ
れ
た
。
こ
の
批
判
に
對
し

て
、
米
國
のB

ryan

は
、
千
九
百
六
年
にLettersto

a
chinese

O
fficial,being

a
w

estern
V

iew
ofeastern

C
i

vilization

を
公
に
し
て
、
反
駁
を
加
へ
て
居
る
。
そ
の
中
に
支
那
の
家
庭
に
對
す
るB

ryan

の
非
難
に
、
家
庭

内
に
於
け
る
子
の
親
に
對
す
る
義
務
の
み
が
教
へ
ら
れ
て
、
親
の
子
に
對
す
る
義
務
を
説
か
ぬ
の
は
、
片
務
で

正
理
で
な
い
。
子
に
何
等
の
義
務
を
果
さ
ぬ
親
に
對
し
て
、
そ
の
死
後
ま
で
孝
養
を
盡
さ
ね
ば
な
ら
ぬ
と
い
ふ

道
理
は
ど
こ
か
ら
生
じ
て
來
る
か
。
西
洋
の
家
庭
は
、
子
の
親
に
對
す
る
と
同
樣
に
、
親
の
子
に
對
す
る
義
務

を
要
求
す
る
。
西
洋
で
は
相
愛
關
係
に
あ
る
夫
婦
が
家
庭
の
中
心
で
、
こ
の
家
庭
が
支
那
の
如
き
、
父
母
の
任
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意
選
擇
で
出
來
上
る
夫
婦
の
家
庭
に
比
し
て
、
幾
層
倍
幸
福
で
あ
る
と
い
う
て
居
る
（pp. 61-62, 65-66

）
。

　
二
十
餘
年
間
支
那
に
布
教
し
て
、
支
那
人
の
風
俗
習
慣
に
通
達
せ
り
と
稱
せ
ら
る
る
米
國
の
宣
教
師 Sm

ith 
も
亦
、
東
西
の
家
庭
を
比
較
し
て
、
大
要
次
の
如
き
批
評
を
述
べ
て
居
る
。

　
キ
リ
ス
ト
教
は
男
子
に
早
く
そ
の
父
母
の
許
を
離
れ
て
、
そ
の
妻
に
愛
着
（C

leave

）
す
べ
き
を
命
じ
、
孔

子
教
は
そ
の
反
對
に
、
男
子
に
終
始
そ
の
父
母
に
愛
着
す
べ
き
を
命
じ
、
剩
へ
そ
の
妻
に
も
夫
と
同
樣
の
行
爲

を
と
る
べ
く
要
求
す
る
。
若
し
親
子
の
關
係
と
夫
婦
の
關
係
と
衝
突
す
る
場
合
に
は
、
後
者
は
勿
論
前
者
の
犧

牲
と
な
ら
ね
ば
な
ら
ぬ
。
此
の
如
き
は
、
よ
り
若
き
夫
婦
は
、
よ
り
老
い
た
る
父
母
の
存
生
中
、
絶
え
ず
そ
の

下
積
と
な
る
譯
で
、
誠
に
社
會
の
不
幸
な
る
缺
陷
と
思
ふ
（C

hinese C
haracteristics. p. 183

）
。

　
支
那
で
も
第
三
者
と
し
て
親
の
子
に
對
す
る
義
務
を
説
か
ぬ
で
は
な
い
。
『
禮
記
』
に
「
知
爲
人
子
。
然
後

可
以
爲
人
父
」
（
文
王
世
子
）
と
い
ひ
、
孔
子
も
「
有
親
不
能
報
。
有
子
而
求
其
孝
非
恕
也
」
（
『
荀
子
』
法

行
篇
第
三
十
）
と
申
し
て
居
る
で
は
な
い
か
。
そ
の
孔
子
が
魯
の
司
寇
た
り
し
時
、
父
子
の
間
に
訴
訟
が
起
つ

た
。
孔
子
は
こ
の
父
子
と
も
に
、
一
獄
の
中
に
囚
へ
て
、
反
省
さ
せ
て
居
る
（
『
荀
子
』
宥
坐
篇
第
廿
八
、

『
孔
子
家
語
』
始
誅
篇
第
二
章
）
。
父
を
囚
へ
た
の
は
、
子
を
教
へ
ざ
り
し
罪
を
責
め
た
の
で
あ
る
。
清
の
崔

述
が
こ
の
傳
説
を
、
有
り
得
べ
か
ら
ざ
る
こ
と
と
し
て
排
斥
す
る
の
は
（
『
洙
泗
考
信
録
』
卷
二
）
、
正
當
と

は
思
ふ
が
、
同
時
に
か
か
る
傳
説
の
行
は
れ
た
時
代
に
、
儒
家
の
一
部
に
、
か
か
る
思
想
の
存
在
し
た
事
實
は
、

是
認
せ
な
け
れ
ば
な
る
ま
い
。
後
漢
の
仇
覽
は
、
そ
の
部
民
の
不
孝
を
訴
へ
出
た
、
母
の
不
行
屆
を
諭
し
て
感

悔
さ
せ
て
居
る
（
『
後
漢
書
』
仇
覽
傳
）
。
か
か
る
實
例
は
他
に
も
稀
有
で
な
い
。
さ
れ
ど
支
那
で
は
、
子
と
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し
て
は
如
何
な
る
場
合
で
も
、
親
に
服
從
す
る
の
が
孝
道
で
、
親
は
親
た
ら
ず
と
も
、
子
は
子
た
ら
ざ
る
べ
か

ら
ず
と
い
ふ
の
が
、
孝
道
の
極
意
で
あ
る
。
東
洋
の
家
庭
は
、
父
子
を
中
心
と
し
た
、
上
下
を
貫
く
縱
の
家
庭

で
、
服
從
に
重
き
を
置
き
、
西
洋
の
家
庭
は
、
夫
婦
を
中
心
と
し
た
、
左
右
を
連
ね
る
横
の
家
庭
で
、
相
愛
に

重
き
を
置
く
。
西
洋
の
家
庭
に
生
育
し
たB

ryan

やSm
ith

は
東
洋
の
家
庭
を
理
會
す
る
こ
と
が
出
來
ず
、
又

孝
道
の
極
意
を
理
會
す
る
こ
と
が
出
來
ず
と
も
、
格
別
不
思
議
と
す
る
に
足
ら
ぬ
。
こ
れ
がK

ipling

の
所
謂

東
洋
は
東
洋
、
西
洋
は
西
洋
た
る
所
以
か
と
思
ふ
。

　
今
世
界
を
風
靡
し
て
居
る
西
洋
の
文
化
も
、
最
早
行
き
詰
り
の
觀
が
な
い
で
も
な
い
。Eucken

やN
athorp

を
始
め
、
こ
の
行
き
詰
り
を
打
破
す
る
爲
に
は
、
東
洋
の
文
化
の
攝
收
を
必
要
と
す
る
意
見
を
有
す
る
思
想

家
が
尠
く
な
い
（R

eichw
ein

;C
hina

and
Europe.Introduction,p.3

）
。
〔G

ue'non

〕
の
如
き
は
正
直
に
、

西
洋
の
文
化
は
物
質
的
（
〔M
ate'riel
〕
）
方
面
で
優
つ
て
居
て
も
、
精
神
的
（Intellectual

）
方
面
で
東
洋

の
文
化
に
劣
つ
て
居
る
か
ら
、
後
者
に
請
益
す
る
こ
と
が
必
要
で
あ
る
と
告
白
し
て
居
る
（O

rientetO
ccide

nt.pp.8-9

）
。
西
洋
の
文
化
を
裨
益
す
べ
き
東
洋
の
文
化
と
い
へ
ば
、
支
那
の
儒
教
な
ど
は
、
先
づ
第
一
に
指

を
屈
せ
ら
る
べ
き
も
の
と
思
ふ
。
支
那
の
實
踐
的
哲
學
の
助
力
に
よ
つ
て
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
文
化
を
進
歩
せ
し

む
べ
し
と
い
ふ
考
は
、
決
し
て
破
天
荒
の
事
件
で
な
い
。
支
那
の
儒
教
は
已
に
十
七
世
紀
か
ら
十
八
世
紀
に
か

け
て
、
隨
分
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
學
者
に
歡
迎
さ
れ
た
。
こ
の
事
實
は
近
くR

eichw
ein

に
よ
つ
て
明
瞭
に
發
表
さ

れ
た
か
ら
（C

hina
and

Europe.Intellectualand
A

rtistic
C

ontactsin
the

Eighteenth
C

entury,1925

）
、
茲

に
繰
り
返
へ
す
必
要
を
認
め
ぬ
。
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數
あ
る
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
學
者
の
中
で
も
、
フ
ラ
ン
ス
の V

oltaire 

や
、
ド
イ
ツ
の Leibnitz 

の
如
き
は
、
尤

も
熱
心
に
孔
子
の
所
説
に
隨
喜
し
た
。Leibnitz 

は
現
在
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
か
ら
多
數
の
宣
教
師
を
支
那
に
送
つ
て
、

教
化
に
努
め
つ
つ
あ
る
が
、
そ
れ
と
同
樣
に
【
或
は
そ
れ
以
上
に
】
、
支
那
か
ら
宣
教
師
の
派
遣
を
求
め
て
、

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
を
教
化
せ
し
む
る
の
が
、
必
要
で
あ
る
と
公
言
し
て
居
る
（R

eichw
ein ; C

hina and Europe. p. 

80

）
。V

oltaire 
は
支
那
の
政
治
組
織
は
、
確
に
世
界
中
最
良
の
も
の
で
あ
る
。
そ
の
組
織
が
全
然
親
權
（Pat

ernal authority

）
を
基
礎
と
し
て
居
る
點
も
、
世
界
無
類
で
あ
る
と
斷
言
し
て
居
る
（R

eichw
ein ; Ibid., p. 8

9

）
。
こ
の
二
人
に
比
し
て
、
や
や
先
出
の
英
國
の Tem

ple 

も
亦
、
支
那
の
政
治
組
織
は
、
世
界
中
何
れ
の

國
の
そ
れ
よ
り
勝
り
、
ギ
リ
シ
ア
の Plato 

以
來
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
幾
多
の
學
者
の
案
出
し
た
理
想
國
に
も
勝

る
と
推
奬
し
て
居
る
（
大
正
六
年
十
月
號
『
史
林
』
所
收
、
内
田
博
士
「
サ
ー
・
ヰ
ル
リ
ヤ
ム
・
テ
ム
プ
ル
」

六
七
頁
）
。
勿
論
此
等
の
諸
學
者
に
、
多
少
儒
教
を
買
被
つ
た
弱
點
が
あ
る
と
し
て
も
、
同
時
に
儒
教
の
説
く

道
徳
や
政
治
の
中
に
、
西
洋
の
文
化
に
見
出
し
難
い
、
或
る
眞
理
や
長
所
を
具
へ
て
居
る
事
實
を
、
看
過
す
る

こ
と
が
出
來
ぬ
。
儒
教
の
内
容
と
價
値
と
は
、
二
百
年
前
も
今
日
も
何
等
相
違
が
な
い
。
過
去
に
し
か
く
ヨ
ー

ロ
ッ
パ
思
想
界
の
先
覺
者
を
憧
憬
せ
し
め
た
儒
教
の
道
徳
や
政
治
は
、
今
日
と
雖
ど
も
西
洋
の
文
化
に
裨
益
す

る
所
尠
く
な
い
筈
で
あ
る
。

　
近
時
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
に
流
行
す
る
所
謂
ア
ジ
ア
熱
（A

siatic fever

）
は
、
老
子
の
學
説
が
中
心
と
な
つ
て
居

る
が
、
私
は
遠
か
ら
ず
孔
子
の
儒
教
中
心
の
到
來
を
疑
は
ぬ
。
儒
教
の
孝
道
を
基
礎
と
す
る
道
徳
教
育
や
、
儒

教
の
服
從
と
秩
序
と
を
目
的
と
す
る
政
治
哲
學
は
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
思
想
界
に
、
設
想
以
上
の
大
な
る
影
響
を
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與
へ
得
る
に
相
違
な
い
。
尠
く
と
も
西
洋
の
文
化
に
、
必
然
的
に
隨
伴
す
る
が
如
く
見
え
る
、
權
利
思
想
や
反

抗
氣
分
や
、
乃
至
辜
鴻
銘
の
い
は
ゆ
る
群
氓
禮
贊
（M

ob-w
orship

）
の
如
き
、
好
ま
し
か
ら
ざ
る
諸
事
相
も
、

之
に
よ
つ
て
幾
分
緩
和
さ
れ
る
か
と
思
ふ
。
儒
教
の
興
隆
と
孝
道
の
振
起
と
は
、
日
本
や
支
那
に
と
つ
て
も
、

極
め
て
望
ま
し
い
事
で
は
あ
る
が
、
更
に
世
界
人
類
の
爲
に
、
一
層
切
望
に
堪
へ
ぬ
。

『
詩
經
』
に
「
東
方
明
矣
。
朝
既
昌
矣
」
（
齊
風
、
雞
鳴
）
と
い
ふ
。
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
に
於
け
る
ア
ジ
ア
熱
は
、

日
に
月
に
昌
熾
を
加
へ
つ
つ
あ
る
で
は
な
い
か
。
『
詩
經
』
に
ま
た
「
缾
之
罄
矣
。
維
罍
之
恥
」
（
小
雅
、
蓼

莪
）
と
い
ふ
。
こ
の
東
洋
文
化
憧
憬
の
時
代
に
、
獨
り
支
那
の
儒
教
の
眞
價
が
、
未
だ
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
學
界
に

認
識
さ
れ
ぬ
な
ら
ば
、
そ
は
東
洋
人
の
一
大
恥
辱
で
は
な
い
か
。
支
那
文
化
研
究
者
、
就
中
儒
教
研
究
者
は
、

こ
の
千
歳
一
遇
と
も
い
ふ
べ
き
好
機
會
を
利
用
し
て
、
支
那
文
化
の
眞
價
を
世
界
に
發
揚
し
、
儒
教
の
理
想
を

人
類
に
光
被
せ
し
む
る
義
務
が
あ
る
と
思
ふ
。

　
　
備
考

　
　
（
１
）
支
那
で
夫
が
妻
を
娶
る
目
的
は
、
（
一
）
家
の
血
統
を
永
續
せ
ん
爲
め
、
（
二
）
祖
先
の
祭
を
續

　
　
　
　
　
行
せ
ん
爲
め
、
（
三
）
父
母
を
奉
養
せ
ん
爲
め
で
あ
る
。
故
に
妻
は
夫
の
爲
め
の
妻
で
な
く
、
父

　
　
　
　
　
母
の
爲
め
の
妻
、
祖
先
の
爲
め
の
妻
で
、
要
す
る
に
家
の
爲
め
の
妻
に
外
な
ら
ぬ
。
こ
の
點
を
看

　
　
　
　
　
過
し
て
は
、
支
那
の
婚
姻
の
意
義
、
及
び
婚
姻
に
關
す
る
諸
制
度
を
、
十
分
に
理
會
し
難
い
。
支

　
　
　
　
　
那
古
代
の
婚
姻
に
は
、
納
采
・
問
名
・
納
吉
・
納
徴
・
請
期
・
親
迎
と
い
ふ
所
謂
六
禮
が
あ
る
が
、

82支那の孝道殊に法律上より觀たる支那の孝道



　
　
　
　
　
こ
の
六
禮
は
、
皆
祖
先
の
廟
で
行
ふ
（
『
禮
記
』
昏
義
）
。
最
後
の
親
迎
と
は
、
壻
が
親
し
く
新

　
　
　
　
　
婦
と
な
る
べ
き
人
を
迎
へ
取
る
べ
く
、
女
の
家
に
出
掛
け
る
の
で
あ
る
。
こ
の
親
迎
の
當
日
に
、

　
　
　
　
　
壻
の
父
は
そ
の
子
に
命
じ
て
、

　
　
　
　
　
　
往
迎
爾
相
。
承
我
宗
事
。
勖
帥
以
敬
先
妣
之
嗣
（
『
儀
禮
』
士
婚
禮
）
。

　
　
　
　
　
と
い
ふ
。
か
く
て
壻
が
女
の
家
に
至
る
と
、
女
の
父
は
之
を
廟
に
迎
へ
、
こ
こ
で
親
し
く
女
を
壻

　
　
　
　
　
に
渡
す
。
廟
に
於
て
女
を
壻
に
渡
す
理
由
と
し
て
、
『
白
虎
通
』
に
次
の
如
く
説
明
し
て
あ
る
。

　
　
　
　
　
　
遣
女
於
禰
廟
者
。
重
先
人
之
遺
體
。
不
敢
自
專
。
故
告
禰
也
（
清
の
陳
立
『
白
虎
通
疏
證
』
卷

　
　
　
　
　
十
、
嫁
娶
）
。
さ
て
そ
の
女
が
愈
〻
生
家
を
辭
す
る
時
、
父
は
之
を
戒
め
て
、

　
　
　
　
　
　
謹
愼
從
爾
舅
之
言
。

　
　
　
　
　
と
い
ひ
、
母
は
之
を
戒
め
て
、

　
　
　
　
　
　
謹
愼
從
爾
姑
之
言
。

　
　
　
　
　
と
い
ふ
こ
と
が
『
穀
梁
傳
』
（
桓
公
三
年
）
に
見
え
て
居
る
。

　
　
　
　
　
新
婦
が
壻
の
家
に
來
て
、
三
月
を
經
て
、
始
め
て
そ
の
家
の
祖
先
の
廟
を
拜
す
る
。
之
を
廟
見
と

　
　
　
　
　
い
ふ
。
廟
見
を
終
へ
て
後
ち
、
始
め
て
そ
の
家
の
正
妻
た
る
資
格
を
得
る
の
で
あ
る
。
廟
見
未
了

　
　
　
　
　
の
間
は
假
妻
と
も
い
ふ
べ
く
、
家
風
に
合
は
ざ
る
理
由
で
、
そ
の
生
家
に
送
還
せ
ら
る
る
恐
が
あ

　
　
　
　
　
つ
て
、
始
終
不
安
の
位
置
を
脱
せ
ぬ
。
そ
れ
で
結
婚
の
當
日
に
、
女
の
生
家
よ
り
送
つ
て
來
た

　
　
　
　
　
【
馬
車
用
の
】
馬
は
、
無
事
に
廟
見
を
終
る
ま
で
、
そ
の
儘
壻
の
家
に
留
め
て
置
く
。
女
が
そ
の
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生
家
に
送
還
さ
れ
る
、
萬
一
の
場
合
の
用
意
で
あ
る
。
廟
見
を
終
る
と
最
早
送
還
さ
れ
る
恐
が
な

　
　
　
　
　
い
か
ら
、
そ
の
馬
を
女
の
生
家
に
返
送
す
る
。
之
を
反
馬
と
い
ふ
。
若
し
廟
見
未
了
の
間
に
、
女

　
　
　
　
　
が
病
死
す
る
と
、
そ
の
生
家
に
歸
葬
し
、
廟
見
後
に
病
死
す
る
と
、
そ
の
新
夫
の
家
で
死
事
を
行

　
　
　
　
　
ふ
（
『
白
虎
通
疏
證
』
卷
十
、
嫁
娶
の
條
參
看
）
。
上
來
述
べ
來
た
婚
姻
の
諸
制
度
か
ら
推
し
て
、

　
　
　
　
　
妻
を
娶
る
の
は
夫
の
爲
め
で
な
く
、
寧
ろ
祖
先
と
父
母
と
の
爲
め
で
あ
る
と
い
ふ
精
神
が
、
よ
く

　
　
　
　
　
判
明
す
る
で
は
な
い
か
。
支
那
古
代
に
於
け
る
婚
姻
制
度
に
關
す
る
委
細
の
こ
と
は
、
民
國
の
陳

　
　
　
　
　
顧
遠
の
著
書
（
民
國
十
三
年
刊
『
中
國
古
代
婚
姻
史
』
）
や
、
フ
ラ
ン
ス
のG

ranet

の
論
文

　
　
　
　
　
（C

outum
esM

atritm
onialesde

la
C

hine
antique

【T'oung
Pao,1912

】
）
に
讓
つ
て
、
茲
に

　
　
　
　
　
は
單
に
支
那
古
代
婚
姻
は
、
人
（
當
事
の
男
女
）
の
爲
め
で
な
く
、
家
（
父
母
・
祖
先
）
の
爲
め

　
　
　
　
　
で
あ
る
と
い
ふ
證
明
に
止
め
る
。
近
時
に
至
る
迄
、
支
那
の
婚
姻
は
、
形
式
に
多
少
の
改
廢
が
出

　
　
　
　
　
來
て
も
、
精
神
に
は
格
別
變
化
が
な
か
つ
た
。
即
ち
嫁
娶
は
家
の
問
題
で
、
人
の
問
題
で
な
く
、

　
　
　
　
　
從
つ
て
當
事
の
男
女
の
意
思
は
重
要
視
さ
れ
な
か
つ
た
。
民
國
に
な
つ
て
成
立
し
た
『
民
律
草
按
』

　
　
　
　
　
（
第
千
三
百
四
十
一
條
）
に
、
始
め
て
婚
姻
當
事
の
男
女
の
意
思
に
重
き
を
置
き
、
婚
姻
は
家
の

　
　
　
　
　
爲
め
ば
か
り
で
な
く
、
併
せ
て
人
の
爲
め
と
い
ふ
主
旨
が
明
示
さ
れ
て
居
る
が
、
こ
は
確
に
三
千

　
　
　
　
　
年
來
の
天
荒
を
破
つ
た
も
の
で
あ
ら
う
。

　
　
（
２
）
左
傳
（
昭
公
卅
二
年
）
に
史
墨
の
言
と
し
て
、

　
　
　
　
　
　
社
稷
無
常
奉
。
君
臣
無
常
位
。
自
古
以
然
。
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と
あ
る
如
く
支
那
は
古
來
の
革
命
の
國
で
、
廢
立
の
行
は
る
る
國
で
あ
る
。
さ
れ
ど
支
那
人
と
雖

　
　
　
　
　
ど
も
、
如
何
な
る
場
合
で
も
、
革
命
や
廢
立
を
實
行
す
べ
し
と
て
、
之
を
是
認
す
る
譯
で
は
な
い
。

　
　
　
　
　
特
別
の
理
由
の
下
に
限
つ
て
、
革
命
や
廢
立
を
是
認
す
る
の
で
あ
る
。
率
直
に
い
ふ
と
、
君
主
が

　
　
　
　
　
孝
道
に
背
い
た
場
合
に
限
つ
て
、
革
命
や
廢
立
が
是
認
さ
れ
る
の
で
あ
る
。
支
那
人
の
信
仰
に
據

　
　
　
　
　
る
と
、
君
主
は
天
か
ら
國
民
の
幸
福
を
増
進
す
べ
き
委
任
を
受
け
、
天
の
【
養
】
子
と
し
て
國
民

　
　
　
　
　
を
支
配
す
る
者
で
あ
る
。
故
に
君
主
を
天
子
と
い
ふ
（
『
荀
子
』
大
略
篇
、
『
春
秋
繁
露
』
三
代

　
　
　
　
　
改
制
篇
等
參
看
）
。
若
し
天
子
に
し
て
仁
政
を
行
は
ず
、
國
民
の
幸
福
を
増
進
し
能
は
ざ
る
時
は
、

　
　
　
　
　
天
の
命
令
に
背
く
も
の
で
、
天
の
子
た
る
資
格
を
失
は
ね
ば
な
ら
ぬ
（
『
春
秋
繁
露
』
順
命
篇
參

　
　
　
　
　
看
）
。
天
命
が
去
る
と
は
、
天
子
が
そ
の
【
擬
制
的
】
親
た
る
天
か
ら
勘
當
さ
れ
た
こ
と
で
、
即

　
　
　
　
　
ち
君
主
と
し
て
の
委
任
解
除
で
あ
る
。
支
那
の
古
代
に
於
て
民
衆
の
歸
服
を
得
た
者
が
君
主
の
位

　
　
　
　
　
に
即
き
、
民
衆
か
ら
見
離
さ
れ
た
者
が
君
主
の
位
を
去
る
の
を
事
實
と
し
て
も
、
民
衆
が
直
接
に

　
　
　
　
　
君
主
を
廢
立
す
る
の
で
な
く
、
天
と
い
ふ
擬
制
的
若
く
は
假
設
的
機
關
を
通
じ
て
、
間
接
に
廢
立

　
　
　
　
　
が
行
は
れ
る
の
で
あ
る
。
君
主
が
民
心
を
失
つ
た
爲
に
廢
さ
れ
る
よ
り
も
、
君
主
が
そ
の
【
擬
制

　
　
　
　
　
的
】
親
た
る
天
の
命
を
奉
じ
得
な
か
つ
た
爲
に
、
【
從
つ
て
民
心
を
失
つ
た
爲
に
】
天
か
ら
廢
さ

　
　
　
　
　
れ
る
の
で
あ
る
。
實
際
は
兔
に
角
、
理
論
で
は
し
か
く
解
釋
せ
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
。
革
命
や
廢
立

　
　
　
　
　
は
、
君
主
が
そ
の
【
擬
制
的
】
親
た
る
天
に
對
し
て
、
天
の
子
た
る
義
務
を
怠
り
、
孝
道
に
背
い

　
　
　
　
　
た
時
に
限
つ
て
、
始
め
て
合
理
的
と
是
認
さ
れ
る
の
で
あ
る
。
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擬
制
的
の
親
た
る
天
に
對
し
て
孝
道
を
失
す
る
と
、
君
主
は
天
子
と
し
て
の
位
置
を
失
ふ
と
同
樣

　
　
　
　
　
に
、
實
際
の
親
た
る
祖
先
や
父
母
に
對
し
て
孝
道
を
失
す
る
と
、
君
主
と
し
て
の
位
置
を
失
ふ
か
、

　
　
　
　
　
又
は
君
主
と
し
て
の
無
資
格
者
と
し
て
、
人
望
を
失
は
ね
ば
な
ら
ぬ
。
東
周
の
襄
王
は
そ
の
母
と

　
　
　
　
　
別
居
し
て
、
子
た
る
の
禮
を
盡
く
さ
な
か
つ
た
と
い
ふ
の
で
、
『
公
羊
傳
』
（
僖
公
廿
四
年
）
に

　
　
　
　
　
君
主
た
る
資
格
な
き
者
と
し
て
、
嚴
し
く
筆
誅
さ
れ
て
居
る
。
西
漢
の
昌
邑
王
は
、
そ
の
先
帝
の

　
　
　
　
　
孝
昭
帝
の
喪
を
勤
め
ず
、
孝
道
に
背
く
と
い
ふ
點
で
、
大
臣
の
霍
光
に
廢
さ
れ
た
（
『
漢
書
』
卷

　
　
　
　
　
六
十
八
、
霍
光
傳
參
看
）
。
南
宋
の
光
宗
は
、
そ
の
父
壽
皇
孝
宗
に
對
し
て
、
定
省
の
禮
を
缺
き
、

　
　
　
　
　
孝
道
を
盡
く
さ
ぬ
と
い
ふ
の
で
、
全
國
の
臣
民
か
ら
大
な
る
非
難
を
受
け
た
が
、
宰
相
の
趙
汝
愚

　
　
　
　
　
の
働
き
で
、
光
宗
を
隱
居
さ
せ
て
人
心
を
緩
和
し
た
（
『
宋
史
』
卷
三
百
九
十
二
、
趙
汝
愚
傳
參

　
　
　
　
　
看
）
。
近
代
で
は
前
清
の
西
太
后
が
光
緒
帝
を
廢
し
て
、
大
阿
哥
溥
儁
を
立
て
ん
と
し
た
時
に
も
、

　
　
　
　
　
光
緒
帝
の
自
分
に
對
す
る
不
孝
を
高
調
し
て
居
る
（B

land
and

B
ackhouse

;C
hina

underthe
E

　
　
　
　
　m

pressD
ow

ager.p.252

）
。
此
等
の
事
實
は
さ
き
に
紹
介
し
たC

ibot

の
説
　
　
【
支
那
で
は
】

　
　
　
　
　
王
座
も
【
孝
道
の
】
足
下
に
立
つ
と
い
ふ
説
　
　
を
裏
書
す
る
も
の
と
思
ふ
。

　
　
（
３
）
李
景
讓
の
こ
と
は
『
資
治
通
鑑
』
唐
紀
六
十
四
、
會
昌
六
年
の
條
に
、
左
の
如
く
記
載
さ
れ
て
居

　
　
　
　
　
る
。

　
　
　
　
　
　
初
【
李
】
景
讓
母
鄭
氏
性
嚴
明
。
早
寡
家
貧
。
…
…
諸
子
皆
幼
。
母
自
教
之
。
…
…
三
子
景
讓

　
　
　
　
　
　
・
景
温
・
景
莊
皆
擧
進
士
及
第
。
景
讓
官
達
。
髮
已
斑
白
。
小
有
過
。
不
免
捶
楚
。
景
讓
在
浙
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西
。
有
左
都
押
牙
。
迕
景
讓
意
。
景
讓
杖
之
而
斃
。
軍
中
憤
怒
。
將
爲
變
。
母
聞
之
。
景
讓
方

　
　
　
　
　
　
視
事
。
母
出
坐
聽
事
（
役
所
の
正
堂
）
。
立
景
讓
於
庭
。
而
責
之
曰
。
天
子
付
汝
以
方
面
。
國

　
　
　
　
　
　
家
刑
法
。
豈
得
以
爲
汝
喜
怒
之
資
。
妄
殺
無
罪
之
人
乎
。
萬
一
致
一
方
不
寧
。
豈
惟
上
負
朝
廷
。

　
　
　
　
　
　
使
垂
年
之
母
。
銜
羞
入
地
。
何
以
見
汝
之
先
人
乎
。
命
左
右
。
褫
其
衣
。
坐
之
。
將
撻
其
背
。

　
　
　
　
　
　
將
佐
皆
爲
之
請
。
拜
且
泣
。
久
乃
釋
之
。
軍
中
由
是
遂
安
。
【
弟
李
】
景
莊
老
於
場
屋
（
進
士

　
　
　
　
　
　
の
受
驗
場
）
。
毎
被
黜
。
母
輙
撻
景
讓
。
然
景
讓
終
不
肯
屬
主
司
（
試
驗
委
員
）
。
曰
朝
廷
取

　
　
　
　
　
　
士
。
自
有
公
道
。
豈
敢
效
人
求
關
節
（
合
格
出
來
る
樣
に
試
驗
委
員
に
運
動
す
る
こ
と
）
乎
。

　
　
　
　
　
　
久
之
宰
相
謂
主
司
曰
。
李
景
莊
今
歳
不
可
不
收
。
可
憐
彼
翁
毎
歳
受
撻
。
由
是
始
及
第
。

　
　
（
４
）
先
秦
の
古
代
で
は
、
國
と
は
普
通
に
諸
侯
の
領
土
を
指
し
、
家
と
は
大
夫
の
采
邑
又
は
邸
宅
を
指

　
　
　
　
　
し
て
、
多
く
の
場
合
こ
の
二
字
が
熟
し
て
一
名
詞
を
成
さ
な
か
つ
た
。
た
と
ひ
二
字
が
熟
し
て
一

　
　
　
　
　
名
詞
を
な
し
た
場
合
に
も
、
そ
は
必
ず
し
も
今
日
の
如
く
、
直
に
國
を
意
味
せ
な
か
つ
た
（
清
の

　
　
　
　
　
阮
元
『
經
籍
籑
詁
』
卷
廿
一
參
看
）
。
國
と
家
と
の
二
字
が
熟
し
て
、
國
家
と
い
ふ
一
名
詞
と
な

　
　
　
　
　
り
、
そ
れ
で
國
と
い
ふ
意
味
を
表
は
す
の
は
、
何
時
代
頃
か
ら
の
こ
と
か
一
寸
明
瞭
で
な
い
。

　
　
　
　
　
『
書
經
』
の
立
政
篇
に
、
「
其
惟
吉
士
。
用
※




相




我
國
家
」
と
あ
る
國
家
は
、
前
後
の
文
句
に
照

　
　
　
　
　
合
し
て
、
國
と
同
じ
意
味
で
、
略
今
日
の
國
家
と
同
樣
の
内
容
を
も
つ
か
と
想
ふ
が
、
斷
言
は
出

　
　
　
　
　
來
ぬ
。
秦
漢
以
後
、
封
建
の
制
度
が
廢
れ
る
と
、
國
家
の
二
字
は
一
名
詞
と
し
て
、
國
を
意
味
す

　
　
　
　
　
る
の
が
普
通
と
な
つ
て
來
た
。
『
晉
書
』
の
食
貨
志
に
「
王
公
以
國
爲
家
。
京
城
不
宜
復
有
田
宅
」
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と
あ
る
か
ら
、
後
く
も
三
國
・
西
晉
の
頃
に
は
、
【
事
實
と
し
て
は
勿
論
そ
の
以
前
よ
り
】
一
國

　
　
　
　
　
は
一
家
と
い
ふ
思
想
が
出
來
か
け
て
居
り
、
從
つ
て
國
家
と
い
ふ
名
詞
も
、
略
今
日
と
同
樣
の
内

　
　
　
　
　
容
で
使
用
さ
れ
た
と
想
ふ
。
東
漢
時
代
か
ら
兩
晉
時
代
に
か
け
て
、
天
子
を
稱
し
て
國
家
と
も
い

　
　
　
　
　
ふ
（
『
資
治
通
鑑
』
晉
紀
十
七
、
咸
康
三
年
の
條
の
、
元
初
の
胡
三
省
の
註
參
看
）
。
こ
は
一
國

　
　
　
　
　
を
一
家
と
見
做
し
て
、
そ
の
國
家
を
支
配
す
る
か
ら
出
來
た
名
稱
で
あ
ら
う
。

　
　
　
　
　
私
の
知
れ
る
範
圍
で
は
、
支
那
の
註
釋
家
に
國
家
と
い
ふ
成
語
の
來
歴
に
就
い
て
、
明
晰
な
解
釋

　
　
　
　
　
を
與
へ
た
者
が
見
當
ら
ぬ
が
、
こ
は
今
少
し
く
正
確
に
査
覈
す
べ
き
問
題
と
思
ふ
。M

oellendorf

　
　
　
　
　f

は
國
家
をla

fam
ille

nationale

と
譯
し
て
、
國
を
一
つ
の
家
族
と
見
做
す
が
故
に
、
か
か
る
稱

　
　
　
　
　
呼
が
成
立
し
た
も
の
と
解
釋
し
て
居
る
（La

D
roitde

Fam
ille

C
hinoise.p.7

）
。
こ
は
臆
説
で

　
　
　
　
　
あ
る
が
、
極
め
て
妥
當
の
解
釋
で
、
恐
ら
く
間
違
ひ
な
か
ら
う
と
思
ふ
。

　
　
　
　
　
天
家
と
い
ふ
成
語
は
、
東
漢
末
の
蔡
邕
の
『
獨
斷
』
に
、
「
天
子
無
外
。
以
天
下
爲
家
。
故
稱
天

　
　
　
　
　
家
」
と
あ
る
に
據
る
と
、
元
來
天
子
を
指
す
の
で
あ
る
が
、
そ
れ
に
は
天
下
一
家
と
い
ふ
思
想
を

　
　
　
　
　
前
提
と
せ
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
。
故
に
天
家
と
い
ふ
成
語
は
、
事
實
上
天
子
を
指
す
が
、
理
論
上
一

　
　
　
　
　
家
と
し
て
の
天
下
を
も
表
は
す
べ
き
筈
で
あ
る
。
こ
の
點
で
は
さ
き
の
國
家
と
い
ふ
名
稱
と
、
幾

　
　
　
　
　
分
似
寄
つ
て
居
る
か
と
想
ふ
。
天
下
一
家
と
い
ふ
成
語
は
、
『
禮
記
』
の
禮
運
に
、
聖
人
能
以
天

　
　
　
　
　
下
爲
一
家
」
と
か
、
秦
嶧
山
碑
に
傳
ふ
る
始
皇
帝
の
詔
に
壹
家
天
下
と
か
（
『
金
石
萃
編
』
卷
四

　
　
　
　
　
所
收
）
、
『
漢
書
』
の
高
祖
本
紀
に
、
「
今
吾
…
…
定
有
天
下
。
以
爲
一
家
」
（
十
一
年
紀
）
な
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ど
見
え
て
居
る
。
略
同
じ
意
味
の
天
子
以
四
海
爲
家
（
七
年
紀
）
と
い
ふ
語
も
、
高
祖
本
紀
に
見

　
　
　
　
　
え
て
居
る
。

　
　
（
５
）
家
長
政
治
は
古
く
世
界
諸
種
族
の
間
に
も
實
行
さ
れ
た
（Spencer ; Synthetic philosophy. V

ol. 

　
　
　
　
　I, pp. 697-713

）
。
さ
れ
ど
支
那
の
如
き
大
規
模
に
し
て
、
且
つ
長
き
年
月
に
亙
れ
る
家
長
政
治

　
　
　
　
　
は
、
世
界
の
歴
史
に
於
て
も
、
類
稀
と
い
は
ね
ば
な
ら
ぬ
。
兔
に
角
こ
の
點
は
、
可
な
り
西
洋
の

　
　
　
　
　
學
者
の
注
意
を
惹
い
て
居
る
。
フ
ラ
ン
ス
の C

ibot 

は
、

　
　
　
　
　
　
結
局
【
支
那
の
】
孝
道
に
よ
る
と
、
君
主
は
即
ち
臣
民
の
父
で
、
臣
民
は
即
ち
君
主
の
子
で
あ

　
　
　
　
　
　
る
。
…
…
如
何
に
人
口
が
多
く
と
も
、
又
如
何
に
土
地
が
廣
く
も
、
す
べ
て
の
州
（Provinces

）

　
　
　
　
　
　
は
一
つ
の
大
な
る
家
族
を
な
し
、
皇
帝
は
古
人
の
言
へ
る
如
く
、
そ
の
大
家
族
の
「
父
に
し
て

　
　
　
　
　
　
又
母
」
　
　
〔le Pe`re et la M

e`re

〕
　
　
と
な
る
の
で
あ
る
。
こ
の
崇
高
に
し
て
且
つ
感
動

　
　
　
　
　
　
せ
し
む
べ
き
、
「
父
に
し
て
又
母
」
と
い
ふ
表
現
の
言
葉
は
【
實
に
】
支
那
の
【
國
體
の
】
最

　
　
　
　
　
　
も
立
派
な
觀
念
を
與
へ
、
又
こ
の
大
帝
國
の
永
續
と
い
ふ
謎
【
を
解
く
べ
き
】
鍵
で
あ
る
（

　
　
　
　
　
　
〔D

octrine des C
hinois sur les Pie'te' filiale. p. 2

〕
）
。

　
　
　
　
　
と
い
ひ
、
オ
ラ
ン
ダ
の G

root 

も
亦
、

　
　
　
　
　
　
支
那
で
は
國
々
（State

）
は
い
ふ
に
及
ば
ず
、
天
下
さ
へ
も
一
家
族
の
延
長
で
、
そ
の
國
な
り

　
　
　
　
　
　
天
下
な
り
の
主
權
者
【
た
る
諸
侯
又
は
天
子
】
の
權
力
を
、
【
家
族
内
に
於
け
る
】
家
父
（Pa

　
　
　
　
　
　terfam

ilias

）
の
權
力
の
延
長
と
見
做
す
の
が
、
一
貫
せ
る
政
治
上
の
主
義
で
あ
る
。
こ
の
主
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義
は
天
下
爲
一
家
と
い
ふ
文
句
に
よ
つ
て
、
尤
も
簡
明
に
表
示
さ
れ
て
居
る
。
…
…
故
に
か
の

　
　
　
　
　
　
『
儀
禮
』
【
の
喪
服
】
に
、
子
が
父
の
死
に
對
す
る
と
同
樣
に
、
臣
下
が
天
子
や
諸
侯
の
死
に

　
　
　
　
　
　
對
し
て
、
三
年
の
喪
に
服
す
べ
き
規
定
を
立
て
た
の
は
、
誠
に
道
理
あ
る
こ
と
と
申
さ
ね
ば
な

　
　
　
　
　
　
ら
ぬ
（The

R
eligiousSystem

ofC
hina.V

ol.II,p.509

）
。

　
　
　
　
　
と
い
ふ
て
居
る
。

　
　
（
６
）
『
孝
經
』
の
開
卷
に
「
仲
尼
居
。
曾
子
侍
」
と
あ
る
が
、
こ
の
書
が
果
し
て
孔
子
や
曾
子
の
述
作

　
　
　
　
　
で
あ
る
か
は
、
多
少
疑
は
し
い
。
又
こ
の
書
の
制
作
年
代
も
明
瞭
で
な
い
。
清
の
丁
晏
の
『
孝
經

　
　
　
　
　
徴
文
』
は
、
こ
の
書
の
古
書
た
る
こ
と
を
立
證
し
た
が
、
上
述
の
二
疑
問
に
は
、
直
接
の
解
決
を

　
　
　
　
　
與
へ
て
居
ら
ぬ
。
東
漢
末
の
蔡
邕
の
「
明
堂
論
」
に
據
る
と
、
戰
國
初
期
に
出
た
魏
の
文
侯
が
、

　
　
　
　
　
『
孝
經
傳
』
を
作
つ
た
と
い
ふ
（
『
後
漢
書
』
卷
十
八
、
祭
祀
志
注
所
引
）
。
魏
の
文
侯
の
時
代

　
　
　
　
　
は
、
曾
子
の
そ
れ
と
頗
る
近
接
す
る
か
ら
、
果
し
て
彼
が
『
孝
經
傳
』
を
作
つ
た
と
す
れ
ば
、

　
　
　
　
　
『
孝
經
』
そ
の
も
の
は
曾
子
の
時
代
に
、
已
に
存
在
し
た
も
の
と
認
め
る
こ
と
が
出
來
る
。
但
魏

　
　
　
　
　
の
文
侯
の
『
孝
經
傳
』
は
、
『
漢
書
』
藝
文
志
を
始
め
、
他
の
古
き
文
獻
に
、
一
切
收
録
紹
介
さ

　
　
　
　
　
れ
て
な
い
か
ら
、
蔡
邕
の
所
傳
の
み
で
は
、
そ
の
儘
に
憑
據
し
難
い
。
さ
れ
ど
一
面
『
呂
氏
春
秋
』

　
　
　
　
　
卷
十
六
、
察
微
篇
に
、
孝
經
曰
と
し
て
今
の
『
孝
經
』
の
本
文
を
引
用
し
て
居
り
、
又
西
漢
の
司

　
　
　
　
　
馬
遷
の
『
史
記
』
の
仲
尼
弟
子
傳
の
曾
子
傳
に
、
「
孔
子
…
…
授
之
業
。
作
孝
經
」
と
記
載
し
て

　
　
　
　
　
あ
る
の
を
併
せ
考
へ
る
と
、
『
孝
經
』
は
後
く
も
戰
國
時
代
に
、
曾
子
の
門
流
の
人
の
手
に
よ
つ
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て
、
筆
録
せ
ら
れ
た
も
の
か
と
想
ふ
。
そ
の
内
容
は
大
體
に
於
て
、
孔
子
や
曾
子
の
所
説
に
基
づ

　
　
　
　
　
き
、
其
間
に
格
別
後
人
の
増
益
が
な
い
か
と
想
ふ
。
來
歴
か
ら
い
へ
ば
、
儒
教
の
經
傳
の
中
で
は
、

　
　
　
　
　
『
論
語
』
や
『
大
學
』
な
ど
と
、
伯
仲
の
位
置
を
占
む
べ
き
も
の
で
あ
ら
う
。
『
孝
經
』
は
漢
時

　
　
　
　
　
代
か
ら
早
く
『
論
語
』
と
相
竝
ん
で
、
『
五
經
』
に
つ
ぐ
尊
重
を
受
け
、
廣
く
長
く
、
支
那
・
日

　
　
　
　
　
本
・
朝
鮮
等
の
東
亞
國
民
に
大
な
る
感
化
を
與
へ
て
居
る
。

　
　
（
７
）
歴
史
上
で
慣
用
す
る
支
那
の
天
子
の
通
稱
は
、
唐
を
界
と
し
て
そ
の
前
後
で
區
別
が
あ
る
。
即
ち

　
　
　
　
　
隨
以
前
の
天
子
に
は
、
西
漢
の
孝
文
帝
と
か
西
晉
の
武
帝
と
か
の
如
く
、
そ
の
諡
號
を
稱
し
、
唐

　
　
　
　
　
以
後
の
天
子
に
は
、
唐
の
太
宗
と
か
宋
の
太
祖
と
か
の
如
く
、
廟
號
を
稱
す
る
。
元
來
廟
號
は

　
　
　
　
　
「
王
者
祖
有
功
。
宗
有
徳
」
（
『
書
經
』
無
逸
篇
疏
及
び
『
漢
書
』
孝
景
本
紀
元
年
詔
）
と
あ
る

　
　
　
　
　
如
く
、
天
子
の
中
で
も
、
特
に
功
徳
高
き
方
に
限
つ
て
有
す
べ
き
も
の
で
、
普
通
の
天
子
は
廟
號

　
　
　
　
　
を
も
た
ぬ
。
例
へ
ば
西
漢
の
天
子
で
は
、
高
皇
帝
（
太
祖
）
・
孝
文
帝
（
太
宗
）
・
孝
武
帝
（
世

　
　
　
　
　
宗
）
・
孝
宣
帝
（
中
宗
）
　
　
こ
の
外
に
孝
元
帝
に
高
宗
の
廟
號
が
あ
る
が
（
『
漢
書
』
平
帝
本

　
　
　
　
　
紀
、
元
始
四
年
の
條
）
、
孝
元
帝
は
功
徳
高
き
天
子
で
も
な
く
、
從
つ
て
史
家
の
中
に
も
之
を
公

　
　
　
　
　
認
せ
ぬ
者
が
あ
る
か
ら
、
し
ば
ら
く
之
を
除
く
　
　
の
四
天
子
の
み
が
廟
號
を
も
つ
て
居
る
。
廟

　
　
　
　
　
號
の
あ
る
廟
は
特
別
待
遇
を
受
け
、
親
盡
き
て
も
毀
た
れ
ぬ
。
所
が
世
が
降
る
と
、
功
徳
な
き
天

　
　
　
　
　
子
に
も
、
廟
號
を
立
て
る
こ
と
に
な
り
、
唐
以
後
は
天
子
と
い
ふ
天
子
は
、
皆
廟
號
を
有
す
る
に

　
　
　
　
　
至
つ
た
。
一
面
天
子
の
諡
號
が
五
字
に
増
し
七
字
に
増
し
て
、
次
第
に
使
用
や
記
憶
に
不
便
と
な
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り
、
一
面
天
子
は
皆
廟
號
を
も
ち
、
そ
の
廟
號
は
一
字
に
限
つ
て
便
利
で
あ
る
か
ら
、
唐
以
後
は

　
　
　
　
　
歴
史
上
一
般
に
廟
號
を
稱
す
る
こ
と
に
な
つ
た
の
で
あ
る
。
元
初
の
胡
三
省
は
、

　
　
　
　
　
　
自
唐
太
宗
後
。
爲
臣
子
者
。
率
稱
其
君
之
廟
號
。
豈
非
子
孫
臣
民
。
亦
病
其
諡
號
太
多
非
實
。

　
　
　
　
　
　
而
古
者
祖
有
功
宗
有
徳
之
義
微
乎
（
『
資
治
通
鑑
』
唐
紀
十
五
、
貞
觀
二
十
三
年
の
條
）
。

　
　
　
　
　
と
注
意
し
て
居
る
。
支
那
の
歴
史
を
研
究
す
る
者
は
、
一
應
こ
の
諡
號
と
の
、
異
同
變
遷
を
知
つ

　
　
　
　
　
て
置
か
ね
ば
な
ら
ぬ
。

　
　
（
８
）
孟
子
は
墨
家
の
兼
愛
は
親
疎
の
差
別
を
無
視
せ
る
も
の
と
し
て
、
墨
子
兼
愛
是
無
父
也
と
排
斥
し

　
　
　
　
　
て
居
る
（
滕
文
公
下
）
。
『
孝
經
』
に
も
親
疎
の
差
別
を
無
視
し
、
若
く
は
逆
施
す
る
者
を
排
斥

　
　
　
　
　
し
て
、

　
　
　
　
　
　
不
愛
其
親
。
而
愛
他
人
者
。
謂
之
悖
徳
。
不
敬
其
親
。
而
敬
他
人
者
。
謂
之
悖
禮
（
聖
治
章
）
。

　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
と
述
べ
、
曾
子
も
「
無
内
人
之
疏
。
而
外
人
之
親
」
（
『
荀
子
』
法
行
篇
第
三
十
）
と
申
し
て
居

　
　
　
　
　
る
。
愛
に
等
差
を
立
て
る
こ
と
が
、
儒
教
の
生
命
で
あ
る
。
か
く
愛
に
等
差
を
立
て
る
か
ら
、
儒

　
　
　
　
　
教
で
は
恩
あ
る
者
と
讎
あ
る
者
と
を
一
視
同
仁
せ
ぬ
。
『
論
語
』
に
、

　
　
　
　
　
　
或
曰
。
以
徳
報
怨
如
何
。
子
曰
。
何
以
報
徳
。
以
直
報
怨
。
以
徳
報
徳
（
憲
問
十
四
）
。

　
　
　
　
　
と
あ
る
如
く
、
孔
子
は
明
か
に
恩
徳
あ
る
者
と
怨
讎
あ
る
者
と
を
區
別
し
て
、
以
徳
報
怨
と
い
ふ

　
　
　
　
　
無
差
別
的
博
愛
に
は
贊
成
を
表
せ
な
い
。
又
『
禮
記
』
に
同
樣
孔
子
の
言
を
載
せ
て
、

　
　
　
　
　
　
子
曰
。
以
徳
報
怨
。
則
寛
身
之
仁
也
。
以
怨
報
徳
。
則
刑
戮
之
民
也
（
表
記
第
卅
二
）
。
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と
あ
る
。
こ
の
寛
身
之
仁
也
の
句
を
、
東
漢
の
鄭
玄
は
、
「
寛
猶
愛
也
。
愛
身
以
息
怨
。
非
禮
之

　
　
　
　
　
正
也
」
（
『
禮
記
注
疏
』
卷
五
十
四
）
と
解
釋
し
て
居
る
。
鄭
玄
の
解
釋
が
果
し
て
孔
子
の
眞
意

　
　
　
　
　
を
得
た
り
や
否
や
は
し
ば
ら
く
措
き
、
孔
子
が
以
徳
報
怨
が
如
き
行
爲
を
、
一
般
の
道
徳
と
し
て

　
　
　
　
　
要
求
せ
ざ
り
し
こ
と
だ
け
は
、
疑
惑
を
容
れ
ぬ
。

　
　
　
　
　
孔
子
が
以
徳
報
怨
と
い
ふ
博
愛
に
贊
成
せ
ぬ
點
が
、
キ
リ
ス
ト
教
の
博
愛
に
對
し
て
、
大
に
遜
色

　
　
　
　
　
が
あ
る
と
て
、
西
洋
の
學
者
は
一
般
に
儒
教
を
非
難
す
る
。Legge 

の
如
き
儒
教
に
理
會
を
も
つ

　
　
　
　
　
支
那
學
者
で
も
、
猶
ほ
こ
の
點
に
つ
い
て
嚴
し
く
孔
子
を
非
難
し
て
、
左
の
如
く
述
べ
て
居
る
。

　
　
　
　
　
　
孔
子
【
の
教
義
】
は
キ
リ
ス
ト
教
的
博
愛
の
標
準
か
ら
觀
る
と
、
餘
程
劣
つ
て
居
る
。
…
…

　
　
　
　
　
　
【
恩
讎
の
區
別
を
脱
却
せ
ぬ
】
こ
の
點
が
、
實
に
孔
子
の
教
義
に
と
つ
て
一
大
邪
魔
物
で
あ
る

　
　
　
　
　
　
（The C

hinese C
lassics. V

ol. I, p. 3

）
。

　
　
　
　
　Legge 

の
儒
教
に
對
す
る
非
難
の
正
反
對
が
、
孟
子
の
墨
家
に
對
す
る
非
難
で
あ
る
。
元
來
儒
教

　
　
　
　
　
の
仁
と
、
墨
家
の
兼
愛
と
、
キ
リ
ス
ト
教
徒
の
所
謂
博
愛
と
は
、
そ
れ
ぞ
れ
大
な
り
小
な
り
性
質

　
　
　
　
　
を
異
に
し
て
居
る
。
性
質
の
異
な
る
者
を
、
一
方
の
標
準
に
よ
つ
て
、
優
劣
を
論
ず
る
の
は
偏
見

　
　
　
　
　
と
い
は
ね
ば
な
ら
ぬ
。Legge 

の
非
難
も
孟
子
の
非
難
も
、
要
す
る
に
偏
見
を
免
れ
ぬ
か
と
思
ふ
。

　
　
　
　
　

　
　
（
９
）
唐
時
代
の
刑
は
、
笞
刑
・
杖
刑
・
徒
刑
・
流
刑
・
死
刑
に
大
別
さ
れ
て
、
之
を
五
刑
と
い
ふ
。
五

　
　
　
　
　
刑
の
中
で
、
笞
（
十
・
二
十
・
三
十
・
四
十
・
五
十
）
、
杖
（
六
十
・
七
十
・
八
十
・
九
十
・
百

　
　
　
　
　
）
、
徒
（
一
年
・
一
年
半
・
二
年
・
二
年
半
・
三
年
）
の
三
刑
は
、
各
五
等
に
細
別
せ
ら
れ
、
流

93



　
　
　
　
　
刑
（
二
千
里
・
二
千
五
百
里
・
三
千
里
）
は
三
等
に
、
死
刑
（
絞
・
斬
）
は
二
等
に
細
別
せ
ら
れ

　
　
　
　
　
る
か
ら
、
罰
の
輕
重
は
す
べ
て
二
十
等
あ
る
。
笞
と
杖
と
は
共
に
、
臀
を
打
つ
竹
の
棒
で
あ
る
が
、

　
　
　
　
　
我
が
『
令
義
解
』
（
卷
十
、
獄
令
）
に
、

　
　
　
　
　
　
凡
杖
皆
削
去
節
目
。
長
三
尺
五
寸
。
…
…
大

頭

徑
四
分
。
小

頭

三
分
。
笞
杖
大
頭
三
分
。
小
頭

　
　
　
　
　
　
二
分
。

　
　
　
　
　
と
記
せ
る
如
く
、
形
に
大
小
の
相
違
が
あ
る
上
に
、
更
に
打
數
に
も
多
少
の
相
違
が
あ
つ
て
、
罰

　
　
　
　
　
の
輕
重
を
區
別
す
る
。
絞
と
斬
と
は
等
し
く
死
刑
に
し
て
、
そ
の
間
に
可
な
り
輕
重
が
あ
る
。
我

　
　
　
　
　
が
『
法
曹
至
要
抄
』
（
卷
上
）
に
、
絞
・
斬
の
輕
重
に
つ
い
て
、
次
の
如
く
解
釋
し
て
居
る
。

　
　
　
　
　
　
皆
倶
雖
爲
死
罪
。
以
絞
爲
輕
。
以
斬
爲
重
。
其
故
何
者
。
絞
罪
待
時
而
殺
。
若
待
時
之
間
。
邂

　
　
　
　
　
　
逅
會
恩
詔
者
。
則
配
徒
流
。
斬
罪
者
不
待
時
而
殺
之
。
故
爲
重
也
。

　
　
　
　
　
支
那
で
は
古
く
天
の
時
に
從
つ
て
刑
を
行
ふ
。
故
に
萬
物
の
生
育
す
る
春
夏
は
、
成
る
べ
く
刑
殺

　
　
　
　
　
を
避
け
、
萬
物
の
枯
死
す
る
秋
冬
に
、
刑
殺
を
行
ふ
べ
き
こ
と
が
、
『
禮
記
』
の
月
令
に
見
え
て

　
　
　
　
　
居
る
。
我
が
『
令
義
解
』
（
獄
令
）
に
も
、
「
從
立
春
至
秋
分
。
不
得
奏
決
死
罪
」
と
あ
る
如
く
、

　
　
　
　
　
唐
時
代
に
は
絞
罪
の
者
に
對
す
る
刑
殺
は
即
行
せ
ず
に
、
秋
冬
の
候
を
待
つ
て
行
遣
し
た
。
こ
の

　
　
　
　
　
間
に
國
家
の
慶
事
な
ど
が
あ
つ
て
、
恩
赦
が
行
は
れ
る
と
、
死
罪
を
輕
減
せ
ら
れ
る
望
が
あ
る
。

　
　
　
　
　
こ
の
以
外
に
支
那
人
は
非
常
に
身
體
の
毀
損
を
嫌
ふ
。
所
が
斬
は
首
體
處
を
異
に
せ
な
け
れ
ば
な

　
　
　
　
　
ら
ぬ
。
『
隋
書
』
に
謂
ふ
所
の
「
絞
以
致
斃
。
斬
則
殊
形
」
（
卷
二
十
五
、
刑
法
志
）
や
、
『
宋
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史
』
に
謂
ふ
所
の
「
絞
者
筋
骨
相
連
。
斬
者
頭
頸
異
處
」
（
卷
二
百
六
十
三
、
竇
儼
傳
）
が
、
絞

　
　
　
　
　
罪
と
斬
罪
と
の
輕
重
の
岐
る
る
所
以
で
あ
る
。

　
　
（10
）
支
那
で
は
古
く
親
屬
の
親
疎
を
喪
服
に
よ
つ
て
區
別
す
る
。
喪
服
は
斬
衰






・
齊
衰





・
大
功
・
小
功

　
　
　
　
　
・
緦
麻
に
わ
か
れ
、
之
を
五
服
と
い
ふ
。
斬
衰
と
齊
衰
と
は
、
主
と
し
て
服
の
製
法
に
本
づ
け
る

　
　
　
　
　
名
稱
で
、
大
功
・
小
功
・
緦
麻
は
主
と
し
て
服
の
材
料
に
本
づ
け
る
名
稱
で
あ
る
。
周
時
代
に
於

　
　
　
　
　
け
る
五
服
の
制
度
は
、
『
儀
禮
』
喪
服
に
詳
で
あ
る
。
周
以
後
五
服
の
制
度
に
多
少
變
改
が
あ
る
。

　
　
　
　
　
そ
は
清
の
徐
乾
學
の
『
讀
禮
通
考
』
（
卷
一
乃
至
卷
十
六
）
に
備
つ
て
居
り
、G

root

のThe
R

e

　
　
　
　
　ligiousSystem

ofC
hina

（V
ol.II,pp.488

seq.

）
も
亦
參
考
に
供
す
る
こ
と
が
出
來
る
。
『
唐
律
』

　
　
　
　
　
の
律
文
解
釋
に
必
要
な
る
唐
時
代
に
於
け
る
五
服
の
制
度
は
、
詳
に
『
大
唐
開
元
禮
』
（
卷
百
卅

　
　
　
　
　
二
、
五
服
制
度
）
に
載
せ
て
あ
る
。

　
　
　
　
　
親
屬
の
如
何
な
る
者
が
如
何
な
る
服
親
關
係
に
在
る
べ
き
か
を
、
一
目
瞭
然
た
ら
し
む
る
爲
に
、

　
　
　
　
　
宋
元
時
代
か
ら
便
利
な
五
服
圖
が
出
來
た
。
『
明
律
』
『
清
律
』
の
卷
首
に
載
せ
、
又
徐
乾
學
の

　
　
　
　
　
『
讀
禮
通
考
』
（
卷
三
）
やPierre

H
oang

（
黄
伯
禄
）
の
〔Le

M
ariage

C
hinoisau

pointde

　
　
　
　
　vue

le'gal

〕
【
〔V

arie'te'sSinologiques.N
o.14

〕
】
に
も
收
め
ら
れ
て
あ
る
。
唐
時
代
の
服

　
　
　
　
　
制
も
、
格
別
之
と
著
し
い
相
違
が
な
い
か
ら
、
參
考
に
供
し
て
差
支
な
い
。

　
　
（11

）G
root

のThe
R

eligiousSystem
ofC

hina

は
有
名
で
、
同
時
に
相
當
有
益
な
書
物
で
あ
る
が
、

　
　
　
　
　
そ
の
内
容
に
は
往
々
間
違
が
見
當
る
。
引
用
の
不
確
や
漢
文
の
誤
譯
も
あ
る
が
、
そ
れ
は
し
ば
ら
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く
措
き
、
支
那
の
禮
制
の
起
源
に
つ
い
て
、
見
當
違
ひ
の
説
明
を
下
し
た
場
合
が
尠
く
な
い
。
例

　
　
　
　
　
へ
ば
喪
制
に
粗
末
な
喪
服
を
着
け
、
絶
食
又
は
粗
食
し
、
音
樂
を
撤
去
す
る
等
の
風
習
に
つ
い
て
、

　
　
　
　
　
彼
は
、

　
　
　
　
　
　
上
古
の
支
那
人
は
親
が
死
す
る
と
、
親
の
所
有
し
た
一
切
の
資
物
　
　
衣
類
や
食
料
を
主
と
せ

　
　
　
　
　
　
る
　
　
を
親
の
死
體
と
共
に
埋
葬
し
、
後
に
生
存
せ
る
子
供
は
、
殆
ど
無
一
物
の
貧
乏
に
陷
つ

　
　
　
　
　
　
た
。
文
化
が
進
む
に
從
ひ
、
こ
の
財
寶
を
地
下
に
埋
沒
す
る
原
始
的
風
習
は
次
第
に
廢
れ
た
が
、

　
　
　
　
　
　
死
者
の
財
寳
は
一
切
死
者
に
附
與
し
て
、
生
存
者
は
成
る
べ
く
貧
乏
な
状
態
に
甘
ん
ず
る
こ
と

　
　
　
　
　
　
が
、
死
者
に
對
す
る
尊
き
義
務
で
あ
る
と
い
ふ
信
仰
は
、
後
に
起
つ
て
來
た
孝
道
、
死
せ
る
親

　
　
　
　
　
　
に
も
無
限
の
尊
敬
を
盡
さ
ね
ば
な
ら
ぬ
と
い
ふ
孝
道
の
支
持
を
受
け
て
、
そ
の
儘
に
傳
統
す
る

　
　
　
　
　
　
【
こ
れ
が
支
那
の
喪
制
の
起
源
を
説
明
す
る
】
。
…
…
子
供
達
は
事
實
と
し
て
は
、
往
古
の
如

　
　
　
　
　
　
く
死
せ
る
親
の
財
産
を
捨
て
は
せ
ぬ
が
、
形
式
と
し
て
は
一
切
の
財
産
を
捨
て
て
、
全
く
貧
乏

　
　
　
　
　
　
の
状
態
に
在
る
樣
に
見
せ
掛
け
る
爲
に
、
さ
て
こ
そ
成
る
べ
く
製
作
に
手
間
の
か
か
ら
ぬ
粗
末

　
　
　
　
　
　
な
衣
類
を
着
け
、
成
る
べ
く
費
用
の
嵩
ま
ぬ
飮
食
を
と
る
の
で
あ
る
。
…
…
樂
器
も
往
古
は
死

　
　
　
　
　
　
者
と
共
に
埋
め
ら
れ
て
、
奏
樂
す
る
に
も
器
物
が
な
か
つ
た
。
そ
の
名
殘
り
と
し
て
後
世
喪
中

　
　
　
　
　
　
に
音
樂
を
奏
せ
ぬ
の
で
あ
る
。
…
…
上
古
の
支
那
で
は
、
喪
に
遭
つ
た
生
存
者
は
、
一
切
の
財

　
　
　
　
　
　
産
を
見
棄
て
る
。
文
化
開
け
ざ
る
半
野
蠻
の
社
會
で
は
、
例
と
し
て
婦
人
は
財
産
の
一
部
と
見

　
　
　
　
　
　
做
さ
れ
る
。
上
古
の
支
那
も
同
樣
で
あ
つ
た
。
こ
れ
が
喪
中
に
妻
妾
と
接
近
せ
ぬ
制
度
の
起
源
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を
説
明
す
る
（V

ol. II, pp. 475-476, 605, 608-609

）
。

　
　
　
　
　
と
述
べ
て
居
る
が
、
到
底
信
憑
出
來
ぬ
。
此
等
の
禮
制
の
起
源
は
、
『
經
傳
』
に
疊
見
し
て
居
る

　
　
　
　
　
如
く
、
生
存
者
の
哀
戚
の
情
を
本
と
し
て
説
明
し
得
べ
く
、
又
説
明
す
べ
き
も
の
で
、G

root 

の

　
　
　
　
　
如
く
不
自
然
な
臆
測
に
よ
つ
て
説
明
す
べ
き
で
な
い
。
喪
制
に
よ
る
と
、
斬
衰
の
喪
に
は
皆
杖
を

　
　
　
　
　
用
ゐ
、
齊
衰
の
喪
で
も
重
き
種
類
に
は
杖
つ
く
こ
と
に
な
つ
て
居
る
（
『
儀
禮
』
喪
服
）
。
『
白

　
　
　
　
　
虎
通
』
に
杖
を
用
ふ
る
禮
制
を
説
明
し
て
、

　
　
　
　
　
　
所
以
必
杖
者
。
孝
子
失
親
。
悲
哀
哭
泣
。
三
日
不
飯
。
身
體
羸
病
。
故
杖
以
扶
身
（
清
の
陳
立

　
　
　
　
　
　
『
白
虎
通
疏
證
』
卷
十
一
、
喪
服
）
。

　
　
　
　
　
と
い
ふ
。
こ
の
説
明
が
自
然
で
妥
當
で
あ
る
。G

root 

の
如
き
見
解
で
は
、
如
何
に
し
て
も
こ
の

　
　
　
　
　
重
喪
に
杖
を
用
ふ
る
禮
制
の
起
源
を
説
明
し
難
い
で
は
な
い
か
。

　
　
（12

）
後
趙
の
石
勒
の
時
代
に
、
東
晉
の
太
興
二
年
（
西
暦
三
一
九
）
に
、

　
　
　
　
　
　
下
書
禁
國
人
。
不
聽
報
嫂
。
及
在
喪
婚
娶
。
其
燒
葬
令
如
本
俗
（
『
晉
書
』
卷
百
五
、
載
記
第

　
　
　
　
　
　
五
）
。

　
　
　
　
　
と
見
え
て
居
る
が
、
こ
こ
に
言
ふ
所
の
國
人
と
は
、
胡
人
を
指
し
た
の
で
あ
る
か
ら
問
題
と
は
な

　
　
　
　
　
ら
ぬ
。
五
胡
・
南
北
朝
時
代
を
通
じ
て
、
北
支
那
は
塞
外
種
族
の
支
配
を
受
け
た
。
當
時
北
支
那

　
　
　
　
　
の
塞
外
種
族
は
、
自
ら
國
人
と
稱
し
た
。
現
に
後
趙
の
石
勒
も
、
號
胡
爲
國
人
（
『
晉
書
』
卷
百

　
　
　
　
　
五
）
と
命
令
を
下
し
て
居
る
。
禁
國
人
の
國
人
も
、
勿
論
胡
人
に
相
違
な
い
。
さ
れ
ど
更
に
一
歩
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を
進
め
て
考
へ
る
と
、
上
掲
の
太
興
二
年
の
禁
令
は
、
當
時
中
國
に
移
住
し
た
胡
人
の
陋
習
を
改

　
　
　
　
　
め
て
、
中
國
の
華
風
に
な
ら
は
し
む
る
目
的
か
ら
出
て
居
る
。
一
體
五
胡
・
南
北
朝
時
代
に
か
け

　
　
　
　
　
て
、
南
方
の
漢
族
出
身
の
君
主
よ
り
、
北
方
の
胡
族
出
身
の
君
主
の
方
が
、
支
那
傳
統
の
禮
教
維

　
　
　
　
　
持
に
熱
心
で
あ
つ
た
。
こ
の
禁
令
も
そ
の
一
例
で
あ
る
。
胡
人
に
報
嫂
と
在
喪
婚
娶
と
の
二
項
を

　
　
　
　
　
禁
止
す
る
以
上
、
當
時
已
に
中
國
人
の
間
に
、
こ
の
二
項
が
禁
止
さ
れ
て
居
つ
た
も
の
と
推
斷
せ

　
　
　
　
　
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
。
報
嫂
と
は
兄
の
死
後
、
弟
が
そ
の
嫂
を
娶
る
を
い
ふ
。
支
那
で
は
古
來
男
女

　
　
　
　
　
の
別
を
嚴
に
す
る
中
に
も
、
特
に
嫂
と
叔
（
弟
）
と
の
別
が
嚴
し
い
。
既
に
『
禮
記
』
に
嫂
叔
不

　
　
　
　
　
通
問
（
曲
禮
上
）
と
か
、
「
嫂
不
撫
叔
。
叔
不
撫
嫂
」
（
雜
記
下
）
と
か
見
え
て
居
る
。
後
世
の

　
　
　
　
　
支
那
の
法
律
は
、
絶
對
嚴
重
に
、
嫂
叔
の
結
婚
を
禁
止
す
る
（Pierre

H
oang

;Le
M

ariage
C

hin

　
　
　
　
　ois.A

rticle
X

III

參
看
）
。
報
嫂
と
在
喪
婚
娶
の
二
項
は
、
華
風
に
な
ら
つ
て
、
胡
俗
を
改
め
た

　
　
　
　
　
が
、
燒
葬
だ
け
は
胡
俗
を
そ
の
儘
に
續
行
し
た
。
燒
葬
と
は
火
葬
を
い
ふ
。
當
時
中
國
人
は
一
般

　
　
　
　
　
に
土
葬
を
用
ゐ
て
、
火
葬
を
行
は
な
か
つ
た
の
で
あ
る
（
清
の
顧
炎
武
『
日
知
録
』
卷
十
五
、
火

　
　
　
　
　
葬
の
項
參
看
）
。
兔
に
角
こ
の
太
興
二
年
の
禁
令
は
、
た
と
ひ
間
接
と
は
い
へ
、
在
喪
婚
娶
の
法

　
　
　
　
　
禁
の
行
は
れ
た
一
つ
の
證
據
に
供
し
得
る
か
と
思
ふ
。

　
　
（13

）
明
治
九
年
十
年
の
頃
、
私
の
父
が
町
の
戸
長
を
勤
め
て
居
つ
た
時
分
に
、
町
の
吉
川
吉
助
と
い
ふ

　
　
　
　
　
七
十
に
近
い
老
大
工
が
、
一
子
の
音
吉
と
て
三
十
歳
許
り
の
若
者
を
引
き
連
れ
、
そ
の
不
孝
を
訴

　
　
　
　
　
へ
て
來
た
。
親
に
惡
口
し
た
と
い
ふ
の
で
、
私
の
父
が
懇
々
そ
の
不
心
得
を
説
諭
し
、
音
吉
は
庭
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前
に
項
垂





れ
て
、
唯
々
そ
の
訓
戒
を
聞
い
た
光
景
が
、
今
も
猶
ほ
私
の
眼
底
に
歴
々
と
し
て
存
し

　
　
　
　
　
て
居
る
。
さ
れ
ど
此
の
如
き
古
風
な
、
同
時
に
可
懷
し
い
光
景
は
、
最
早
今
日
で
は
山
間
の
田
舎

　
　
　
　
　
で
も
見
當
る
ま
い
。

　
　
　
　
　
こ
の
頃
の
小
説
な
ど
に
は
父
祖
に
反
抗
し
、
又
は
父
祖
を
惡
口
す
る
如
き
記
事
が
疊
見
す
る
。
殊

　
　
　
　
　
に
作
者
自
身
の
體
驗
に
本
づ
く
所
謂
身
邊
小
説
に
、
か
か
る
記
事
が
多
く
見
當
る
樣
に
思
ふ
。
最

　
　
　
　
　
近
に
私
の
目
に
觸
れ
た
の
は
、
昭
和
二
年
六
月
發
行
の
『
週
間
朝
日
』
夏
季
特
別
號
に
掲
載
さ
れ

　
　
　
　
　
た
、
網
野
菊
子
と
か
い
ふ
女
性
作
家
の
、
「
祖
父
の
歸
郷
」
と
い
ふ
一
小
説
で
あ
る
。
小
説
の
筋

　
　
　
　
　
は
八
十
一
歳
に
な
る
祖
父
が
、
餘
命
幾
許
も
な
き
有
樣
と
な
つ
て
、
幾
十
年
無
沙
汰
し
て
居
つ
た

　
　
　
　
　
故
郷
へ
歸
り
、
今
生
の
思
ひ
出
に
、
そ
の
祖
先
や
亡
兄
の
墓
參
を
果
し
た
い
と
熱
望
し
た
。
所
が

　
　
　
　
　
か
ね
て
祖
父
と
氣
の
合
は
ぬ
孫
娘
が
強
く
之
に
反
對
し
、
必
要
以
上
に
反
對
し
た
爲
め
、
祖
父
の

　
　
　
　
　
機
嫌
を
損
じ
、
果
て
は
祖
父
と
孫
娘
と
が
、
互
に
馬
鹿
と
罵
り
合
ひ
、
更
に
掴
み
合
を
な
さ
ん
身

　
　
　
　
　
構
へ
ま
で
な
し
、
之
が
爲
に
祖
父
は
腦
溢
血
を
起
さ
ざ
る
や
と
心
配
さ
れ
る
程
、
激
怒
せ
し
め
た

　
　
　
　
　
事
件
を
書
き
綴
つ
た
も
の
で
あ
る
。
勿
論
こ
れ
は
小
説
で
事
實
で
は
な
い
。
さ
れ
ど
か
か
る
小
説

　
　
　
　
　
は
、
か
か
る
事
件
も
あ
り
得
る
と
い
ふ
思
想
を
前
提
と
せ
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
。
況
や
こ
の
小
説
そ

　
　
　
　
　
の
も
の
が
、
身
邊
小
説
と
想
は
る
る
餘
地
が
尠
く
な
い
に
於
て
を
や
。
兔
に
角
私
は
こ
の
小
説
に

　
　
　
　
　
就
い
て
、
可
な
り
悲
憤
を
感
じ
た
事
實
を
、
茲
に
附
言
し
て
置
く
。

　
　
（14

）
剥
皮
の
刑
は
法
文
に
載
せ
て
な
い
。
さ
れ
ど
事
實
と
し
て
は
、
元
・
明
時
代
か
ら
、
時
々
執
行
さ
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れ
た
慘
刑
で
あ
る
。
剥
皮
と
は
極
め
て
鋭
利
な
刃
物
で
、
頭
か
ら
尻
に
か
け
て
、
背
の
皮
膚
を
一

　
　
　
　
　
線
に
薄
く
切
り
割
き
、
然
る
後
に
そ
の
切
り
口
か
ら
剥
ぎ
始
め
て
、
全
身
の
皮
膚
を
剥
ぎ
取
る
を

　
　
　
　
　
い
ふ
。
民
國
の
柴
蕚
の
『
梵
天
盧
叢
録
』
（
卷
十
七
）
の
剥
皮
十
二
則
の
項
に
、
左
の
如
き
記
事

　
　
　
　
　
が
あ
る
。

　
　
　
　
　
　
剥
人
【
皮
】
者
。
從
項
至
尻
。
刻
一
縷
裂
之
。
張
於
前
。
如
鳥
展
翅
。
率
踰
日
始
絶
。
有
即
斃

　
　
　
　
　
　
者
。
行
刑
之
人
坐
死
。

　
　
　
　
　
剥
皮
を
行
ふ
に
は
非
常
な
熟
練
を
要
す
る
。
清
初
に
一
生
涯
の
間
に
、
六
十
餘
人
の
皮
を
剥
ぎ
、

　
　
　
　
　
剥
皮
の
術
に
か
け
て
は
、
熟
練
無
雙
の
行
刑
人
が
あ
つ
た
と
い
ふ
。

　
　
（15

）
私
は
茲
に
穗
積
重
遠
博
士
の
「
判
例
小
話
」
（
大
正
十
四
年
一
月
『
大
阪
朝
日
新
聞
』
所
載
）
か

　
　
　
　
　
ら
一
事
件
を
引
用
し
た
い
。
時
は
大
正
八
年
の
出
來
事
と
い
ふ
が
、
元
右
衞
門
と
い
ふ
七
十
九
歳

　
　
　
　
　
の
老
農
が
あ
り
、
長
男
に
先
き
立
た
れ
、
孫
娘
の
ツ
ネ
と
い
ふ
者
が
、
彼
の
跡
取
り
と
な
つ
て
居

　
　
　
　
　
つ
た
。
所
が
孫
娘
の
ツ
ネ
は
、
平
常
か
ら
祖
父
に
不
從
順
で
、
殊
に
農
業
を
嫌
つ
て
都
會
住
居
に

　
　
　
　
　
憬
が
れ
、
老
祖
父
が
之
を
許
可
せ
ぬ
と
い
ふ
の
で
、
再
三
爭
を
起
こ
し
た
。
最
初
の
爭
に
ツ
ネ
は

　
　
　
　
　
祖
父
に
囓
み
付
い
て
負
傷
さ
せ
、
再
度
の
爭
に
ツ
ネ
は
祖
父
を
突
き
飛
ば
し
て
居
る
。
元
右
衞
門

　
　
　
　
　
は
遂
に
堪
忍
し
切
れ
ず
、
尊
屬
親
に
亂
暴
な
る
ツ
ネ
に
對
し
て
、
自
分
の
家
督
相
續
人
廢
除
の
訴

　
　
　
　
　
を
起
こ
し
た
。
元
右
衞
門
の
主
張
は
、
第
一
審
第
二
審
と
も
に
採
用
さ
れ
た
。
そ
は
民
法
第
九
百

　
　
　
　
　
七
十
五
條
に
推
定
家
督
相
續
人
が
被
相
續
人
に
對
し
て
虐
待
を
な
し
又
は
重
大
な
る
侮
辱
を
加
へ
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た
る
時
は
そ
の
推
定
相
續
人
を
廢
除
す
る
を
得
と
あ
る
の
を
適
用
し
た
譯
で
あ
る
。
所
が
大
正
十

　
　
　
　
　
一
年
の
七
月
に
最
後
の
大
審
院
で
元
右
衞
門
の
請
求
は
却
下
否
決
さ
れ
た
。
大
審
院
の
判
決
の
大

　
　
　
　
　
要
は
、

　
　
　
　
　
　
成
程
ツ
ネ
の
所
業
は
、
尊
屬
親
に
對
し
て
甚
し
い
失
行
に
相
違
な
い
が
、
…
…
ツ
ネ
は
平
素
祖

　
　
　
　
　
　
父
に
不
從
順
で
、
し
ば
し
ば
こ
の
や
う
な
狂
暴
の
擧
を
敢
て
し
た
と
い
ふ
、
事
實
の
調
査
が
不

　
　
　
　
　
　
十
分
で
あ
る
。
…
…
當
面
の
暴
行
の
際
に
、
ツ
ネ
は
丁
度
姙
娠
三
ヶ
月
で
あ
つ
た
事
情
も
斟
酌

　
　
　
　
　
　
せ
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
。
…
…
ツ
ネ
の
所
業
は
畢
竟
一
時
の
激
情
に
出
た
も
の
と
認
め
る
こ
と
が

　
　
　
　
　
　
出
來
る
。
…
…
彼
女
を
導
く
方
法
宜
し
き
を
得
ば
、
ツ
ネ
を
し
て
將
來
か
か
る
狂
暴
を
再
行
す

　
　
　
　
　
　
る
こ
と
な
か
ら
し
む
る
見
込
は
、
絶
無
で
な
い
と
思
ふ
。
當
面
の
暴
行
の
み
を
理
由
と
し
て
、

　
　
　
　
　
　
直
に
ツ
ネ
は
元
右
衞
門
の
相
續
人
た
ら
し
む
る
に
勝
へ
ず
と
斷
定
す
る
の
は
、
失
當
と
い
は
ね

　
　
　
　
　
　
ば
な
ら
ぬ
。

　
　
　
　
　
と
い
ふ
に
在
る
。
穗
積
博
士
は
こ
の
大
審
院
の
判
決
を
、
情
理
兼
ね
備
は
る
も
の
と
し
て
、
大
い

　
　
　
　
　
に
推
奬
し
て
居
る
。
博
士
は
又
元
右
衞
門
が
や
つ
と
滿
十
四
歳
餘
り
の
ツ
ネ
に
、
壻
養
子
を
取
ら

　
　
　
　
　
せ
た
事
實
を
擧
げ
、
法
律
上
女
子
の
婚
姻
適
齡
は
滿
十
五
歳
で
あ
る
の
に
、
適
齡
に
も
達
せ
ぬ
少

　
　
　
　
　
女
を
強
い
て
結
婚
せ
し
む
る
な
ど
は
、
甚
し
く
ツ
ネ
の
人
格
を
無
視
し
た
所
業
で
、
か
か
る
人
格

　
　
　
　
　
無
視
が
、
祖
孫
相
鬪



ぐ
樣
な
、
家
庭
の
悲
劇
の
主
な
る
原
因
と
な
る
と
注
意
し
て
居
る
。

　
　
　
　
　
私
は
大
審
院
の
判
決
の
當
否
や
、
穗
積
博
士
の
批
判
の
是
非
を
評
論
す
る
資
格
が
な
い
か
も
知
れ
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ぬ
が
、
但
私
は
こ
の
大
審
院
の
判
決
と
、
支
那
の
法
律
、
及
び
そ
の
影
響
を
受
け
た
我
が
國
の
古

　
　
　
　
　
代
法
律
と
を
對
照
す
る
と
、
そ
の
間
に
司
法
の
精
神
に
大
な
る
逕
庭
が
あ
つ
て
、
う
た
た
今
昔
の

　
　
　
　
　
感
を
起
こ
さ
し
む
る
相
違
の
存
す
る
こ
と
を
注
意
し
て
置
き
た
い
。
古
き
法
律
で
は
、
父
子
の
關

　
　
　
　
　
係
　
　
元
右
衞
門
と
ツ
ネ
と
は
祖
孫
で
あ
る
が
、
後
者
が
前
者
の
跡
取
り
で
あ
る
以
上
、
父
子
の

　
　
　
　
　
關
係
で
あ
る
　
　
は
絶
對
で
、
そ
の
間
に
殆
ど
是
非
を
論
ず
る
餘
地
を
存
せ
ぬ
。
新
し
い
我
が
現

　
　
　
　
　
行
の
法
律
で
は
、
父
子
の
關
係
を
も
可
な
り
の
程
度
ま
で
、
相
對
の
位
置
に
置
い
て
、
兩
者
の
是

　
　
　
　
　
非
を
較
す
る
。
茲
に
大
な
る
相
違
が
存
す
る
と
思
ふ
。

　
　
　
　
　
元
右
衞
門
は
恐
ら
く
現
行
の
法
律
上
、
女
子
の
婚
姻
適
齡
が
滿
十
五
歳
な
る
こ
と
を
承
知
せ
な
か

　
　
　
　
　
つ
た
で
あ
ら
う
。
承
知
せ
ず
と
も
、
結
果
と
し
て
適
齡
を
無
視
し
た
の
は
、
勿
論
宜
敷
く
な
い
。

　
　
　
　
　
さ
れ
ど
彼
は
家
族
主
義
の
よ
り
鞏
固
な
時
代
に
生
れ
、
人
よ
り
は
家
が
第
一
と
い
ふ
思
想
に
涵
養

　
　
　
　
　
さ
れ
て
來
た
。
古
稀
の
齡
を
重
ね
八
十
歳
に
も
な
ん
な
ん
と
す
る
彼
が
、
子
供
を
失
ひ
、
年
若
き

　
　
　
　
　
孫
女
を
唯
一
の
家
督
相
續
人
と
し
て
居
る
彼
が
、
自
分
の
生
前
に
一
日
も
早
く
そ
の
孫
女
に
壻
養

　
　
　
　
　
子
を
迎
へ
て
、
家
系
の
繼
續
を
急
げ
ば
と
て
、
家
を
第
一
と
す
る
彼
元
右
衞
門
に
と
つ
て
何
の
無

　
　
　
　
　
理
が
あ
ら
う
。
家
族
制
度
の
行
は
れ
る
時
代
に
は
、
家
系
の
繼
續
が
一
番
大
切
で
あ
る
。
現
に
孟

　
　
　
　
　
子
も
「
不
孝
有
三
。
無
後
爲
大
」
（
離
婁
上
）
と
い
ふ
て
居
る
で
は
な
い
か
。
支
那
の
諺
に
「
兒

　
　
　
　
　
成
雙
。
女
成
對
。
一
生
大
事
已
完
」
と
い
ふ
（M

oellendorff;Le
D

roitde
Fam

ille
C

hinoise.p

　
　
　
　
　.76

）
。
子
供
に
然
る
べ
き
配
偶
を
求
め
て
、
家
系
の
準
備
を
す
る
の
が
、
祖
先
に
對
す
る
第
一
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の
義
務
で
あ
る
。
米
國
の
宣
教
師
の Sm

ith 

は
、
そ
の
昵
懇
な
る
支
那
人
が
臨
終
の
瞬
間
ま
で
、

　
　
　
　
　
老
母
に
先
き
立
ち
て
、
子
と
し
て
十
分
の
孝
養
を
盡
く
し
得
ざ
る
こ
と
、
彼
の
子
が
十
歳
の
幼
童

　
　
　
　
　
で
、
未
だ
然
る
べ
き
配
偶
者
を
求
め
て
結
婚
を
行
は
し
む
る
こ
と
が
出
來
ざ
る
爲
に
、
祖
先
に
對

　
　
　
　
　
し
て
の
義
務
を
果
た
し
得
ざ
る
こ
と
と
、
こ
の
二
事
に
就
い
て
痛
恨
を
續
け
た
事
實
を
擧
げ
て
、

　
　
　
　
　
そ
の
家
系
に
對
す
る
責
任
感
の
強
大
な
る
こ
と
を
感
嘆
し
て
居
る
（C

hinese C
haracteristics. pp

　
　
　
　
　. 178-179
）
。
元
右
衞
門
の
心
情
も
恐
ら
く
こ
の
支
那
人
と
同
樣
で
あ
ら
う
と
想
ふ
。
こ
れ
が
爲

　
　
　
　
　
に
偶
〻
法
律
上
の
適
齡
よ
り
數
個
月
早
く
、
孫
女
を
結
婚
せ
し
め
た
と
い
ふ
結
果
を
將
來
し
た
と

　
　
　
　
　
て
、
一
概
に
孫
女
の
人
格
を
無
視
し
た
暴
行
の
如
く
非
難
す
る
の
は
、
餘
り
に
元
右
衞
門
に
同
情

　
　
　
　
　
な
き
見
方
で
あ
る
ま
い
か
。
然
し
か
か
る
見
方
も
、
畢
竟
は
父
祖
も
子
孫
も
相
對
の
位
置
に
置
き
、

　
　
　
　
　
家
よ
り
は
人
を
第
一
と
す
る
現
行
の
法
律
の
精
神
か
ら
い
へ
ば
、
或
は
正
當
か
も
知
れ
ぬ
が
、
東

　
　
　
　
　
洋
の
孝
道
主
義
を
奉
ず
る
私
と
し
て
は
、
大
審
院
の
判
決
に
も
穗
積
博
士
の
批
判
に
も
、
遂
に
贊

　
　
　
　
　
同
す
る
こ
と
が
出
來
ぬ
。
我
が
國
の
歴
史
に
通
ぜ
る
教
養
あ
る
人
達
は
、
必
ず
し
も
私
の
こ
の
心

　
　
　
　
　
持
を
、
一
噱
に
付
し
去
ら
ぬ
で
あ
ら
う
と
思
ふ
。

　
　
（16

）
我
が
王
朝
時
代
の
立
法
者
が
、
『
唐
律
』
に
存
在
せ
ぬ
謀
殺
祖
父
母
・
父
母
と
い
ふ
一
句
を
、

　
　
　
　
　
『
養
老
律
』
に
増
補
し
た
主
意
は
、
次
の
如
く
忖
度
す
る
こ
と
が
出
來
る
。

　
　
　
　
　
（
第
一
）
　
『
唐
律
』
の
名
例
律
に
開
列
し
た
十
惡
中
の
惡
逆
の
註
に
、
謀
殺
祖
父
母
・
父
母
の

　
　
　
　
　
文
句
が
見
え
て
居
る
。
そ
れ
を
母
法
と
せ
る
我
が
名
例
律
の
八
虐
中
の
惡
逆
の
註
に
、
同
一
の
文
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句
を
使
用
す
る
以
上
、
賊
盜
律
の
條
項
に
、
謀
殺
祖
父
母
・
父
母
の
文
句
を
掲
げ
て
も
、
不
都
合

　
　
　
　
　
と
は
考
へ
ら
れ
ぬ
。
否
法
律
を
完
備
す
る
爲
に
は
、
賊
盜
律
に
こ
の
文
句
を
補
足
す
る
方
が
當
然

　
　
　
　
　
で
あ
る
。

　
　
　
　
　
（
第
二
）
　
我
が
『
養
老
律
』
は
唐
律
に
比
し
て
一
般
に
罪
に
對
す
る
罰
を
輕
減
し
て
あ
る
。
賊

　
　
　
　
　
盜
律
を
見
て
も
、
謀
殺
期
親
尊
長
（
伯
叔
父
母
・
兄
※
）
の
罰
は
遠
流
で
、
『
唐
律
』
の
斬
に
比

　
　
　
　
　
す
る
と
二
等
輕
い
。
故
に
謀
殺
祖
父
母
・
父
母
の
罰
を
斬
と
定
め
て
も
、
そ
の
間
に
毫
も
輕
重
の

　
　
　
　
　
權
衡
を
失
せ
ぬ
。

　
　
　
　
　
一
體
我
が
『
養
老
律
』
は
『
唐
律
』
を
母
法
と
す
る
が
、
當
時
わ
が
國
の
立
法
者
は
、
『
唐
律
』

　
　
　
　
　
を
採
用
す
る
際
に
、
或
は
彼
我
の
國
情
を
斟
酌
し
て
、
或
は
法
文
の
完
備
を
考
慮
し
て
、
『
唐
律
』

　
　
　
　
　
の
原
文
に
改
竄
添
削
を
加
へ
た
所
が
尠
く
な
い
。
小
中
村
清
矩
博
士
は
嘗
て
、
我
が
國
の
令
は
國

　
　
　
　
　
風
習
慣
を
斟
酌
し
て
、
唐
令
を
變
改
せ
る
所
多
い
に
比
す
る
と
、
我
が
律
は
唐
律
に
模
倣
せ
る
所

　
　
　
　
　
著
し
い
の
は
、
新
に
成
文
の
律
を
作
り
難
け
れ
ば
、
大
抵
は
唐
律
の
法
文
を
そ
の
儘
に
採
用
し
た

　
　
　
　
　
結
果
な
ら
ん
と
主
張
さ
れ
た
が
（
『
日
本
古
代
法
典
』
卷
一
緒
言
）
、
そ
の
實
彼
此
の
律
文
に
可

　
　
　
　
　
な
り
相
違
が
あ
る
。
賊
盜
律
の
謀
殺
祖
父
母
・
父
母
の
一
句
も
亦
、
か
か
る
改
正
の
一
例
で
あ
る
。

　
　
　
　
　
私
は
他
日
機
會
を
得
次
第
、
『
養
老
律
』
と
『
唐
律
』
と
に
關
す
る
、
今
少
し
く
詳
細
な
比
較
論

　
　
　
　
　
を
發
表
し
た
い
と
思
ふ
。

　
　
　
　
　
序
に
申
添
へ
る
が
、
『
唐
律
』
は
（
一
）
支
那
に
現
存
せ
る
最
古
の
法
律
な
る
こ
と
、
（
二
）
日
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本
の
王
朝
時
代
の
法
律
や
朝
鮮
の
高
麗
時
代
の
法
律
の
母
法
と
な
つ
た
こ
と
、
（
三
）
支
那
後
代

　
　
　
　
　
の
法
律
の
模
範
と
な
つ
た
こ
と
、
此
等
の
點
か
ら
觀
て
、
大
い
に
研
究
を
要
す
べ
き
價
値
あ
る
に

　
　
　
　
　
拘
ら
ず
、
學
者
の
之
に
手
を
着
け
る
者
が
尠
な
い
の
は
遺
憾
に
堪
へ
ぬ
。
我
が
國
の
古
代
法
律
の

　
　
　
　
　
研
究
の
副
業
と
し
て
、
『
唐
律
』
に
手
を
着
け
る
學
者
も
あ
る
が
、
率
直
に
い
ふ
と
、
そ
れ
は
大

　
　
　
　
　
抵
横
の
平
面
的
研
究
に
過
ぎ
ぬ
。
『
唐
律
』
の
精
神
を
明
か
に
す
る
に
は
、
横
の
研
究
よ
り
も
、

　
　
　
　
　
縱
の
立
體
的
研
究
を
必
要
と
す
る
。
即
ち
上
は
三
體
に
溯
り
、
漢
晉
の
律
に
稽
へ
て
『
唐
律
』
の

　
　
　
　
　
由
來
を
明
か
に
し
、
下
は
宋
・
元
・
明
・
清
の
法
律
に
照
ら
し
て
、
『
唐
律
』
の
影
響
を
審
に
せ

　
　
　
　
　
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
と
思
ふ
。

　
　
（17

）
『
唐
律
』
名
例
律
一
の
謀
反
の
疏
議
に
、

　
　
　
　
　
　
案
公
羊
傳
云
。
君
親
無
將
。
將
而
必
誅
。
謂
將
有
逆
心
而
害
於
君
父
者
。
則
必
誅
之
。

　
　
　
　
　
と
し
て
引
く
所
の
『
公
羊
傳
』
の
文
句
は
、
莊
公
三
十
二
年
の
條
に
見
え
て
居
る
。
魯
の
莊
公
の

　
　
　
　
　
將
に
薨
ぜ
ん
と
す
る
時
、
そ
の
庶
子
の
子
般
（
子
斑
）
を
嗣
と
な
さ
ん
と
し
た
時
に
、
莊
公
の
弟

　
　
　
　
　
の
叔
牙
は
、
そ
の
兄
に
て
莊
公
の
長
弟
に
當
る
慶
父
を
魯
の
君
と
し
て
薦
め
、
遂
に
不
穩
の
志
を

　
　
　
　
　
懷
き
し
か
ば
、
莊
公
の
季
弟
の
季
友
は
、
兄
の
叔
牙
に
迫
つ
て
自
殺
せ
し
め
た
。
『
公
羊
傳
』
に

　
　
　
　
　
こ
の
季
友
の
所
置
を
是
認
し
て
、
さ
て
こ
そ
「
君
親
無
將
。
將
而
誅
焉
」
と
説
明
を
加
へ
た
の
で

　
　
　
　
　
あ
る
。
將
の
字
に
就
い
て
は
、
唐
の
顏
師
古
は
將
謂
將
爲
逆
亂
也
と
解
釋
を
下
し
（
『
漢
書
』
卷

　
　
　
　
　
九
十
三
、
侫
幸
傳
【
董
賢
】
）
、
唐
の
李
賢
は
將
者
將
爲
弑
逆
之
事
也
（
『
後
漢
書
』
樊
儵
傳
）

105



　
　
　
　
　
と
解
釋
を
下
し
て
居
る
。
君
親
に
對
す
る
逆
罪
は
、
將
（
未
發
）
と
已
（
已
發
）
と
の
區
別
を
認

　
　
　
　
　
め
ぬ
。
惡
逆
の
意
志
存
す
れ
ば
、
そ
れ
だ
け
に
て
大
辟
に
處
す
る
を
い
ふ
。

　
　
　
　
　
兩
漢
時
代
を
通
じ
て
斷
獄
は
多
く
經
義
、
殊
に
『
公
羊
傳
』
に
據
つ
た
（
清
の
趙
翼
『
二
十
二
史

　
　
　
　
　
箚
記
』
卷
二
・
『
漢
律
考
』
卷
六
春
秋
決
獄
考
參
看
）
。
故
に
「
君
親
無
將
。
將
而
誅
焉
」
と
い

　
　
　
　
　
ふ
精
神
は
『
漢
律
』
に
遵
奉
さ
れ
（
『
漢
律
考
』
卷
六
參
看
）
、
傳
へ
て
『
唐
律
』
に
採
用
さ
れ

　
　
　
　
　
た
の
で
あ
る
。
所
が
『
明
律
』
に
已
行
と
已
殺
と
を
區
別
し
て
か
ら
、
こ
の
傳
統
的
精
神
は
失
は

　
　
　
　
　
れ
た
。
こ
は
時
勢
の
推
移
已
を
得
ざ
る
も
の
あ
り
と
し
て
も
、
古
代
法
律
を
研
究
す
る
者
は
、
こ

　
　
　
　
　
の
間
に
多
少
の
感
慨
を
禁
ず
る
こ
と
が
出
來
ぬ
。
『
欽
定
四
庫
全
書
總
目
』
（
卷
八
十
二
）
に

　
　
　
　
　
「
論
者
謂
。
唐
律
一
準
乎
禮
。
以
爲
出
入
。
得
古
今
之
平
」
と
あ
る
が
、
得
古
今
之
平
や
否
や
は

　
　
　
　
　
別
問
題
と
し
て
、
『
唐
律
』
は
『
明
律
』
に
比
し
て
、
確
に
禮
意
を
多
く
存
し
て
居
る
。
薛
允
升

　
　
　
　
　
の
『
唐
明
律
合
編
』
は
、
唐
明
の
兩
律
の
異
同
を
査
覈
論
評
す
る
を
主
旨
と
せ
る
に
拘
ら
ず
、
こ

　
　
　
　
　
の
重
大
な
る
相
違
點
を
全
然
看
過
し
て
、
一
字
隻
句
も
茲
に
言
及
し
て
居
ら
ぬ
の
は
如
何
な
る
こ

　
　
　
　
　
と
か
。
わ
が
『
養
老
律
』
も
勿
論
『
唐
律
』
に
な
ら
つ
て
、
「
君
親
無
將
。
將
而
必
誅
」
の
精
神

　
　
　
　
　
を
繼
承
し
た
か
ら
、
我
が
古
代
法
律
中
に
、
時
々
將
而
必
誅
と
い
ふ
文
句
が
見
え
て
來
る
。
『
律

　
　
　
　
　
疏
殘
篇
』
（
『
日
本
古
代
法
典
』
本
）
の
賊
盜
律
第
七
の
謀
反
の
註
に
、
或
は
特
而
必
誅
と
か
、

　
　
　
　
　
時
而
必
誅
と
か
、
持
而
必
誅
な
ど
あ
る
は
、
何
れ
も
間
違
ひ
で
、
「
其
事
未
行
。
將
而
必
誅
。
即

　
　
　
　
　
同
眞
反
」
と
あ
る
べ
き
、
『
公
羊
傳
』
傳
來
の
將
の
字
を
誤
つ
た
も
の
に
相
違
な
い
。
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（18

）
私
は
こ
の
兩
三
年
來
、
日
々
の
新
聞
紙
上
に
現
は
れ
て
來
る
、
親
殺
し
事
件
を
注
意
し
て
居
る
が
、

　
　
　
　
　
中
々
數
が
多
い
。
中
に
就
い
て
私
は
去
る
大
正
十
三
年
十
一
月
に
起
つ
た
、
新
潟
高
等
學
校
文
科

　
　
　
　
　
二
年
生
酒
井
棟
夫
が
、
白
晝
そ
の
父
母
を
併
せ
て
殺
害
し
た
、
慘
事
を
忘
れ
る
こ
と
が
出
來
ぬ
。

　
　
　
　
　
傳
聞
す
る
所
に
よ
る
と
、
酒
井
は
平
常
放
蕩
で
酒
色
に
荒
み
、
父
母
の
意
見
に
立
腹
し
て
、
こ
の

　
　
　
　
　
兇
行
を
敢
し
た
と
い
ふ
。
支
那
な
ら
ば
、
否
わ
が
國
で
も
明
治
の
初
期
ま
で
な
ら
ば
、
大
逆
事
件

　
　
　
　
　
と
し
て
世
間
を
騷
動
さ
せ
た
に
相
違
な
い
。
所
が
事
件
の
發
生
當
時
に
、
社
會
の
一
些
事
と
し
て
、

　
　
　
　
　
新
聞
紙
上
に
取
扱
は
れ
た
の
み
で
、
そ
の
後
犯
罪
者
の
處
分
な
ど
は
、
一
切
報
道
さ
れ
て
居
ら
ぬ
。

　
　
　
　
　
事
件
發
生
後
已
に
滿
三
年
を
經
過
し
た
。
事
件
は
上
告
中
と
か
仄
聞
し
た
が
、
如
何
な
る
事
情
あ

　
　
　
　
　
る
に
し
て
も
、
隨
分
悠
長
な
處
置
で
は
な
い
か
。
支
那
で
は
親
殺
し
事
件
は
、
他
の
事
件
と
區
別

　
　
　
　
　
し
て
、
迅
速
に
奏
決
し
て
特
別
に
處
置
す
る
こ
と
に
な
つ
て
居
る
（
『
明
律
集
解
附
例
』
卷
十
九

　
　
　
　
　
參
看
）
。

　
　
　
　
　
そ
れ
は
し
ば
ら
く
措
き
、
酒
井
事
件
は
、
發
生
當
時
に
簡
單
に
報
道
さ
れ
た
の
み
で
、
そ
の
後
新

　
　
　
　
　
聞
や
雜
誌
に
、
こ
の
事
件
に
關
す
る
評
論
や
意
見
を
發
表
し
た
者
が
な
い
。
所
謂
憂
國
の
士
達
も
、

　
　
　
　
　
こ
の
事
件
を
風
す
る
牛
馬
の
如
く
考
へ
、
吾
不
關
焉
の
態
度
を
と
つ
て
居
る
。
議
會
の
問
題
に
も

　
　
　
　
　
な
ら
ね
ば
、
勿
論
内
閣
に
微
動
も
及
ぼ
さ
な
い
。
難
波
大
助
の
事
件
は
流
石
に
全
國
を
震
撼
せ
し

　
　
　
　
　
め
、
内
閣
の
總
辭
職
ま
で
惹
き
起
こ
し
た
。
酒
井
事
件
は
固
よ
り
難
波
事
件
と
比
較
す
べ
き
で
な

　
　
　
　
　
い
が
、
さ
り
と
て
忠
孝
を
我
が
國
體
の
核
心
と
す
る
な
ら
ば
、
世
間
が
餘
り
該
事
件
を
輕
視
し
過
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ぎ
ぬ
か
と
思
ふ
。

　
　
　
　
　
酒
井
事
件
に
は
文
部
大
臣
は
勿
論
、
新
潟
高
等
學
校
長
も
、
何
等
の
責
任
を
負
う
て
居
ら
ぬ
。
世

　
　
　
　
　
間
も
之
を
當
然
の
如
く
認
め
て
居
る
樣
で
あ
る
。
さ
れ
ど
講
堂
が
燒
失
し
た
場
合
に
も
、
講
演
部

　
　
　
　
　
で
學
生
が
不
穩
と
思
は
れ
る
言
論
を
し
た
場
合
に
も
、
當
該
校
長
が
上
司
か
ら
譴
責
を
受
け
る
で

　
　
　
　
　
は
な
い
か
。
私
は
私
の
知
人
で
校
長
を
勤
め
た
人
が
、
か
か
る
場
合
に
、
譴
責
を
受
け
た
二
三
の

　
　
　
　
　
實
例
を
知
つ
て
居
る
。
講
堂
の
燒
失
や
學
生
の
言
論
に
責
任
を
負
ふ
べ
き
校
長
が
、
學
生
の
惡
逆

　
　
　
　
　
に
責
任
を
負
は
ざ
る
理
由
が
な
い
。
私
は
高
處
大
局
か
ら
見
渡
し
て
、
我
が
國
の
風
教
の
爲
め
、

　
　
　
　
　
酒
井
事
件
に
關
し
て
、
文
部
當
局
は
當
該
校
長
に
譴
責
を
加
へ
、
當
該
校
長
も
そ
の
譴
責
を
受
け

　
　
　
　
　
る
が
當
然
と
信
じ
て
居
る
。
こ
の
事
件
は
昭
和
二
年
十
二
月
に
至
つ
て
略
落
着
し
た
。
犯
人
の
酒

　
　
　
　
　
井
は
第
一
審
の
死
刑
に
不
服
で
控
訴
し
、
東
京
控
訴
院
は
彼
の
精
神
的
缺
陷
を
理
由
に
彼
を
無
罪

　
　
　
　
　
放
免
と
し
た
。
精
神
病
者
と
定
ま
つ
て
は
、
上
述
の
私
の
意
見
も
勿
論
撤
囘
せ
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ

　
　
　
　
　
が
、
さ
る
と
て
も
、
些
細
の
事
故
に
激
怒
し
て
兩
親
す
ら
殺
害
す
る
如
き
危
險
人
物
を
そ
の
儘
に

　
　
　
　
　
放
免
し
て
、
全
く
そ
の
自
由
に
任
か
せ
て
は
如
何
に
し
て
社
會
の
安
全
を
保
障
出
來
る
こ
と
か
。

　
　
　
　
　
誠
に
寒
心
に
堪
へ
ぬ
。

　
　
（19

）
先
秦
の
韓
伯
兪
が
過
が
あ
つ
て
、
母
の
笞
を
受
け
た
時
、
非
常
に
悲
號
し
た
。
從
來
再
三
笞
を
受

　
　
　
　
　
け
た
場
合
に
餘
り
泣
か
ぬ
に
、
今
日
に
限
つ
て
悲
號
す
る
の
は
、
特
別
に
痛
を
感
ぜ
し
故
か
と
、

　
　
　
　
　
母
が
怪
み
問
ひ
質
す
と
、
韓
伯
兪
は
、
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他
日
兪
得
罪
。
笞
常
痛
。
今
母
之
力
【
衰
】
。
不
能
使
痛
。
是
以
泣
。

　
　
　
　
　
と
對
へ
た
と
い
ふ
（
西
漢
の
劉
向
『
説
苑
』
卷
三
、
健
本
篇
）
。

　
　
　
　
　
我
が
聖
武
天
皇
の
御
世
に
、
吉

志

の
火
麿
と
い
ふ
者
母
を
邪
魔
に
し
て
、
山
中
に
誘



き
出
し
て
殺

　
　
　
　
　
害
せ
ん
と
し
た
時
、
俄
に
大
地
裂
け
て
、
火
麿
は
裂
目
に
陷
り
て
悲
鳴
を
擧
げ
た
。
母
は
火
麿
の

　
　
　
　
　
惡
逆
の
仕
業
を
も
打
ち
忘
れ
て
、

　
　
　
　
　
　
仰
天
哭
願
。
吾
子
者
託
物
爲
事
。
非
實
現
心
。
願
免
罪
※
。

　
　
　
　
　
と
傳
へ
ら
れ
て
居
る
（
『
日
本
靈
異
記
』
中
、
惡
逆
子
愛
妻
。
將
殺
母
謀
現
。
被
惡
死
縁
第
三
）
。

　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
笞
打
た
れ
て
も
、
自
分
の
痛
を
忘
れ
て
親
の
健
康
を
氣
遣
ひ
、
殺
害
さ
れ
ん
と
し
て
も
、
怨
を
忘

　
　
　
　
　
れ
て
子
を
庇
保
す
る
。
親
子
の
至
情
は
此
の
如
き
も
の
で
、
又
此
の
如
く
な
け
ね
ば
な
ら
ぬ
。

　
　
　
　
　
『
穀
梁
傳
』
（
文
公
十
五
年
）
に
「
父
母
之
於
子
。
雖
有
罪
。
猶
欲
其
免
也
」
と
あ
る
で
は
な
い

　
　
　
　
　
か
。
然
る
に
こ
の
至
情
を
無
視
し
て
、
子
を
し
て
親
の
罪
を
證
せ
し
め
、
親
を
し
て
子
の
罪
を
證

　
　
　
　
　
せ
し
め
ん
と
す
る
が
如
き
は
、
餘
に
心
無
き
仕
業
で
あ
る
ま
い
か
。
一
體
近
時
の
裁
判
官
や
辯
護

　
　
　
　
　
士
の
中
に
は
、
當
面
の
事
件
の
み
に
熱
中
し
て
、
大
局
を
忘
れ
る
者
が
尠
く
な
い
樣
で
あ
る
。
法

　
　
　
　
　
廷
に
於
け
る
證
人
の
申
請
や
、
證
人
の
召
喚
に
も
、
隨
分
こ
の
弊
を
見
受
け
る
が
、
大
に
注
意
を

　
　
　
　
　
要
す
べ
き
こ
と
と
思
ふ
。

　
　
（20

）
周
時
代
か
ら
司
法
上
に
議
親
と
い
ふ
特
別
取
扱
法
も
あ
つ
た
（
『
周
禮
注
疏
』
卷
卅
五
、
秋
官
大

　
　
　
　
　
司
寇
の
條
）
。
天
子
の
至
親
の
方
の
犯
罪
に
對
し
て
は
、
特
別
の
取
扱
を
な
す
の
で
あ
る
。
『
唐
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律
』
の
八
議
の
議
親
や
、
我
が
『
養
老
律
』
の
六
議
の
議
親
は
、
周
時
代
の
そ
れ
を
傳
統
せ
し
こ

　
　
　
　
　
と
申
す
迄
も
な
い
。
若
し
舜
時
代
の
士
（
司
法
長
官
）
た
る
皐
陶
が
、
『
周
禮
』
に
謂
ふ
所
の
議

　
　
　
　
　
親
之
辟
に
照
ら
し
て
瞽
※
の
事
件
を
處
置
す
れ
ば
、
天
子
た
る
舜
が
父
の
瞽
※
と
逃
亡
す
る
が
如

　
　
　
　
　
き
、
窮
策
を
採
る
に
及
ば
ぬ
で
な
い
か
。
皐
陶
時
代
に
議
親
と
い
ふ
特
別
取
扱
法
は
な
く
と
も
、

　
　
　
　
　
孟
子
時
代
に
は
確
に
こ
の
特
別
取
扱
法
の
行
は
れ
て
居
つ
た
こ
と
は
、
『
周
禮
』
以
外
の
史
料
に

　
　
　
　
　
據
つ
て
も
疑
を
容
れ
ぬ
。
さ
れ
ば
孟
子
が
こ
の
議
親
の
法
を
利
用
せ
ば
、
今
少
し
く
合
理
的
な
答

　
　
　
　
　
辯
を
桃
應
に
與
へ
得
た
で
は
な
い
か
。
孟
子
の
答
辯
に
飽
足
ら
ぬ
の
は
、
こ
の
點
に
あ
る
と
思
ふ
。

　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
一
體
支
那
人
の
孝
道
上
、
親
に
背
き
親
を
犯
す
こ
と
は
、
思
ひ
も
寄
ら
ざ
る
曲
事
で
あ
る
。
故
に

　
　
　
　
　
萬
々
一
人
倫
の
變
で
、
か
か
る
場
合
に
遭
遇
す
る
と
、
そ
の
處
置
に
つ
い
て
、
支
那
人
は
設
想
以

　
　
　
　
　
上
の
苦
心
を
拂
ふ
。
孟
子
が
子
た
る
者
は
そ
の
位
置
を
犧
牲
に
し
て
、
罪
あ
る
親
と
共
に
逃
亡
す

　
　
　
　
　
べ
し
と
い
ふ
處
置
も
、
人
情
上
或
は
當
然
と
も
考
へ
ら
れ
る
。
た
だ
そ
の
子
が
天
子
と
い
ふ
特
別

　
　
　
　
　
の
位
置
に
在
る
か
ら
、
特
別
の
問
題
が
起
る
の
で
あ
る
。

　
　
　
　
　
楚
の
昭
王
の
相
に
石
奢
が
あ
つ
た
。
そ
の
地
方
巡
廻
中
に
、
人
を
殺
し
た
罪
人
が
あ
つ
て
、
之
を

　
　
　
　
　
捕
へ
ん
と
せ
し
が
、
そ
の
罪
人
が
彼
の
父
で
あ
つ
た
か
ら
、
之
を
縱
し
て
逃
亡
さ
せ
た
。
彼
は
事

　
　
　
　
　
實
を
王
に
申
告
し
て
、
自
分
の
罪
に
對
す
る
處
分
を
願
ひ
出
た
。
王
は
石
奢
の
罪
を
不
問
に
付
し

　
　
　
　
　
た
け
れ
ど
、
責
任
感
の
強
い
彼
は
、
一
國
の
大
臣
と
し
て
國
の
法
律
を
や
ぶ
る
は
、
職
責
に
背
く

　
　
　
　
　
と
て
、
自
殺
し
た
事
實
が
、
『
史
記
』
（
卷
百
十
九
、
循
吏
傳
）
に
見
え
て
居
る
。
君
よ
り
罪
を
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宥
め
ら
れ
た
る
に
、
自
刎
し
て
死
に
就
く
に
は
及
ば
ざ
る
か
と
も
考
へ
ら
る
る
が
、
一
國
の
大
臣

　
　
　
　
　
と
い
ふ
重
い
位
置
を
利
用
し
て
、
法
を
枉
げ
た
責
任
を
忘
れ
ぬ
點
は
、
推
奬
に
價
す
る
で
は
な
い

　
　
　
　
　
か
。
幾
分
廉
直
に
過
ぐ
る
嫌
は
あ
つ
て
も
、
先
づ
情
理
を
兼
ね
た
處
置
を
執
つ
た
と
い
へ
る
。
然

　
　
　
　
　
る
に
支
那
の
學
者
の
石
奢
を
評
論
す
る
者
は
、
却
つ
て
多
く
彼
に
與
せ
な
い
。
明
の
何
孟
春
は
奢

　
　
　
　
　
何
不
與
之
而
倶
亡
（
『
史
記
評
林
』
石
奢
傳
）
と
評
し
、
明
の
邵
寶
は
「
竊
負
而
逃
。
舜
爲
天
子
。

　
　
　
　
　
然
且
可
爲
。
而
奢
獨
不
可
乎
」
（
同
上
）
と
評
し
て
居
る
。
さ
れ
ど
此
等
の
評
論
は
、
何
れ
も
多

　
　
　
　
　
少
非
難
の
餘
地
あ
る
孟
子
の
議
論
を
前
提
と
す
る
も
の
で
、
決
し
て
篤
論
と
認
め
る
こ
と
が
出
來

　
　
　
　
　
ぬ
。

　
　
（21

）
こ
の
事
件
に
就
い
て
、
第
一
に
詮
議
す
べ
き
要
點
は
、
ウ
メ
が
果
し
て
父
の
犯
人
た
る
こ
と
を
、

　
　
　
　
　
感
知
し
て
居
つ
た
や
否
や
の
事
實
で
あ
る
。
『
折
焚
く
柴
の
記
』
や
『
決
獄
考
』
（
『
古
事
類
苑
』

　
　
　
　
　
法
律
部
卷
六
十
所
引
）
等
に
記
載
す
る
所
で
は
、
ウ
メ
は
全
く
、
或
は
殆
ど
之
を
感
知
せ
な
か
つ

　
　
　
　
　
た
ら
し
い
。
果
し
て
父
の
犯
人
た
る
こ
と
を
知
ら
ぬ
も
の
と
す
れ
ば
、
ウ
メ
の
行
爲
は
問
題
と
な

　
　
　
　
　
ら
ぬ
。
白
石
も
信
篤
も
、
こ
の
點
を
無
視
は
し
て
居
ら
ぬ
が
、
や
や
輕
視
し
て
居
る
嫌
が
あ
る
。

　
　
　
　
　
彼
等
は
事
實
の
詮
議
を
第
二
段
に
し
て
、
罪
に
對
す
る
擬
律
の
穿
鑿
を
第
一
段
に
し
て
居
る
の
は
、

　
　
　
　
　
贊
成
出
來
ぬ
。
罪
の
有
無
の
詮
議
を
第
二
段
に
し
て
、
刑
の
輕
重
の
穿
鑿
に
努
力
す
る
の
は
、
本

　
　
　
　
　
末
を
誤
つ
て
居
る
か
と
思
ふ
。
假
り
に
ウ
メ
が
父
の
犯
人
た
る
こ
と
を
感
知
し
つ
つ
、
露
見
の
端

　
　
　
　
　
緒
を
訐
い
た
も
の
と
す
る
と
、
茲
に
始
め
て
彼
女
の
告
父
の
罪
に
對
す
る
、
擬
律
の
問
題
が
起
る
。
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擬
律
と
な
る
と
、
白
石
の
意
見
の
如
く
、
し
か
く
簡
單
に
決
す
べ
き
で
な
い
。
單
に
喪
服
の
制
の

　
　
　
　
　
み
を
標
準
と
し
て
、
已
に
嫁
し
た
女
に
と
つ
て
、
あ
ら
ゆ
る
場
合
に
、
夫
は
實
父
以
上
で
あ
る
と

　
　
　
　
　
斷
定
す
る
こ
と
が
出
來
ぬ
。
若
し
白
石
の
意
見
を
正
し
と
す
れ
ば
、
假
に
反
對
に
夫
が
妻
の
實
父

　
　
　
　
　
を
毆
打
し
、
又
は
殺
害
し
た
場
合
に
、
妻
は
夫
に
離
縁
を
請
求
し
、
又
は
之
を
官
憲
に
告
訴
す
る

　
　
　
　
　
こ
と
が
出
來
ぬ
筈
と
な
る
が
、
支
那
の
法
律
は
、
事
實
そ
の
正
反
對
で
あ
る
。
夫
が
妻
の
實
父
を

　
　
　
　
　
殺
害
せ
ば
勿
論
、
單
に
之
を
毆
打
し
て
も
、
所
謂
義
絶
に
當
る
の
で
、
義
絶
が
表
向
き
と
な
る
と
、

　
　
　
　
　
そ
の
瞬
間
か
ら
夫
妻
は
離
縁
し
て
他
人
と
な
ら
ね
ば
な
ら
ぬ
。
こ
の
規
程
は
絶
對
で
あ
る
。
か
か

　
　
　
　
　
る
事
情
の
下
に
立
ち
な
が
ら
、
夫
妻
が
離
縁
を
行
は
ぬ
と
、
却
つ
て
法
律
の
制
裁
を
受
け
ね
ば
な

　
　
　
　
　
ら
ぬ
。
『
唐
律
』
（
戸
婚
律
三
）
に
、

　
　
　
　
　
　
諸
犯
義
絶
者
離
之
。
違
者
徒
一
年
。

　
　
　
　
　
と
明
記
し
、
『
唐
律
疏
議
』
に
、

　
　
　
　
　
　
皆
坐
不
肯
離
者
。
若
兩
不
願
離
。
即
以
造
意
爲
首
。
隨
從
者
爲
從
。

　
　
　
　
　
と
説
明
を
加
へ
て
居
る
。
驚
く
べ
き
嚴
重
な
る
制
裁
で
な
い
か
。

　
　
　
　
　
南
宋
時
代
に
妻
の
舅
即
ち
夫
の
父
が
他
人
と
共
謀
し
て
、
妻
の
實
父
を
毆
打
し
て
、
死
に
至
ら
し

　
　
　
　
　
め
た
事
件
が
起
つ
た
。
事
件
取
調
中
に
大
赦
が
行
は
れ
て
、
舅
は
放
免
と
な
り
、
妻
は
依
然
と
し

　
　
　
　
　
て
そ
の
夫
と
同
棲
を
續
け
た
。
有
名
な
陳
振
孫
は
、
當
時
そ
の
地
方
の
官
吏
で
あ
つ
た
が
、
大
赦

　
　
　
　
　
で
舅
の
罪
は
宥
さ
れ
て
も
、
夫
と
妻
と
の
間
の
義
絶
は
消
滅
せ
ぬ
か
ら
、
こ
の
兩
人
は
必
ず
離
縁
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せ
し
め
ざ
る
べ
か
ら
ず
と
て
、
次
の
如
く
主
張
し
て
居
る
。

　
　
　
　
　
　
父
子
天
合
。
夫
婦
人
合
。
人
合
者
恩
義
有
虧
。
則
已
矣
。
在
法
休
離
。
皆
許
還
合
。
而
獨
於
義

　
　
　
　
　
　
絶
不
許
者
。
蓋
謂
此
類
（
元
初
の
周
密
『
齊
東
野
語
』
卷
八
）
。

　
　
　
　
　
こ
の
主
張
は
、
當
代
に
於
て
も
、
後
世
に
於
て
も
等
し
く
支
那
法
曹
間
に
、
允
正
妥
當
な
意
見
と

　
　
　
　
　
し
て
、
推
奬
さ
れ
た
と
い
ふ
（
『
唐
明
律
合
編
』
卷
十
四
參
看
）
。
白
石
の
意
見
に
從
つ
て
は
、

　
　
　
　
　
こ
の
義
絶
の
理
由
を
十
分
に
説
明
し
難
い
と
思
ふ
。
一
體
家
族
又
は
親
屬
間
の
事
件
は
、
親
疎
に

　
　
　
　
　
斟
酌
し
て
解
決
を
圖
ら
ね
ば
な
ら
ぬ
。
而
し
て
親
疎
の
區
別
は
、
喪
服
の
制
を
標
準
と
す
る
。
故

　
　
　
　
　
に
白
石
が
喪
服
の
制
を
根
據
と
し
て
意
見
を
立
つ
る
の
は
、
必
ず
し
も
間
違
ひ
で
な
い
。
但
喪
服

　
　
　
　
　
の
制
を
、
唯
一
の
根
據
と
す
る
所
に
弱
點
が
あ
る
。
喪
服
の
制
の
外
に
、
尊
卑
の
關
係
や
、
正
服

　
　
　
　
　
と
義
服
の
關
係
や
、
出
來
得
る
な
ら
ば
事
理
の
曲
直
を
も
、
併
せ
て
考
慮
す
べ
し
と
い
ふ
の
で
あ

　
　
　
　
　
る
。
し
か
の
み
な
ら
ず
喪
服
の
制
も
、
一
定
不
變
の
も
の
で
な
い
。
周
時
代
か
ら
唐
宋
時
代
を
經

　
　
　
　
　
て
、
明
清
時
代
に
至
る
ま
で
に
、
可
な
り
變
改
さ
れ
て
居
る
（
清
の
徐
乾
學
『
讀
禮
通
考
』
卷
一

　
　
　
　
　
乃
至
卷
三
、
喪
期
表
參
看
）
。
變
改
は
周
時
代
の
喪
服
の
制
に
、
不
十
分
と
思
は
る
點
が
あ
つ
た

　
　
　
　
　
か
、
又
は
時
代
の
推
移
と
共
に
改
正
す
べ
き
點
が
、
發
見
さ
れ
た
結
果
と
認
め
ね
ば
な
ら
ぬ
。
妻

　
　
　
　
　
の
夫
及
び
實
父
に
對
す
る
喪
服
の
制
は
、
古
今
同
一
で
あ
る
か
ら
、
こ
の
場
合
に
は
問
題
を
生
ぜ

　
　
　
　
　
ぬ
が
、
そ
は
し
ば
ら
く
措
き
、
一
般
的
に
喪
服
の
制
を
論
據
と
す
る
場
合
に
は
、
『
儀
禮
』
の
そ

　
　
　
　
　
れ
の
み
で
な
く
、
後
世
の
變
改
を
も
、
併
せ
考
ふ
る
必
要
が
あ
る
と
思
ふ
。

113



　
　
（22

）
摩
尼
教
は
唐
時
代
か
ら
、
祆
教
や
景
教
に
比
し
て
、
支
那
官
憲
の
壓
迫
を
受
け
た
。
武
宗
時
代
の

　
　
　
　
　
會
昌
の
法
難
に
も
、
摩
尼
教
は
第
一
番
に
受
難
し
て
居
る
。
こ
れ
に
は
種
々
の
理
由
も
あ
る
が
、

　
　
　
　
　
摩
尼
教
の
禮
習
が
、
支
那
の
國
風
に
一
致
せ
ぬ
こ
と
も
、
そ
の
大
な
る
理
由
の
一
つ
と
し
て
見
逃

　
　
　
　
　
が
す
こ
と
が
出
來
ぬ
。
南
宋
初
期
の
王
居
正
の
上
疏
に
、

　
　
　
　
　
　
伏
見
兩
浙
州
縣
。
有
喫
菜
事
魔
之
俗
。
…
…
而
至
于
邪
僻
害
教
。
如
不
祭
其
先
之
類
。
則
事
魔

　
　
　
　
　
　
之
罪
也
（
宋
の
李
心
傳
『
建
炎
以
來
繋
年
要
録
』
卷
七
十
六
）
。

　
　
　
　
　
と
あ
る
喫
菜
事
魔
と
は
、
菜
食
主
義
の
摩
尼
教
を
指
斥
す
る
こ
と
殆
ど
疑
を
容
れ
ぬ
（
民
國
の
陳

　
　
　
　
　
垣
氏
「
摩
尼
教
入
中
國
考
」
【
『
國
學
季
刊
』
第
一
卷
第
二
號
所
收
】
頁
二
三
〇
）
。
王
居
正
は

　
　
　
　
　
喫
菜
事
魔
に
比
較
的
好
意
を
寄
せ
て
居
る
が
、
た
だ
祖
先
の
祭
祀
を
廢
す
る
點
を
非
難
し
て
、
之

　
　
　
　
　
を
取
締
る
べ
し
と
い
う
て
居
る
。
略
同
時
の
莊
綽
の
『
雞
肋
編
』
（
『
説
郛
』
※
二
十
七
所
收
）

　
　
　
　
　
に
も
、
「
喫
菜
事
魔
。
…
…
如
不
事
祖
先
裸
葬
之
類
。
固
已
害
親
俗
」
と
反
對
し
て
居
る
。
更
に

　
　
　
　
　
南
宋
の
陸
游
は
、
強
く
こ
の
教
徒
を
排
斥
し
て
、

　
　
　
　
　
　
兩
浙
謂
之
牟
尼
教
。
…
…
福
建
謂
之
明
教
。
…
…
名
號
不
一
。
明
教
尤
甚
。
至
有
秀
才
・
吏
人

　
　
　
　
　
　
・
軍
兵
。
亦
相
傳
習
。
其
神
號
曰
明
使
。
…
…
以
祭
祖
考
爲
引
鬼
。
永
絶
血
食
。
…
…
其
他
妖

　
　
　
　
　
　
濫
未
易
概
擧
（
『
渭
南
文
集
』
卷
五
所
收
、
條
對
状
【
七
】
）
。

　
　
　
　
　
と
記
述
し
て
居
る
。
牟
尼
教
や
明
教
が
、
即
ち
摩
尼
教
た
る
こ
と
は
申
す
迄
も
な
い
（
〔C

hava

　
　
　
　
　nnesetPelliot;U

n
Traite'M

aniche'en
retrouve'en

C
hine

〕
【J.A

.,1913

】.pp.346,347

）
。
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摩
尼
教
は
素
菜
を
主
と
し
て
、
肉
食
や
殺
生
を
擯
斥
す
る
（
〔A

lfaric ; Les E'critures M
aniche

　
　
　
　
　'ennes. Tom

e II, p. 199

〕
）
。
從
つ
て
祖
先
の
祭
に
、
犧
牲
を
供
す
る
こ
と
に
反
對
せ
な
け
れ

　
　
　
　
　
ば
な
ら
ぬ
。
彼
等
は
又
そ
の
宗
教
的
立
場
か
ら
し
て
、
支
那
人
の
祭
祖
を
一
種
の
迷
信
と
認
め
た

　
　
　
　
　
（
〔C

havannes et Pelliot ; U
n Traite' M

aniche'en. p. 349

〕
）
。
兔
に
角
摩
尼
教
徒
は
、
支
那

　
　
　
　
　
の
傳
統
的
風
習
で
あ
る
祭
祖
に
反
對
し
、
こ
の
點
で
彼
等
は
南
宋
時
代
の
支
那
の
學
者
か
ら
、
邪

　
　
　
　
　
教
徒
と
し
て
攻
撃
を
被
つ
た
こ
と
は
、
事
實
と
認
め
ね
ば
な
ら
ぬ
。

　
　
（23

）
天
主
教
徒
の
祖
先
崇
拜
の
儀
式
に
對
す
る
態
度
は
、
千
七
百
四
年
の
ロ
ー
マ
教
皇 C

lem
ent 

十
一

　
　
　
　
　
世
の
教
令
（
〔D

e'cret

〕
）
や
そ
れ
を
確
保
し
た B

enedict 

十
四
世
の
勅
書
（B

ulle

）
に
よ
つ

　
　
　
　
　
て
一
定
さ
れ
た
が
、
耶
蘇
教
徒
の
態
度
は
、
必
ず
し
も
一
定
し
て
居
な
か
つ
た
。
從
つ
て
耶
蘇
教

　
　
　
　
　
派
の
宣
教
師
達
の
中
に
は
、
支
那
人
の
祖
先
崇
拜
の
儀
式
に
對
し
て
、
幾
分
寛
容
な
態
度
を
と
り
、

　
　
　
　
　
支
那
の
國
情
と
調
和
を
圖
る
べ
し
と
い
ふ
、
見
解
を
も
つ
者
も
稀
有
で
な
か
つ
た
。
就
中
有
名
な

　
　
　
　
　 M

artin

（
丁
韙
良
）
が
、
千
八
百
九
十
年
に
上
海
で
開
催
さ
れ
た
、
耶
蘇
教
宣
教
師
總
會
に
寄
せ

　
　
　
　
　
た
、
「
祖
先
崇
拜
」
と
題
す
る
一
論
文
（The W

orship of A
ncestors

　A
 Plea for Toleration

　
　
　
　
　
【R

ecords of the general C
onference,etc. 1900

】. pp.919-631

）
は
、
尤
も
注
意
に
價
す
る
。

　
　
　
　
　M

artin 

は
そ
の
論
文
の
劈
頭
に
、
次
の
如
く
述
べ
て
居
る
。

　
　
　
　
　
　
若
し
私
に
向
つ
て
、
支
那
の
布
教
に
と
つ
て
、
一
番
重
大
な
る
障
碍
物
は
と
尋
ね
る
人
が
あ
つ

　
　
　
　
　
　
た
ら
、
私
は
何
等
躊
躇
す
る
所
な
く
、
【
支
那
人
の
】
祖
先
崇
拜
を
擧
げ
る
。
支
那
に
於
い
て
、
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家
族
に
と
つ
て
も
國
家
に
と
つ
て
も
、
尤
も
神
聖
に
取
扱
は
れ
る
祖
先
崇
拜
は
、
縱
に
長
い
年

　
　
　
　
　
　
月
を
經
、
横
に
堅
い
地
盤
を
も
ち
、
【
キ
リ
ス
ト
教
の
傳
播
の
前
面
に
】
山
の
如
く
屹
立
し
て

　
　
　
　
　
　
居
る
。

　
　
　
　
　
彼
の
主
張
に
よ
る
と
、
祖
先
を
崇
拜
す
る
の
は
、
極
め
て
自
然
な
る
人
情
の
發
露
で
あ
る
。
子
孫

　
　
　
　
　
が
生
前
に
敬
愛
し
た
父
祖
を
、
死
後
に
崇
拜
し
て
、
之
に
生
前
と
同
樣
の
待
遇
を
與
へ
る
の
は
、

　
　
　
　
　
極
め
て
當
然
で
な
い
か
。
故
に
支
那
人
の
祖
先
崇
拜
は
、
た
と
ひ
そ
の
形
式
に
多
少
の
缺
點
が
あ

　
　
　
　
　
つ
て
も
、
そ
の
精
神
は
格
別
非
難
す
る
に
及
ば
ぬ
。
況
ん
や
こ
の
祖
先
崇
拜
が
、
支
那
の
國
體
や

　
　
　
　
　
社
會
の
基
礎
を
な
す
に
於
て
を
や
。
越
え
難
い
山
に
向
つ
て
、
一
直
線
に
前
進
す
る
こ
と
は
、
必

　
　
　
　
　
ず
し
も
智
者
の
採
る
べ
き
方
法
で
な
い
。
徐
々
に
山
麓
を
迂
廻
し
つ
つ
、
目
的
地
に
到
達
す
る
方

　
　
　
　
　
が
、
よ
り
賢
明
な
場
合
も
あ
る
。
祖
先
崇
拜
は
越
え
難
い
山
に
等
し
い
。
之
に
向
つ
て
一
直
線
に

　
　
　
　
　
衝
突
す
る
の
は
、
必
ず
し
も
賢
明
な
方
法
と
い
へ
ぬ
。
祖
先
崇
拜
に
對
し
て
寛
容
の
態
度
を
と
れ

　
　
　
　
　
ば
、
布
教
の
前
途
に
幾
層
の
光
明
を
生
ず
る
。
所
謂
勞
は
半
に
し
て
、
功
は
倍
す
る
結
果
に
到
達

　
　
　
　
　
す
る
こ
と
が
出
來
る
。
こ
れ
がM

artin
の
所
説
の
大
要
で
あ
る
。
さ
れ
ど
幸
か
不
幸
か
、
こ
の

　
　
　
　
　
意
見
は
採
用
さ
れ
ず
に
、
總
會
は
祖
先
崇
拜
の
核
心
は
、
偶
像
崇
拜
（Idolatry

）
に
在
り
、
故

　
　
　
　
　
に
排
斥
せ
ざ
べ
か
ら
ず
と
決
議
し
た
。

　
　
（24

）
所
謂
絶
縁
状
は
民
國
十
六
年
九
月
二
十
六
日
の
『
順
天
時
報
』
に
掲
載
さ
れ
た
。
時
報
社
の
報
告

　
　
　
　
　
に
よ
る
と
、
こ
の
書
状
が
確
に
ロ
シ
ア
か
ら
投
函
さ
れ
た
こ
と
は
、
郵
券
の
消
印
が
證
明
す
る
と
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い
ふ
。
そ
の
絶
縁
状
の
内
容
は
左
の
如
く
で
あ
る
。

　
　
　
　
　
　
反
革
命
的
父
親
馮
玉
祥
。
現
在
你
是
甚
顯
然
的
。
離
開
了
革
命
的
戰
線
。
成
爲
反
革
命
的
領
袖

　
　
　
　
　
　
了
。
然
而
這
竝
不
是
很




奇

怪
的
。
因
爲
你
天
性
又
剛
復
又
投
機
。
竝
且
永
遠
不
喜
居
人
下
。
在

　
　
　
　
　
　
國
民
軍
與
國
民
黨
訂
條
件
的
時
候
。
你
反
對
『
國
民
軍
將
領
。
犯
國
民
黨
的
紀
律
的
時
候
。
國

　
　
　
　
　
　
民
黨
有
權
來
懲
治
』
的
條
件
。
你
説
若
是
如
此
。
就
表
現
出
來
國
民
軍
。
是
投
降
國
民
黨
。
而

　
　
　
　
　
　
不
是
雙
方
聯
合
。
由
你
這
句
話
看
來
。
就
知
道
你
竝
不
是
想
受
國
民
黨
的
指
揮
。
而
革
命
。
而

　
　
　
　
　
　
是
想
借
着
國
民
黨
的
旗
號
。
來
騙
地
盤
。
眞
眞
是
滑
頭
。
現
在
眞
眞
的
表
現
出
來
了
。
你
完
全

　
　
　
　
　
　
不
代
表
工
農
的
利
益
。
而
與
屠
殺
工
農
的
※
子
手
蒋
介
石
聯
合
。
發
出
倒
行
逆
施
的
宣
言
。
説

　
　
　
　
　
　
甚
麼
。
工
人
壓
迫
資
本
家
。
店
員
壓
迫
店
主
。
這
些
話
完
全
是
作
夢
。
不
要
説
現
在
中
國
工
人

　
　
　
　
　
　
雇
員
壓
迫
資
本
家
店
主
的
時
候
還



不
到
。
就
是
到
了
。
你
也
應
該
站
在
大
多
數
人
的
利
益
上
。

　
　
　
　
　
　
來
壓
迫
資
本
家
。
而
帮
助
工
農
群
衆
。
然
而
現
在
你
竟
冥
頑
不
靈
。
作
了
工
農
的
仇
敵
。
眞
中

　
　
　
　
　
　
山
主
義
的
叛
徒
。
我
從
前
受
的
是
舊
式
教
育
。
到
後
來
你
想
取
信
於
人
。
叫



我
入
了
革
命
的
學

　
　
　
　
　
　
校
。
現
在
我
已





經
認
識
正
確
的
道
路
。
然
而
你
顯
然
到
反
革
命
的
營
壘
去
了
。
我
是
一
個
革
命

　
　
　
　
　
　
者
。
在
革
命
者
沒





有
父
子
的
關
係
。
只
看
革
命
的
利
益
。
現
在
你
是
反
革
命
。
是
工
農
的
仇
敵
。

　
　
　
　
　
　
中
山
主
義
的
叛
徒
。
我
自
然
要
與
這
反
革
命
的
父
親
斷
絶
關
係
。
以
後
看
你
和
張
作
霖
・
蒋
介

　
　
　
　
　
　
石
一
標
的
。
是
我
的
仇
敵
。
在
你
不
覺
悟
以
前
。
我
一
定
堅
決
勇
敢
在
黨
指
揮
下
。
爲
工
農
的

　
　
　
　
　
　
利
益
。
向
你
反
革
命
的
人
爭
鬪
。
革
命
的
兒
子
馮
洪
國
。
一
九
二
七
年
九
月
七
號
。
赤
都
。
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隨
分
思
ひ
切
つ
た
絶
縁
状
で
は
な
い
か
。
（
昭
和
二
年
十
月
十
五
日
稿
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
昭
和
三
年
二
月
『
狩
野
教
授
還
暦
記
念
支
那
學
論
叢
』
所
載
）
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青
空
文
庫
情
報

底
本
：
「
桑
原
隲
蔵
全
集
　
第
三
卷
」
岩
波
書
店

　
　
　1968
（
昭
和43

）
年4

月30

日
発
行

初
出
：
「
狩
野
教
授
還
暦
記
念
支
那
学
論
叢
」

　
　
　1928

（
昭
和3
）
年2

月

※
底
本
で
使
用
さ
れ
て
い
る
「
〔
〕
」
は
ア
ク
セ
ン
ト
分
解
を
表
す
括
弧
と
重
複
し
ま
す
の
で
「
【
】
」
に
改

め
ま
し
た
。

※
（
１
）
〜
（24

﹇
＃
「24

」
は
縦
中
横
﹈
）
は
注
釈
番
号
で
す
。
底
本
で
は
、
直
前
の
文
字
の
右
横
に
、
ル

ビ
の
よ
う
に
付
い
て
い
ま
す
。

※
底
本
は
、
物
を
数
え
る
際
や
地
名
な
ど
に
用
い
る
「
ヶ
」
（
区
点
番
号5-86

）
を
、
「
六
ヶ
敷
い
」
は
大
振

り
に
、
「
三
ヶ
月
」
は
小
振
り
に
つ
く
っ
て
い
ま
す
。

入
力
：
は
ま
な
か
ひ
と
し

校
正
：
染
川
隆
俊

2010

年8

月18

日
作
成

2011

年3

月22

日
修
正

青
空
文
庫
作
成
フ
ァ
イ
ル
：
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こ
の
フ
ァ
イ
ル
は
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
の
図
書
館
、
青
空
文
庫
（http://w

w
w

.aozora.gr.jp/

）
で
作
ら
れ
ま
し

た
。
入
力
、
校
正
、
制
作
に
あ
た
っ
た
の
は
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
皆
さ
ん
で
す
。

120支那の孝道殊に法律上より觀たる支那の孝道



支那の孝道殊に法律上より觀たる支那の孝道
桑原隲藏

2026年10月1日　第二版

奥　付

発行 青空文庫

URL http://www.aozora.gr.jp/
E-Mail info@aozora.gr.jp

作成 青空ヘルパー　　赤鬼@BFSU
URL https://aohelp.club/
BiliBili https://space.bilibili.com/10060483

Special Thanks
　青空文庫　威沙　
　　　

青空文庫を全デバイスで楽しめる青空ヘルパー http://aohelp.club/
※この本の作成には文庫本作成ツール『威沙』を使用しています。

http://tokimi.sylphid.jp/


	本文
	一
	二
	三
	四
	五
	六
	七
	八
	九
	十
	十一
	十二
	十三
	十四
	十五
	十六
	十七
	十八
	備考


